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生贄の王太子妃




「それでは本日この瞬間より、エルナ様はルードヴィヒ様の正妻となります」

　竜人の国、シェーンベルグへ来て一時間も経たずして、エルナはこの国の王、ルードヴィヒの正式な妻となった。

　目の前に立っているルードヴィヒの姿を見つめながら、エルナは〝こんな美しい人の妻になったのか〟と思うのと同時に、あまりに簡潔に終わった婚姻の儀に拍子抜けする。ルードヴィヒの透き通るようなグレーの瞳は綺麗でありながらも鋭く、積極的に自分の姿を映そうとはしない。彼はこの婚姻をよく思ってはいないのだと、エルナはすぐに悟った。

　その日の夜、結婚初夜ということでエルナは使用人たちに当たり前のようにルードヴィヒの部屋へと案内された。そこで彼から、思いもよらない言葉が発せられる。

「お前とは一年後に離縁する」

　出会ったその日、夫となった相手から明確な別れの日を告げられて、エルナの頭は混乱する。

　そして彼は、使用人たちによって初夜の準備を終え、控えめではあるが綺麗に着飾られたエルナをまっすぐ見据えてこう言った。

「……俺は、美しいものが嫌いだ」

　エルナの瞳が揺れる。

　窓からかすかに差し込む月明かりに照らされながら、そう言うルードヴィヒの姿は、息をのむほど美しかった。




◇　◇　◇




「お姉様、外に出たら髪が乱れてしまったの。梳といて綺麗にしてくださる？」

「……わかったわ。そこに座って」

　王都にある大きな商店街に出かけていたアリーシャは、帰ってくるなり姉であるエルナにそう言った。エルナは文句ひとつ言わずに、ドレッサーにアリーシャを誘導し鏡前に座らせると、櫛くしで妹の髪を梳かし始めた。

　毎日丁寧に手入れされたアリーシャの金色の髪は、特に大きく乱れた様子はない。しかし、彼女が満足するまでエルナは髪を梳かす手を止めなかった。妹の世話をするのは、このアーレント伯はく爵しゃく家の屋敷でエルナに与えられた役目だからである。こんなことは、エルナにとって日常茶飯事だった。

　エルナとアリーシャは姉妹だが、半分しか繋がっていない。

　紫がかった長い白髪に、透き通るような白い肌に映える青い瞳。控えめで小さな鼻に、ほんのりピンク色をした唇。背は百六十を超えたくらいで、細くて長い手足を持つ姉のエルナ。

　対して妹のアリーシャは、毛先をくるりと巻いた金髪で、唇は厚くぽってりとしている。エルナと同じ青い瞳ではあるが、少したれ気味のエルナと違い、アリーシャは猫のように大きくてまんまるな目をしている。体型もどちらかというと小柄で、かわいらしい女の子という感じだ。どちらも美女といえるが、系統は全然違う。

　屋敷の主人であるアーレント伯爵は、エルナの母と結婚しエルナを授かった。その後、夫婦生活に不満を持った伯爵は、ひとりの令嬢を側室に迎えた。

　アーレント伯爵は側室に入れ込み、エルナとエルナの母をほとんどかまわなくなった。そしてそんな愛する側室との間に授かった子供がアリーシャだ。アリーシャが生まれてほどなくして、不運にもエルナの母は病に倒れ亡くなってしまった。悲しむエルナをよそに、アーレント伯爵はすぐに側室を正妻に――。

　それからだ。エルナの屋敷での立ち位置が、使用人のようになったのは。

　特に正妻となった、エルナにとって義母にあたるエラ夫人は、自分の娘でないエルナを執拗にいびっていた。しかし、罰が当たったのか、そんな行為を繰り返して二年後、エラ夫人までもが馬車の事故で命を落としてしまったのだ。

　立て続けに愛する人を亡くした伯爵は、残った愛情をすべて、エラ夫人との子供であるアリーシャに注ぐようになった。母を亡くした痛みは同等のはずなのに、エルナのことなど、眼中にもないといった様子で。

　彼女も立派な伯爵令嬢でありながら、身に着けているものは貧相で、髪も伸ばしっぱなしで毛先が少し傷んでいる。櫛を通すと、いつも最後で引っかかるのだ。そんな自分と違い、アリーシャの髪はするすると気持ちよく櫛が通った。その感覚が楽しくて、エルナはだんだん妹の髪を梳かす作業が楽しくなっていた。

　普通なら、妹との格差を疑問に思うことだろう。しかし、エルナは幼い頃に母親を亡くしてからずっとこんな扱いを受けていた。そのため、疑問に思う前に慣れてしまったのだ。今の彼女は、自分が立派な伯爵令嬢であることを普段の生活ではまるで忘れてしまっている。

「もういいわ。私は新しく買ったお洋服を試着するから、お姉様はどこかへ行っててちょうだい」

　髪を梳かしてもらうのに飽きたのか、アリーシャは立ち上がって、屋敷内をバタバタと駆けていった。

（ああ。もう少しだけアリーシャの髪を堪能したかったのに……）

　エルナはのんきにそんなことを思いながら、櫛を引き出しに戻すと庭へ向かった。屋敷の庭園は、エルナにとってお気に入りの場所だ。花の世話をするのは、仕事でもあり趣味でもあった。

「あ、芽が出てる」

　先日花の種を植えた場所から、ぴょこんと緑の芽が顔を出していた。エルナはその場にしゃがみ込むと、これから花を咲かせることを想像してにこりと微笑む。

　すると、屋敷の門で馬車が停まる音が聞こえた。振り返ると、外出していたアーレント伯爵が馬車から降りてくる姿が見えた。いいことがあったのか、ものすごく上機嫌なのが離れた場所からでもわかる。

（……お父様が上機嫌なときは、いいことがあった試しがないのよね）

　軽快な足取りで屋敷へ帰ってくる父の姿を見て、エルナはなんだか嫌な予感がした。この予感が当たりませんようにと、エルナはなぜか緑の芽に向けて手を合わせてお祈りしている。

「おいエルナ、今から家族でお茶会をするからお前も来い」

　庭園でしゃがみ込むエルナを見つけたアーレント伯爵に声をかけられ、エルナの肩が小さく跳ねた。

「は、はい……すぐ行きます」

　どうやら祈りは届かなかったらしい。いつも自分そっちのけで楽しんでいる家族団らんの時間にわざわざ誘われるなんて、エルナにとってはなにか裏があるとしか思えなかった。

　びくびくしながら呼ばれた場所へ行くと、おいしそうなお茶とお菓子が用意されていた。用意された席の隣にはアリーシャが座っており、向かいには父が足を組んで腰掛けている。

「なにしてるんだエルナ。早く座れ」

　――父が笑いかけてくるなんて不気味すぎる。

　エルナは内心そう思ったが、言われた通りに空いた席に浅く腰掛けた。あまりに場違いで、早くここから抜け出したいと座った瞬間から思った。

「私はさっきまで知っての通り王宮に行っていたのだが……」

　父が話し始めた。王宮に用事があったなど、エルナからするとまったく知らない情報である。ますます自分がここに呼ばれる意図がわからない。

「そこで、国王陛下から我が伯爵家に素晴らしい大役を与えてもらったのだ」

「まぁ！　さすがお父様、いったいなんですの!?」

　わざとらしく大おお袈げ裟さに反応するアリーシャ。まるで初めから話を知っているようにも見える。

（……大役って、もしかして）

　エルナはこの先の展開を悟ってしまい、動きを停止させる。

「エルナ。お前がシェーンベルグの王太子の妻に選ばれたぞ！」

　それは、変わらない毎日を送っていたエルナへの突然の知らせだった。知らぬ間に、同じ大陸にある竜人の国、シェーンベルグの王太子妃となることが決定していたのだ。




　三つの国がある大陸、その名もルーシヴァ大陸。

　ルーシヴァ大陸は軍事力のあるヴェルデナ、神の加護を持つ美しき小国のヘンデル。そして大陸でいちばんの面積を占めている竜人国シェーンベルグでできている。

　エルナはそのうちのひとつ、ヘンデル王国で生まれ育った。

　ヘンデル王国は大陸でいちばん小さいが、世界的に名の知れた国である。その理由はふたつあり、ひとつめはヘンデル出身の女性は世界一美しいと言われていること。ふたつめは、ヘンデルには代々神の加護を持つ女性がおり、聖なる魔力を持っていること。魔力を持つ者は聖魔法で、場所や物体などに神の加護を与えることができるという。

　神の加護が与えられた物や場所には幸福が宿ると言われており、普通の物や場所が、聖魔法によって、人々から崇拝される『神聖なる物』へ変わるとも言われている。よって、日常的に使われるような魔法ではない。

　これにより、ヘンデルには聖魔法を長年かけ続けられている大地や泉、教会などが存在し、これらの存在があることで、国民に幸せがもたらされているという噂だ。

　ちなみに、加護と呼ばれる聖魔法以外の魔法文化はヘンデルには存在しないことと、加護を持つ女性は、その年齢と共に〝神の加護〟の能力は失われていく。

　アーレント伯爵家は、まさにその血筋を持った貴族だった。そのため、エルナとアリーシャはふたりとも聖なる魔力の持ち主だ。

　今回エルナがシェーンベルグの王太子妃に選ばれたのは、このことが大きな要因だろう。しかし――きっと、それだけではない。なぜなら、竜人国であるシェーンベルグへ嫁ぐということは、決して喜ばしいことではないからだ。

（私が〝生いけ贄にえ〟として選ばれたということね。……なんとなく、いつかこうなる気はしていたわ）

　エルナが驚いたのは一瞬で、その後は至って冷静だった。

「やったなエルナ！　さすが我がアーレント家の娘だ！」

　都合のいいときだけ娘扱いする父に、エルナはたまらず苦笑する。アリーシャも「すごいすごい」とエルナを持ち上げるが、こんなのはとんだ茶番劇だ。

　さっきエルナが思った通り、シェーンベルグへ嫁ぐということは、自分が生贄に出されたのと同じことだからである。

　シェーンベルグはいつも、王妃や王太子妃にヘンデルの加護持ちの娘を迎えている。これはもう、古くから伝わるしきたりのようなものだ。

　そもそもなぜこんなしきたりができたのか――約二百年前、人間より強大な力を持つ竜人族を恐れたヴェルデナ国の人間たちが、大陸から竜人族を追い出そうと戦争を起こしたことが始まりと言われている。

　ヴェルデナはヘンデルの人間たちも、自分たちの意見に賛同して味方につくと考えていたが、争いを好まなかった当時のヘンデル王女は、シェーンベルグ側につき、ヴェルデナから奇襲をかけられたシェーンベルグの竜人を聖魔法で守ったという。

　王女の加護はほかの加護持ちの者たちの数倍も力が強く、攻撃を跳ね返したり、傷を癒すといった特殊効果があった。

　清らかで慈悲深い女王に感動したシェーンベルグの竜王は、自分たちのほうが圧倒的な力を持っていながら、小国のヘンデルと友好条約を結びたいと言い始めた。今後、シェーンベルグはヘンデルの後ろ盾につき、なにかあった際は全力でヘンデルを守るという。そしてその代わりに、ひとつだけ頼み事をした。

　それは、シェーンベルグと条約を結んでいる期間、神の加護を持つ者を、竜王族の妻として差し出してもらうことだった。竜王は王女の加護の力と美しさに心底惚れ込んでいたのだ。

　ヘンデルの女王はその申し出を受け悩んでいたが、血の気の多いヴェルデナが今度は自国の発展のためにヘンデルに目を付けたときに、竜王族が圧倒的な魔力と兵力を駆使してヴェルデナを抑え込んでくれた。それをきっかけに、申し出を受けることを決めたという。同時に王女は、ヘンデルを守ってくれた感謝の印に、シェーンベルグにある竜人たちが信仰している大きな泉に聖魔法をかけ、泉の水を聖水にしてあげた。

　シェーンベルグで生まれた子供はみな、その泉の水を浴びる風習が存在する。加護のある水が誕生し、竜人たちは大変喜んだという。

　二国は正式に条約を結び、ヘンデルの後ろ盾にシェーンベルグがつくこととなった。これにより、ヴェルデナはヘンデルへの攻撃をやめざるを得なかった。こうして、三国の争いは終わりを告げた。

　シェーンベルグが積極的に持ち掛けた条約だったため、当初はどちらかというと、シェーンベルグがヘンデルにかしずいている形だったが、それはもう二百年も前の話。最初に条約を結んだ竜王と王女が亡くなってから、だんだんとシェーンベルグのヘンデルに対する感謝は薄れていき、今では形式上の条約だけが残っている状態だ。いつしか、王女の好意で行ったはずの泉への加護も、竜王の妻となった女性の義務に変わっていった。

　泉の管理と加護持ちの美しい娘を差し出すことを、国の平和のために受け入れたヘンデルは、それから今も、シェーンベルグの王太子が結婚適齢期になるたびに、加護持ちの娘を送り続けている。

　強国の正妃として迎えられると思えば、決して悪い話ではない。しかし、シェーンベルグに嫁いでいった娘の話で、その後いい噂はひとつもなかった。

　正妃というのは名ばかりで、泉の管理のほかにもたくさんの仕事を任せられ、どんなに綺麗な娘でもまるで奴隷のように扱われている。その様子を見て、竜王たちは楽しんでいる――なんて黒い噂がいつしか広まり、王太子の妻に選ばれた者は〝生贄〟と呼ばれるようになった。

「エルナの結婚相手は、次期竜王であるルードヴィヒ様だ。お前も名前くらい聞いたことがあるだろう？」

「ルードヴィヒ様って、歴代の王太子の中でもいちばん色男って噂じゃない。よかったわねお姉様。あなたにはもったいないくらいのお相手よ」

　父とアリーシャから名前を聞いて、冷静だったエルナの手が僅わずかに震えた。

（……ルードヴィヒ。知らないはずない。彼のよくない話は、ずいぶん前からヘンデルで噂されていたもの）

　ルードヴィヒ・シェーンベルグ。シェーンベルグの王太子であり、最強と呼ばれる竜王族の血を引く男。彼はとても美しい顔立ちをしているが、中身は冷徹冷酷で、血も涙もない恐ろしい次期竜王だと世間で囁かれていた。妻にされたら、一生奴隷として虐げられると――。

　こんな恐ろしい噂のせいで、いくらルードヴィヒが歴代の王太子たちよりずば抜けて美しくとも、自ら妻になりたがる者などひとりもいなかった。

「貴族の娘から正妃を輩出するのは、最初に嫁いだ王女様以来実に二百年ぶりのことだ！　エルナはきっと、手厚く歓迎してもらえるに違いない」

　体を後ろに反らしながら、はっはっはと大きな声で父が笑っている。エルナには笑い声が不愉快な雑音に聞こえ、思わず耳を塞ぎたくなる。

（もう二十歳になるというのに、お父様が一向に結婚の話をしてこないのはおかしいと思ってた。邪魔な私を早くどこかへ嫁がせて追い出したかったでしょうに。でも、やっと理解できたわ。……ずっと待っていたのね。このときを）

　ヘンデルでは加護の有無は身分に影響しない。それでも、貴族の家系に加護を持つ者が多かった。それは、加護を持つ者は特別扱いされ、上流階級の妻に選ばれることが多かったからである。元々、加護持ちの女性はそこまで多くは存在しない。しかし、稀に平民や使用人の家系の娘でも、加護を授かることがあった。

　普通は身分の高い令嬢を妃としてシェーンベルグへ送ることが当たり前だ。だが、生贄という認識が広まってしまったために、貴族たちは妃を出したがらなくなった。

　そのため、そこまで身分の高くない加護持ちの娘が正妃として差し出されていた。平民の加護持ちの女性が生まれるまで、長く竜王太子を待たせることもあったというが、竜人族の寿命は実に百五十を超えるといわれているため、これまで妻を迎え入れなくなるという事態は起きていない。

　そして、妻となる娘を輩出した家には、シェーンベルグとの約束を守る架け橋になってくれたお礼に、報酬と領地が与えられる仕組みになっている。

　アーレント伯爵家には、既にじゅうぶんな財産と領地がある。本来ならエルナが選ばれるなんてありえない話なのだ。

（必要ない私を追い出せて、ついでに報酬をもらえる。こんなおいしい話ないわ。お父様の機嫌がよかったのも頷ける）

　想像していたのよりも何倍も、嫌な話だったけど……と、エルナは思った。

「羨うらやましいわお姉様！　あのルードヴィヒ様とご結婚なさるなんてっ！」

〝あの〟の部分を強調し、アリーシャはあきらかな嫌味をエルナに声高らかにぶつけた。アリーシャも、ルードヴィヒにろくな噂がないことは知っている。

「あ、結婚といえば――私も先日、ヨハン様の婚約者になったの。お姉様にはまだ言ってなかったわよね？」

「……ヨハンと？」

　アリーシャの婚約者であるヨハン・ブルーツは、公爵家の嫡男であり、エルナの幼おさな馴な染じみだ。屋敷で虐げられるようになってからも、ヨハンだけは昔と変わらず接してくれていた。

（ヨハンがアリーシャと……いつのまにそんな話が進んでいたのだろう。私、全然知らなかった。……そうよね。ヨハンだって、結婚するならアリーシャみたいな元気で明るい子がいいに決まってる）

　母親のいなくなったエルナにとって、ヨハンは身近にいる唯一の心の拠より所どころだった。アリーシャはエルナのそんな思いを知りながら、敢えてこの場でヨハンとの婚約話をエルナに告げたのだろう。

　エルナがヨハンに抱いていた感情は、決して恋心ではなかったが、一抹の寂しさを感じた。

「ええ。お互い幸せになりましょうね？　お姉様」

　アリーシャは顔の横で両手を合わせ、エルナににっこりと微ほほ笑えみかける。

　お互い幸せになんて、夢物語にもほどがある。エルナはなんとか表情筋を動かして、ぎこちない笑みを返した。

「いいかエルナ。よく聞け」

　これまで上機嫌に喋っていた父が、急に真剣な眼差しをエルナに向けた。部屋の中はピリピリした空気が一層増し、自然とその場にいる全員の背筋がピンと伸びる。

「絶対に向こうで粗相をするでないぞ。離縁なんてことになればどうなるか……うちに不利益になることをした時点で、お前とは即縁を切らせてもらう。そうなれば、帰ってくる場所などないと思え」

　言い終えると、じっとエルナを睨にらみ付ける。エルナはごくりと生唾を飲み込むと、いつもの柔らかい笑顔を浮かべてこう言った。

「……はい。わかりました」

　それはエルナがすべてを諦め、そして受け入れた瞬間だった。

『シェーンベルグになんて嫁ぎたくない』と言っても無駄なことは、エルナ本人がいちばんわかっていた。

　ずっとそうだ。エルナが『嫌だ』と言ったことを、父親が聞いてくれた試しがない。エルナはすっかり、拒否をする行為自体を諦める癖がついてしまっていた。

「聞き分けのいい娘で安心したぞ。シェーンベルグへ発たつのは三日後だ。今から準備をしておきなさい。……話は以上だ」

（三日後……ずいぶん早いのね）

　話も急なら展開も急だ。エルナは無言で頷くと、用意されたお茶とお菓子に一度も口をつけないままその場を去っていった。

　シェーンベルグへ嫁ぐまでの三日間、エルナは大忙しだった。

　今まで自分ひとりでやっていた入浴や髪の手入れは、メイド数人がかりに変更され、念入りに体を洗われた。嫁入り前に、身なりを綺麗に整えるためだろう。

　最近まで櫛が引っかかっていた、長く紫がかった白い髪も、メイドの渾こん身しんのトリートメントのおかげでサラサラになった。指がすぅっと通る自分のロングヘアーに、エルナはちょっぴり感動した。

　これまで着させてもらえなかった高価な服をいくつも用意され、荷物の中に詰め込まれていく。その中の一着を身にまとい、エルナは屋敷の庭園へと足を運んだ。

「うわぁ……とってもいいお天気」

　青い空を見上げ、太陽の眩しさにエルナは目を細めた。

　――エルナは明日、ヘンデルを発つ。エルナが〝生贄〟に選ばれたということは、既に国中の噂になっていた。

「やっぱりお綺麗よね。エルナお嬢様。美人が多いこの国の中でも、桁違いに美しいわ。……伯爵様の指示さえなければ、いつもこうやって私たちの手で着飾ってさしあげられたのに……」

　庭園を散歩するエルナを遠巻きに見つめながら、数人のメイドがひそひそと内緒話を始める。

「伯爵家の生まれであんな美貌を持っているのに、ルードヴィヒのところへ嫁ぐなんて……エルナお嬢様が気の毒すぎるわ」

「前の奥様さえ生きていればねぇ……」

　メイドたちは、心底エルナの境遇に同情しているようだ。そんなメイドの思いなどつゆ知らず、エルナは最後の散歩を楽しむように、ゆっくりと庭園での散歩を続けている。

（お母様が生きていたころ、手を繋いでここを散歩したのよね。ふふっ。懐かしい。……こことももう、お別れなのかぁ）

　過去の楽しかった記憶を思い出していると――。

「エルナ！　……ここにいたのか」

　エルナの背中に向かって、名前を呼ぶひとりの男が現れた。エルナより少し高い背丈で細身の、柔らかな雰囲気をまとった優しげな青年だ。目鼻立ちは主張が控えめでありながらも、綺麗に整っている。

　青年はサラサラの茶色い髪を風になびかせて、ひどく焦った顔をしていた。

「ヨハン！　どうしたの？」

　庭園への訪問者は、幼馴染のヨハンだった。

「どうもこうもないよ！　君がシェーンベルグへ行くと聞いたから……」

　話を聞くと、ヨハンは公爵家の仕事の都合で、ここ数日は郊外にある別邸で過ごしていたという。そこでエルナの話を聞いて、急いで王都へ戻ってきたようだ。

「……あの話、本当なのか？」

　ヨハンはまだ、この話に半信半疑だった。しかしエルナもまだ、自分が母国を去り竜人の国へ嫁ぐという実感がなかった。

「……ええ。本当よ」

　しかし、実感はなくとも事実は事実だ。こんな状況でも変わらない笑みを浮かべるエルナを見て、ヨハンの胸はひどく締め付けられる。

「どうして君が……まさか、エルナが選ばれるなんて」

　ヨハンの顔がみるみるうちに真っ青になる。

　事実を聞いてなお、ヨハンは現実を受け入れられずにいた。

「今までありがとうヨハン。……これからは、ひとりでうまくやっていくから。心配しないで」

「……そんな、今からでもどうにか」

「大丈夫だから。……アリーシャと仲良くね。私、ヨハンには絶対に幸せになってもらいたいの」

　ヨハンの声を遮って、エルナは言った。

「知ってたんだ。アリーシャとの話」

「ええ。おめでとう」

「……っ！　あれは、両親に勝手に決められてっ……本当は――」

「あっ、ヨハン様だぁ！　私に会いにきてくださったのですねぇ！」

　なにかを言おうとするヨハンの声に被せるようにして、アリーシャのわざとらしい声が庭園内に響く。ちょうど外出から戻ってきたようだ。

　アリーシャはヨハンを見つけるなり腕に絡まると、ふたりの仲を見せつけるように自慢げな顔を浮かべてエルナを見上げた。反対にヨハンは口をつぐんで、エルナと目を合わせないよう下を向いている。

「お姉様、ヨハン様への最後の挨拶は無事に終わった？」

「……ええ。今さっき終わったわ」

「じゃあ、もう用はないわよね。ヨハン様は私のお部屋にお連れするから、邪魔しないでね？　行きましょ、ヨハン様」

　アリーシャはヨハンの腕をぐいぐい引っ張って、そのままエルナとヨハンを遠ざけていった。

　最後になにを言いかけたのか――だがそれを聞いたところで、エルナにできることはなにもない。去りゆく幼馴染の背中を見つめながら、エルナは失恋とはちょっと違う、なんともいえない胸の痛みを感じていた。
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「じゃあな。エルナ。あっちでうまくやるんだぞ」

「お姉様、お元気で」

　エルナと家族の別れの瞬間は、びっくりするほどあっけないものだった。

「……はい。お父様もアリーシャも、今までお世話になりました。……さようなら」

　メイドたちは最後まで同情の眼まな差ざしをエルナに向け、ヨハンはアリーシャに腕を組まれたまま、歯がゆい表情を浮かべて馬車に乗るエルナを黙って見つめていた。窓から顔を出し別れを惜しんだりすることもなく、馬車はエルナと荷物を乗せて走り出す。

（ああ。きっともう、ここには戻ってこられないのね）

　ことが決まってから今日までが早すぎて、エルナは感傷に浸る暇がなかった。

　しかし、馬車に揺られて初めて、もうヘンデルの国民でなくなることへの実感が湧いてきた。

　竜人の国、シェーンベルグへ着くには馬車で一日半はかかる。エルナは結婚相手であるルードヴィヒに失礼のないよう、高価な水色のシルクドレスを身にまとっていた。慣れないコルセットにエルナは眉をひそめ、この状態があと一日半以上続くのかと思うと途方に暮れた。今すぐ脱いでしまいたいとさえ思う。

（このままじゃ苦しくて寝ることもできないわ。……気分を紛らわすために、外の景色でも眺めていよう。この道を走るのも、これが最後だろうから）

　あっという間に消えていく景色を目で追っているうちに、エルナはコルセットの苦しさにもすっかり慣れたのか、窓にもたれて眠りについた。

　その後も寝たり起きたりを繰り返しているうちに、馬車は国境を越え、シェーンベルグへたどり着いた。

「エルナ様、ここから王宮に着くまではどうかカーテンをお閉めください」

　シェーンベルグへ足を踏み入れてすぐ、御者がエルナにそう言った。この国では、王太子の妻はお披露目会で初めて世間の前に顔を出すという習慣があるようだ。そのため、外からエルナの姿を見えないようにしなくてはならない。

「……わかったわ」

　エルナはシェーンベルグがどんな国なのかを早くこの目で見たいという欲求を抑え、おとなしくカーテンを閉めた。外から差し込む光を失い、急に馬車の中が薄暗くなる。

「到着しました。お疲れ様です」

　決して広くないどんよりとした空間と、コルセットの締め付けに限界を感じ始めているとき、やっと馬車が停止した。

　扉が開かれ、恐る恐る外に出る。

　すると、エルナの瞳の色と似た青い屋根に、白に近い薄い水色の外壁をした大きく立派な王宮が目に飛び込んできた。入り口である門の先には噴水が見え、周りには緑が広がっている。

　勝手に冷たく怖い雰囲気を想像していたシェーンベルグの王宮は、思ったよりずっと綺麗で、エルナはしばらく目を離すことができなかった。

　後ろを振り返ると、眼下にはたくさんの人で賑わう王都が広がっている。商店が並ぶ長い通路もあれば、施設のような大きい建物もある。

（ここがシェーンベルグの王都……王宮はヘンデルよりずっと大きくて立派……竜人の姿はあまり見えないけど、みんな見た目は私たちと変わらないように見えるわ）

　初めての光景に興奮し、エルナは周りをきょろきょろと見渡す。

（それと――すっごく空が綺麗）

　空は快晴で空気も澄んでいる。生贄とされる自分が、竜人たちに本心から歓迎されていないことなどわかっているが、シェーンベルグの天気だけは、自らを歓迎してくれているように思えた。

「あなたがエルナ・アーレント様でしょうか？」

　馬車から降りて落ち着きのないエルナに、スーツを着た黒髪の男が声をかける。

「はっ、はい。そうです！　ヘンデルのアーレント伯爵家からやってまいりました。エルナと申します」

　エルナの背筋がぴんと伸びる。

「お待ちしておりました。私はルードヴィヒ様の側近をしております。フランツと申します。以後お見知りおきを」

　にこやかに細められた少したれ気味のこげ茶の瞳に、僅かに口角の上がった薄い唇。側近ではなく彼が王子と言われても疑問に思わないほど、整った顔立ちをしている。

「こ、こちらこそよろしくお願いいたします」

　フランツは背が高くすらっとしており、見た目や声のトーンからも落ち着いた雰囲気が感じられた。

（私より年上、よね？）

　エルナの思った通り、フランツの年齢は今年で二十五。エルナよりも五つ年上で、主であるルードヴィヒと同い年である。それにしても、普通の二十五歳の青年よりもずっと落ち着いているといっていい。

　フランツの放つ柔らかな雰囲気はヨハンを連想させ、エルナがほっとしていると、なぜかフランツがじっとこちらを見つめている。

「あのー……？　私になにかおかしなところが？」

　もしかして、気慣れないドレスを着ているから似合っていないだろうかと、エルナは不安になった。

「いえ。とんでもない。エルナ様が想像以上にお美しいので、少々驚いてしまいました。……こんな素敵な女性が嫁ぎにきたとわかったら、殿下も大変お喜びになるかと」

　フランツの言葉を聞いてエルナは気づく。ルードヴィヒもフランツも、婚約者であるエルナの見た目すらまったく知らされていなかったことに。

（ヘンデルは世界一美女が多いと言われる国――誰が来ても一緒って思ったのかしら）

　妻といっても結果的に奴隷扱いするのなら、見た目なんてどうでもいいのだろうと、エルナは自分の中で完結させた。

「では、王宮の中へ。ルードヴィヒ様のところまで、私がエスコートさせていただきます」

　フランツがそう言うと、エルナを乗せた馬車が鳴き声をあげて走り始めた。ヘンデルへ帰るのだろう。これでエルナがヘンデルに帰る手段はなくなったのだ。

（ここまで来たら、もう引き返せない）

　エルナは覚悟を決めて、フランツの後ろを付いていく。

「あ、ちなみに現在国王陛下は王都から離れた離宮にお住まいですよ。だから、今日挨拶していただくのはルードヴィヒ様だけです」

　エルナの緊張が少しでもほぐれるようにと、フランツが気をきかせて話しかけてくれた。

　王宮の事情を伝えるのにも、ちょうどいい機会だと思ったのかもしれない。

「国王陛下が離宮に？」

「はい。いろいろと事情がありまして。王宮での生活に陛下が絡んでくることもないので、あまり緊張なさらないでくださいね」

「……では、国王陛下にはお目にかかれないのですね」

　予想と反して残念そうな反応をするエルナに、フランツは首を傾げる。フランツからしたら、国王陛下がいないことはエルナにとってラッキーなことだと思っていた。突然連れてこられた国で右も左もわからない状態で、国の最高権力者がすぐそばにいるとなれば、身体も心も休まる隙がないはずなのに。

「エルナ様は陛下に早くお会いになりたかったのですか？」

「えっと、お会いしたいというか、興味があるというか……竜王様って、どんなお姿なのかなぁって」

「見た目ですか？　普通の人間と変わりませんよ」

「えっ！　そうなのですか！　てっきり王ともなれば、竜に似たお姿をしているのかと」

　エルナは竜人に関しての知識をそこまで詳しく知らなかった。だから勝手に、自分の中で竜王というものへの妄想を膨らませてしまっていた。

「殿下のところへ行くまでに、エルナ様に竜人についてお教えしましょうか」

　フランツはくすくす笑いながら、エルナに竜人とはどんなものかを話し始める。

「竜人というのは今では伝説と呼ばれる古代の生物、竜が人型へ進化した姿です。見た目は普通の人間と変わりませんが、人間が持っていない優れた身体能力や魔法を使える者も多いですね。たとえば空を飛んだり、火を吹いたり水を出したり……嗅覚や聴覚なども鋭いですよ」

　ふむふむと相槌を打ちながら、エルナはフランツの話に聞き入った。

「竜王族ともなれば、自然の力すら操れます。天候を変えたり、嵐を起こしたり。……この能力が、人間たちから恐れられる理由でもありますが」

　フランツは苦笑する。

　話を聞いて、エルナは竜人は人間と見た目は同じでも性質はまったく異なるのだということがよくわかった。そして、自分の夫となる相手がどれだけすごい能力の持ち主かも。

「歩きながらの説明になってすみません。我々やルードヴィヒ様のことが、うまく伝わっていればよいのですが」

「はい。みなさんがどれだけ偉大な種族なのかってことがよくわかりました」

「それはよかった。しかし、あなたもまた素晴らしい能力をお持ちの女性ではありませんか。その聖なる力を我が国のために使っていただけるなんて光栄ですよ」

　この力を目的に国へ招き入れているのだから、このように最初だけ褒めてくれているのだろうか――そう思いつつも、エルナは目の前で微笑むフランツが、普通に親切でいい人に思えてきた。実家の屋敷に住まう家族よりもよっぽど。

　王宮の中に入ると、あまりの綺麗さにエルナは瞳を輝かせる。白と銀と青を基調とした王宮内は、壁や天井を眺めているだけで清廉な心になれそうだ。それくらい美しかった。こんな場所に今日から住むのかと思うと、生贄として呼ばれたにも拘わらず胸が弾んでしまう。

「さあエルナ様。お待たせいたしました。こちらの部屋で王太子殿下がお待ちです」

　とある部屋の前でフランツの足がぴたりと止まり、中にルードヴィヒがいることを告げられる。いよいよかと、エルナは生唾を飲み込んだ。

（竜王族歴代一冷徹で無慈悲、だけども歴代一美しい見た目と呼ばれるルードヴィヒ様……どんなお方なのかしら）

　先ほど国王陛下に対して勝手な妄想を膨らませたように、エルナはルードヴィヒに対しても妄想を膨らませていた。ヘンデルで見たかっこいい令息たちをすべて合体させたような人物を思い浮かべていたところで、「失礼します」というフランツの声と共に重い扉が開かれる。

　そこに立っていた人物を見て、エルナは言葉を失った。

（なんて――綺麗な人）

　後ろでひとつに結わえられた、アイスブルーがかった銀色の長い髪。髪の色より少しだけ濃い、透き通るようなグレーの切れ長の瞳。高くてスッと通った鼻に、薄くて形のいい唇。背も高く、完璧な容姿と完璧なスタイルを兼ね備えた非の打ち所のない美形だ。

　想像を遥かに超えたルードヴィヒの美しさに、エルナは思わず見惚れてしまった。これは噂になるのも頷ける。実際にルードヴィヒを見たら、嫁ぐのを嫌がっていたヘンデルの令嬢たちも手のひらを返すかもしれない。

「エルナ様、ルードヴィヒ様にご挨拶を」

「あっ……は、はい！　申し遅れました。エルナ・アーレントと申します。このたびは、ルードヴィヒ様の妻としてシェーンベルグへお招きいただけたこと、大変嬉しく思っております」

　エルナはドレスの裾すそを上げ丁寧にお辞儀をしたあと、父親に「とにかく最初は笑って愛想を振りまいておけ」と言われた通りにこりと微笑んだ。

　ルードヴィヒの瞳が初めてエルナを真正面から捉える。目が合った瞬間、エルナはどきりと大きく心臓が脈打った。鼓動が加速していくが、ときめきとは違う。どちらかというと恐怖に近い。ルードヴィヒがエルナに向ける眼差しは、あまりにも冷たかったのだ。

（実際会って気に入らなければ、その時点で追い返される可能性も無きにしも非あらずと聞いたけど……そんなことになったら、私はきっと終わりだ。ルードヴィヒ様の妻としての役目を全うできなかった私を、お父様やアリーシャが許すはずがない）

　ここに来てしまった時点で、エルナの居場所はもうほかにはありえなかった。ルードヴィヒに拒否されたらどうしようと、エルナは怖おじ気けづく――が、心配したのもつかの間、ルードヴィヒはなにも言わずに目を逸らした。決していい反応ではないし、どちらかというと悪い反応ととれるが、「出て行け」と言われないだけでエルナは一安心した。

「ルードヴィヒ様、名前くらいは名乗ったほうがよいのでは？」

　フランツが一言も言葉を発さないルードヴィヒにそう言うと、ルードヴィヒはそっぽを向いたまま「……ルードヴィヒ・シェーンベルグ」と不愛想に呟いた。本当に名前以外はなにも話そうとしない。エルナはルードヴィヒがいかにこの結婚に興味がないかを、身をもって思い知る。

「それでは本日この瞬間より、エルナ様はルードヴィヒ様の正妻となります」

　竜人の国、シェーンベルグへ来て一時間も経たずして、エルナはこの国の王、ルードヴィヒの正式な妻となった。

　数秒前に初対面し、名前だけを名乗りあい、目を合わせた時間は一分にも満たない。だけど、もうふたりは夫婦という関係が結ばれている。

（結婚ってこんな簡単に交わされるものなの？　もっと面倒な儀式だと思っていたわ）

　あっさりしすぎて拍子抜けするが、エルナはこれがシェーンベルグのやり方なのだと思うことで自分を納得させた。

「フランツ、用が済んだならもういいだろう。俺は仕事が残ってるんだ」

「結婚の日くらい、仕事を休まれてもよいのではないですか？」

「馬鹿を言うな。特別な日でもあるまいに」

　遠回しにさっさと出て行けということだろう。フランツはこんな調子のルードヴィヒを見てやれやれと肩をすくめる。

（……ルードヴィヒ様にとって、いったいどんな日が特別な日なんだろう）

　会ったばかりというのに、エルナはルードヴィヒへの謎が深まるばかりだった。しかし、夫婦となってもその謎を知るほど近い存在にはなれないのだろうと悟っていた。




　ルードヴィヒとの顔合わせ、そして結婚を終えたエルナは、フランツによってこれからエルナが使うことになる部屋へと案内された。

「こちらがエルナ様専用のお部屋となります。持ってこられていた荷物は既にここへ運ばせていただきました。なにか御用がありましたら、王宮の使用人になんなりとお申し付けくださいませ。本日は長旅で疲れていると思いますので、これからの生活についての説明はまた明日以降にさせていただきます。それでは、ゆっくりお休みになられてください」

　部屋の前で一礼すると、フランツはお礼を言う間もなく背を向けて早足でどこかへ行ってしまった。

　エルナは厚意に甘えて、とりあえず部屋で休むことにした。

　扉を開けると、アーレントの屋敷でいちばん広い父の部屋よりももっと広い豪華な内装の部屋に驚いた。この部屋も青と白がおもに使われており、エルナはすぐに気に入った。

（ベッドもふかふか……生贄って、案外悪いことだらけじゃあないかも）

　エルナはベッドに横になる前に窮屈だったドレスとコルセットを脱ぐと、動きやすいゆるっとした白いワンピースに着替えた。締め付けから解放されたのを喜んで、エルナはベッドに横たわる。

　王宮へついてから緊張しっぱなしで、休まる余裕がなかった心臓も、ひとりになったことでやっと落ち着きを取り戻していく。

　その後、仮眠をとったり荷物の整理をしたりと自由に過ごしていると、王宮の侍女が早めの晩ばん餐さんを運んできてくれた。

（女性の竜人も、見た目は人間と変わらないのね）

　丁寧にテーブルに食事を並べる侍女を見て、エルナは思う。

　食堂で夫婦揃って、なんてことは、当然ながらありえないようだ。しかし、エルナにとっては好都合だった。ひとりの食事には慣れているし、無駄に気を張る必要もないからだ。

　初めて見る料理や紅茶を楽しみながら、エルナはお皿の上に盛られた食事を綺麗に平らげた。少々量が多かったが、どれもおいしくて結局食べきってしまった。

「エルナ様。食事が終わったようですので、入浴の準備をしてまいります」

　エルナは食事後、何人もの侍女たちによって全身を念入りに洗われた。人に身体を洗われることに慣れていなかったため、少しくすぐったさを感じると同時に、なぜここまで時間をかけて丁寧に洗われるのかを疑問に思った。

　一応ルードヴィヒ様の妻だから？と考えたが、それにしても念入りすぎる。入浴後は甘い香りのするボディクリームを全身に塗り込まれ、入浴したばかりというのに薄く化粧を施された。

「あのー……すみません。ひとつ聞いてもよろしいでしょうか？」

「はい。どうなさいました？　エルナ様」

「シェーンベルグでは、入浴後もお化粧をするという文化なのでしょうか？」

　すると、エルナから質問を受けたメイドがさらりとこう答えた。

「いえ。本日は特別です。本日は王太子様との初夜ですので、そちらのための準備をさせていただいております」

「しょ、初夜っ!?」

　おとなしくクリームを塗られていたエルナだったが、動揺で体が大きく揺らいだ。

「はい。準備が終わったら、ルードヴィヒ様の寝室にご案内いたします」

「しし、寝室？　け、結構です！」

　相当慌てているのか、エルナはどもりっぱなしだ。侍女たちはエルナの言葉を単なる照れ隠しと受け取ったのか、ふふふと微笑みを返すだけで聞き入れる気はなさそうだ。

　結局言われるがまま、用意されたナイトウェアをまとい、エルナはルードヴィヒの寝室まで連れてこられた。

（初夜って――つまりそういうことをするのよね？　心の準備がまったくできていないのだけれど……）

　覚悟が決まっていないエルナをよそに、侍女が部屋の中にいるルードヴィヒに声がけをする。

「ルードヴィヒ様、エルナ様をお連れいたしました」

　頼むからもう寝ててくれないかな、なんて淡い期待を抱いたが、扉の向こうから「……ああ」というルードヴィヒのそっけない返事が聞こえて、エルナはがくりと肩を落とした。

　侍女はエルナが部屋に入るのを待っているのか、立ち去ることなくその場に踏みとどまっている。エルナは仕方なく扉に手をかけ、自分からルードヴィヒの寝室へと足を踏み入れた。

　部屋の中は薄暗く、少し肌寒さを感じた。よく見ると、部屋の窓がかすかに開いている。そこから風が吹き込んでいるようだ。

　ルードヴィヒはエルナの部屋にあるものよりもっと大きなキングサイズのベッドに腰掛けて、ただ窓の外を見つめていた。エルナが入ってきたことに気づいていないのか、それとも気づいた上で、なにも反応しないのか。どちらかわからないエルナは、恐る恐る口を開いた。

「あ、あの……ルードヴィヒ様？」

　ちょっとだけ近づいて、それでもだいぶ離れた場所から、エルナはルードヴィヒの名前を呼んだ。ルードヴィヒはエルナのほうを振り向くと、あきらかに強張った顔をしているエルナを見てため息をついた。

「……そんなに怯えるな」

「え？」

「初夜だからって、特になにかをするつもりはない。俺はお前に手を出さない――今日も、これからも」

　そう言うと、ルードヴィヒはふいっとエルナから顔を背けた。

　エルナは手を出さないと言われ内心ほっとしたものの、〝これからも〟という言葉を聞いて、やはり自分はルードヴィヒの妻として相応しくないことを自覚する。

「私なんかが結婚相手で申し訳ございません。ヘンデルには、聖の魔力を持つもっと素敵な女性がたくさんいるというのに……私なんかが選ばれてしまって」

　生贄としては最適だったろうが、ルードヴィヒからすると残念な相手だったのだろうとエルナは感じていた。

「与えられた役目はしっかりこなします。だから、どうか私を建前上でもルードヴィヒ様の妻としてここに置いてください」

　実質帰る場所がないといえるエルナは、いくら気に入られなくともそう懇願するしかなかった。

「勘違いするな。俺は別にお前だから冷たくしているわけじゃない。妻になる相手など誰でもいいし、誰だったとしても興味などない。お前も知ってるだろう？　この結婚は昔からのしきたりで、当事者の意思なんて関係ないってことを」

『私なんか』とやたら繰り返すエルナに、ルードヴィヒは自分の考えを話し始めた。

「ヘンデルは俺たちに後ろ盾についてもらい続けることを望み、俺たちは泉の管理ができる聖の魔力を持つ女性を求めている。さらに、見た目の美しい人間を好きなようにもできる。……お前が国の平和のために生贄にされたかわいそうな女ってことくらい、俺はわかってるんだ」

　じろりとルードヴィヒの鋭い瞳がエルナを捉える。なにもかも見透かされているような気がして、エルナの背筋にぞくりとした感覚が走る。

「お前の家は領地をたくさん持つ伯爵家らしいな。さぞ甘やかされて育ってきたのだろう。そんな令嬢が生贄に選ばれるなんて――最後だからいい令嬢をよこしてきたのか」

　貴族令嬢が嫁ぎにきたことに、ルードヴィヒは不信感を抱いているようだ。

（というか、最後って？）

　エルナはその言葉に引っかかりを感じたが、口を挟む勇気はなかった。

　もっと言えば、自分は決して甘やかされて育ったわけでなく、屋敷で居場所のない不遇な令嬢であるということも。

「――だが、そんなことはどうでもいい。古いしきたりは俺の代で終わらせる。ラッキーだったな。お前は一年ほど我慢していれば自由になれるぞ」

「……え？」

　自由になれる。そんなことは、シェーンベルグへ嫁ぐことが決まってからいちばん縁のない話だとエルナは思っていた。

「俺の父――国王陛下は一年後、俺に王位継承権を渡すことが決まっている。そうなったら、俺がシェーンベルグ王国の最高権力者となる」

「……ルードヴィヒ様は、王の権限でこのしきたりを終わらせる気なのですか？」

　なんとなく話が読めたエルナがそう聞くと、ルードヴィヒは僅かに口角を上げて笑った。呆れたような笑いだ。

「察しがいいな。その通り。しきたりも条約も廃止して、シェーンベルグはヘンデルとの関係を断つ」

「しかし、泉はどうするのですか？　あの泉を聖水にできるのは、ヘンデルの加護持ちの女性だけです」

　加護の力は永遠ではない。一度聖魔法をかけると数年は持つものの、時が経てば効力はなくなり、泉の水はただの水に戻ってしまう。同時に、加護持ちの女性も年齢を重ねるうちに魔力が衰え、泉全体を聖水に変えることはむずかしくなる。

　だからこそ、こうして何度もヘンデルから若い妻をもらい続けていたのではないか。

「そんなものどうだっていい。大体、条約を結ぶ前は聖水でもなんでもなかったんだ。昔に戻るだけ。あんなものはただのプラシーボ効果であって、実際に聖水である必要などない」

　ルードヴィヒの言うことはすべて間違っているわけではない。だが聖水だからこそ、癒されて体力が回復することもあるし、そもそも水質自体が変わってくる。その僅かな違いや効果に気づくかどうかに、個人差があるのもたしかだけれど。

　しかし、ルードヴィヒはそんなこと気にも留めていない様子だ。聖水より、ヘンデルと関係を断つことのほうが最優先なのだろう。

「……ルードヴィヒ様、本気でそうお考えで？」

「ああ。お前にとっても悪くない話だろう。一年経てばヘンデルに戻れるんだぞ？」

　エルナは焦る。条約を破棄されてヘンデルに戻されるなんて事態が起きれば、条約破棄の原因がエルナにあったと思われて、間違いなく怒りの矛先が自分に向くとわかったからだ。

〝なぜうまくやらなかったのか〟と、ヘンデルの貴族たちに責め立てられるに違いない。現段階でも帰る場所がないというのに、そうなったらいよいよホームレスとなってしまう。シェーンベルグからもヘンデルからも追放されてしまったら、エルナはどうやって生きていけばいいのか。

「だから、お前とは一年後に離縁する」

　はっきりとした口調で、ルードヴィヒはエルナに告げた。エルナは、なぜ彼がここまでヘンデルとの関わりを拒むのかがわからなかった。

「ルードヴィヒ様は、ヘンデルの人間がお嫌いなのですか？」

　思いついた理由といえば、それくらいだ。

　ルードヴィヒはゆっくりと立ち上がり、今日妻となったばかりのエルナを見つめた。最初に対面したときより衣装も化粧も地味ではあるが、それでもじゅうぶんエルナの顔は整っており、誰が見ても美女といえる。

「……俺は、美しいものが嫌いだ」

　言った瞬間、窓から風が吹き込んだ。ルードヴィヒのほどかれた長い髪がサァッと揺れるのが、月明かりのおかげでよく見える。その姿はあまりに美しく、エルナは言葉も出なかった。




（結局、あのまま追い出されちゃった）

　静まり返った広い廊下を、エルナはひとりとぼとぼと歩いていた。微かな記憶を頼りに部屋に戻る道中で、エルナは先ほどのルードヴィヒが言ったことを思い出していた。――一年後、自分たちは離縁して、シェーンベルグとヘンデルの条約もなくなるという話を。

（正直家族に思い入れはない。実家に帰れなくたってかまわない。……けれどシェーンベルグとの条約がなくなれば、大陸でいちばんの小国であるヘンデルが、ヴェルデナに攻め込まれる可能性は高くなるかもしれない）

　エルナにとっての懸念はふたつ。ヘンデルには優しくしてくれたヨハンがいることと、大好きな母との思い出が、ヘンデルにしかないことだった。ほかがどうなろうとも、そのふたつは守りたいとエルナは思った。

（せめて条約を破棄するのだけは思いとどまってくれないかしら。……そうだ。一緒に過ごすことで、私がルードヴィヒ様との距離を縮められれば、考え直してくれるかも）

　簡単にそう言っても、あのルードヴィヒと距離を縮めることなど至難の業だ。エルナもその事実には気づいていたが、だからといってほかにルードヴィヒを止める方法も見つからない。それに、エルナはルードヴィヒと過ごしたたった数分の間に、彼に対して気になるところがあった。

（あの冷たさの奥にある悲しげな瞳……）

　眉ひとつ動かさず、キリリとした冷たい眼差しも変わらずに、真顔で美しいものが嫌いだと言い放ったルードヴィヒ。そんな彼は今まで見たどんなものよりも美しくエルナの目に映り、そしてその表情は、冷酷に見えて儚くもあった。

（ルードヴィヒ様も王太子に生まれながら、なにかつらいことがあったんじゃあ……？）

　彼が条約を廃止しようと思った原因は、彼の今までの人生でそう思わせる〝なにか〟があったに違いない。

　立場上、必要以上にルードヴィヒと関わる気はなかったが、エルナはルードヴィヒのことを知りたいと思った。

　愛のない政略結婚だということはわかっている。愛されたいなど、そんな期待は微塵も抱いていないし望んではいない。

　ただ、なぜあんなにも美しい彼が、美しいものをあれほどまでに嫌うのか。その背景になにがあったのか。なにを考えているかわからないルードヴィヒの気持ちを少しでも知ることができたら、それはいずれ、自分やヘンデルのためになる可能性も――。

（でも、いくら夫といえど私から話しかけていい相手でもないし……私がルードヴィヒ様のことをわかりたいだなんて、厚かましい願望よね）

　ルードヴィヒの部屋を出て三十分後、道に迷いながらもエルナはやっと自室へ戻ることができた。そしていろんなことを考える前に眠気が襲い、そのままベッドに沈んでいった。










離縁前提の花嫁生活




「エルナ様。そろそろご起床いただいてもよろしいでしょうか」

　布団もかぶらず、ベッドの上で丸まった姿で寝ていたエルナは、侍女に声をかけられて目を覚ました。まだ意識はまどろんでいる。

「おはようございますエルナ様。紅茶をご用意しておりますので、よろしければどうぞ」

「……おはようございます。いただきます」

　寝起きでぼんやりしつつも、エルナは侍女が淹いれてくれた紅茶に手を伸ばした。茶葉の香りと口に広がるほんのりとした甘さと温かさに、エルナはほっと一息つく。次第に眠気も覚めていった。

「朝の準備が終わり次第、フランツ様がお話があるとのことです」

　侍女はエルナの髪を梳かし、身支度を整えながら言う。

　フランツは昨日『これからの生活についての説明は、また明日以降にさせていただきます』と言っていた。話があるとすればこのことだろう。

　朝食も終えたところで、エルナは侍女に連れられてフランツのいる応接室へ向かった。足音を聞いてエルナが来たことを察したのか、ノックをする前にフランツが扉を開けて、エルナを迎え入れてくれた。

　空いている椅子に座るよう言われ、エルナは黙って腰掛ける。フランツはふたりぶんのお茶を両手に持って、エルナと向かい合うように座った。

「昨夜はいかがでしたか？」

　お茶をエルナに手渡して、フランツはにこりと笑ってそう言った。

（昨夜って――ルードヴィヒ様との初夜のことよね？）

　会って早々初夜のことを聞くなんて、見た目によらずデリカシーに欠けている。思わず、エルナの顔が引きつった。

（指一本触れられなかったなんて言えば、ルードヴィヒ様に気に入られていないことを自己申告するのと同じだわ。でも、嘘をついてバレない自信もないし……）

　条約破棄されることを避けたいと思っているエルナは、昨夜の出来事を正直に言うべきか否か心の中で葛藤した結果――。

「……特になにもありませんでしたが」

　きちんと事実を伝えることにした。葛藤していることすら、フランツの鋭い瞳に見抜かれているように思ったからである。

「でしょうね」

　フランツはなにもなかったであろうことを察していた様子だ。予想通りと言わんばかりに大きく頷いて、フランツは熱めのお茶を一気に飲み干してカップを置いた。あっさりとした態度に、エルナも拍子抜けする。

「まったくあのお方は……建前上だけでも、やることはやれと言っているのに。跡継ぎをつくるのも仕事なんですから……」

　そして、ルードヴィヒに対する不満をブツブツとぼやき始める。

「フランツさんは、ルードヴィヒ様とはいつからの仲なのですか？」

「ほぼ生まれたときからです。私は人生のほとんどをルードヴィヒ様にお仕えしてきたので、ルードヴィヒ様のことはなんでも知っているつもりです」

『だけどまさか、本当に初夜になにもしないなんて』と、フランツは頭を抱えていた。

「私に魅力がなかっただけです。すみません」

　エルナが謝ると、すかさずフランツが口を挟んだ。

「そんなことありません。あなたは魅力的な女性です。しかし……そうですね。綺麗すぎるのかもしれません」

「え？」

「ルードヴィヒ様は、美しいものが苦手ですから」

　昨日、ルードヴィヒに言われたのと同じことをフランツにも言われ、エルナは驚く。そして、フランツのルードヴィヒのことはなんでも知っているという言葉に、とても信憑性を感じた。

「……まぁ、無駄話は置いといて、本題に入りましょうか」

　昨夜の話は無駄話だったのか、と心の中でエルナは思う。

　フランツはポケットから折りたたまれた一枚の紙を取り出すと、エルナに見やすいようにテーブルの上に置いた。そこには、エルナとルードヴィヒ夫妻の約一週間分のスケジュールが記載されていた。

「一週間後に開かれる王太子妃お披露目会まで、ルードヴィヒ様は片付けなければならない書類があるため基本的に執務室に籠り切りになるか、外出しているかの二択になると思われます。ですので、エルナ様が次にルードヴィヒ様と顔を合わせるのは一週間後のお披露目会になるかと。こちらはこの王宮で招待客を呼んで盛大に開かれる予定です」

　一週間も会えないとは思わなかった。王太子というのは大変なのだなと、エルナは他人事のように思った。

「お披露目会の次の日、エルナ様には聖地である泉に聖なる魔法をかけていただく予定です。そちらも観覧者がたくさん集まると思いますが、恒例の儀式のためご承諾いただけますようお願いいたします」

「はい。わかりました」

　人が集まるのは当然だ。この儀式のために、ヘンデルから女性が呼ばれているのだから。きちんと聖水になったかどうか、当然国民たちは、自分の目で確認したいに決まっている。

「あの、フランツさん。それまでのこの一週間、私はなにをすればいいのでしょう？」

　差し出されたスケジュール表を見ると、びっしりと仕事で埋まっているルードヴィヒとは対照的に、自分の欄は一週間後まで真っ白なことに気づく。

（きっとシェーンベルグの歴史を学んだり、王妃教育を受けたりっていう、忙しい日々が待ち受けているんだろうな。はぁ……王太子妃の役目なのだとしても、慣れないことをするのは気が滅入るわ）

　一般的な王太子妃がやっていそうなことをイメージして、エルナは勝手に頭を痛めた。

「エルナ様は、主に王宮の雑用係をしていただきます。ついでにルードヴィヒ様の身の回りの世話もゆくゆくはやってもらいます。やることは王宮の使用人と同じと思ってください」

　だが、フランツの返事は予想外なものだった。エルナの目が点になる。

「不服ですか？　それもそうですよね。あなたは今まで、世話をしてもらうばかりの令嬢様ですからねぇ」

　そんなエルナを見て、フランツは微笑んではいるがなぜかとても棘とげのある言い方をしてきた。今までの優しくエルナを気遣うフランツは、いったいどこへ行ったのか。はたまた、これが彼の本性だったのか。だとしたら、本性を見せるタイミングがよくわからないなとエルナは思う。

「別にここでの〝王太子妃〟なんてただの肩書だけですよ。噂で聞いているでしょう？　ヘンデルから嫁いできた女性たちが、どのように扱われているか。それにエルナ様の場合、時が経てば王太子妃ですらなくなりますしね」

　決して笑顔は崩さずに、丁寧な口調で毒を吐いてくるフランツにエルナは呆ぼう然ぜんとする。やっぱり彼は、元々こういう性格の人なんだとエルナははっきり理解した。物言い的に、エルナとルードヴィヒは離縁前提なこともフランツは知っているようだ。

（たしかに、いなくなる相手に王妃教育や国のことを学ばせたって時間の無駄よね。噂は本当で、私はきっとここにいる間、散々こき使われるのでしょうね。でも――なんでだろう。私、雑用係と聞いてほっとしてる）

　エルナからしたら、今までとやることがほぼ同じだからだ。掃除をするのが屋敷から王宮に変わり、世話をする相手が妹からルードヴィヒに変わるだけ。雑用だって、ずっとやってきたから慣れっこである。

　フランツやルードヴィヒ含め、ほかの王宮の竜人たちもエルナのそんな事情を知らないだろう。肩書だけを見て、甘やかされて育った聖の魔力を持つ伯爵令嬢だと思い込んでいるのだ。

「ちなみにエルナ様の指導係は私が担当いたします。私は完璧主義なので、性格上厳しくなるかもしれませんが……泣いても甘やかしませんのでご覚悟を」

　頬杖をつきながら、今日いちばんの笑顔を見せるフランツ。昨日、少しでもフランツをいい人だと思ってしまった自分の浅はかさを恥じつつ、エルナもまたとびきりの笑顔を返す。

「ええ。ご指導よろしくお願いいたします」

　そっちがその気なら受けて立つ！と、フランツの挑発は、エルナを怯ませるどころか奮い立たせてしまったのだった。




　エルナは一度自室へ戻り、待機するようフランツに言われた。すると、テーブルの上に手紙が届いていた。

「……アーレント伯爵家から!?」

　差出人を見て、エルナは思わず声をあげた。

　そこには、エルナを心配する内容が綴られていた。思いもよらない家族の行動に、エルナは気味悪さすら感じていた。

（なんだか読んでたら気分が悪くなる……悪いけど、これはここに慣れたときにまた読もう）

　エルナは手紙を最後まで読まずに引き出しにしまった。

　邪魔者だからといってシェーンベルグへ送ったくせに、今さらどういう風の吹き回しなのか。本当に心配してくれているとしたら申し訳なく思うが、エルナにはそうは思えなかった。




　エルナがシェーンベルグへ来て四日後。

　今日も今日とて、エルナはフランツからスパルタ雑用教育を受けている――はずだった。

「エルナ様、ここ三日間あなたの指導を担当して、ひとつお聞きしたいことがあるのですが」

「はい。なんでもどうぞ。フランツさん」

「……あなた、本当に伯爵令嬢なんですか？　嘘ですよね？　本当は町娘なのに身分を偽りましたね？」

　厳しくする暇もなく、完璧に家事や雑用をこなすエルナを見てきたフランツは、ここ数日で生まれた疑念をエルナにぶつけた。

「あはは。ご冗談を。怪しく思うならいくらでも調べてくださって結構ですよ。……でもそうですね。町娘だったなら、また違った人生を歩んでいたかもしれません」

　エルナは苦笑いをして、洗濯が終わったばかりの衣服を素早く畳み始めた。そこに無駄な動きはひとつもなく、フランツは思わず惚れ惚れしてしまう。

　手際のよさにも驚くが、こんな雑用ばかりをさせられて文句ひとつ言わないことも驚きだった。

　――おかしい。現国王陛下の妻として嫁いできた女性は、裕福な家庭の平民といえど、エルナ様よりはだいぶ身分が低かったのになにもできなかった。なぜ彼女はこんなにも雑用に慣れているのか。

　フランツは当初のイメージとまるで違うエルナに対して、戸惑いを隠せなかった。

「あ、フランツさん。ネクタイが曲がっていますよ」

　首を傾げてエルナを観察していたフランツにエルナが声をかける。そしてあっという間に彼の曲がったネクタイを直してあげた。

「あ、ありがとうございます……気づきませんでした」

「いいえ。私、こうやって誰かのお世話をするのも、家事をするのもまったく苦じゃないんです。もはや趣味みたいな感じですかね。ふふ」

　エルナはフランツを見上げて、片手を口元にあてて控えめに笑った。

「……貴族に生まれながら、こんなことが趣味だなんておかしな人ですね」

「そうかもしれません。でも、ほかに趣味も得意なこともありませんので」

　自虐気味にそう言うと、エルナはまた大量の洗濯物の残りを片付け始めた。鼻歌を歌って作業をこなすエルナを見て、フランツは彼女を〝甘やかされてきた伯爵令嬢〟とは到底思えなくなった。




「ルーイ様、今よろしいですか？」

「ああフランツか。入れ」

　その日の夜、いつもと違う親しげな呼び方で、フランツはルードヴィヒの執務室を訪ねた。ルードヴィヒはここ三日ほど王宮を留守にしており、つい先ほど帰還したばかりだ。

「離宮に三日も滞在するなど珍しいですね」

「引継ぎ事項が多くてな。本来ならあと二日かかるところを、なんとか早めに切り上げて帰って来た。……あそこに長居すると息が詰まる」

　ルードヴィヒは着ていたジャケットを荒めに脱ぎ捨てる。床に落ちる前に、フランツがなんとかキャッチした。

　ルードヴィヒの父である国王陛下は、数年前から離宮に移り住み、数名の使用人と王妃だけという閉鎖的な生活を送っている。国王として長年働いて疲れ切ったのだと本人は言っているが、ルードヴィヒにはただの言い訳にしか聞こえなかった。昔から親子関係が良好とはいえなかったこともあり、父親が自分と暮らすことから逃げたとしか思えない。

　しかし、関係上顔を合わせることは多い。特に最近は、王位継承権のことでルードヴィヒは頻繁に離宮へ足を運んでいる。そのたびに、彼は不機嫌な顔をして王宮へ戻ってくるのだ。

「陛下と王妃様は、王太子妃のお披露目会には顔を出してくださると？」

「さあな。日時は伝えたがなにも言われなかった。俺の妻が誰かなんて興味ないんだろうな。まぁ、俺自身も興味がないのだから、父上からしたらどうでもよくて当たり前か」

　息子の妻に興味がないなど、普通ならありえない。しかし、このふたりだとそれがありえてしまう関係なのだ。お披露目会に両親が顔を出さないことなど前代未聞だが、今回ばかりはそうなることも頭に入れて、事前に対策を練っておこうとフランツは思った。

「私はあなたがいない三日間で、彼女にとても興味を持ちましたよ。ルーイ様が思ってるよりずっと、エルナ・アーレントはおもしろい人材です」

「……興味？　お前が？」

　意外な言葉に、ルードヴィヒは眉をひそめる。

　ルードヴィヒが知るフランツは、自身と同じくらい人に興味がなく、冷めた感情を持っていた。何事も利己的に考えて、使えないやつが大嫌い。しかもその態度を隠すことなく、笑顔で相手に毒を吐くのだからたちが悪い。そんなフランツがエルナのことを〝おもしろい〟や〝興味がある〟と言っている。これは、フランツからするとものすごい誉め言葉なのだ。

「はい。エルナ様は歴代の生贄たちの中でも、抜群に仕事ができると言っていいでしょう。素晴らしい逸材ですよ。なんせ、私が教えなくても一通りの家事や雑務をこなすんですから」

「あいつが？」

　ルードヴィヒの目が僅かに大きく開かれた。フランツはこくりと頷くと、自慢げにエルナのことを話し始めた。

「こちらが命令したことにはふたつ返事で頷いて、文句ひとつ言いやしません。まるで、昔から使用人として働いていたかのように思えます。彼女の淹れるお茶は私より絶品ですよ。ルーイ様も一度召し上がられては？　料理も裁縫も、花の世話だって楽しそうにやっています」

　フランツから与えられた情報を元に、ルードヴィヒはエルナが家事をしている姿を想像してみた。だが、どうもしっくりこない。

　肌は抜けるほど白く、手足はスプーンよりも重いものを持ったことがないのではと思うほど細く華奢で、少し力を入れて抱きしめると折れてしまいそうに見えた。

　ドレスアップした姿はまさに高貴な令嬢そのもので、そんな彼女が楽しげに家事をこなしている姿など、ルードヴィヒには思い描くことができなかった。

「だが……あいつの家柄は密に調べたのだろう？」

「はい。きちんと。怪しかったので替え玉を疑いもしましたが、彼女はれっきとしたアーレント伯爵家の長女です。でも気になるところが多すぎます」

　アーレント伯爵家についてさらに詳しく調べましょうか？というフランツの申し出に、ルードヴィヒは首を横に振った。

「どんな事情があれ、あいつは期間限定の王太子妃だ。それに、誰にだって言いたくないことはあるだろう。家庭の事情に首を突っ込む行為はしたくない」

「……そうですね。わかりました。申し訳ございません。出すぎた真似を」

　フランツはルードヴィヒの気持ちを察してか、すぐさま一歩下がって頭を下げた。そんなフランツをルードヴィヒが宥なだめる。

「気にするな。それより、俺はあと少しここで仕事がある。お前は先に休んでいろ」

「はい。お気遣いありがとうございます。失礼いたします」

　頭を下げたままフランツはそう言うと、執務室をあとにした。

「エルナ・アーレント。……見ているとイライラするほど、綺麗な瞳をしていたな」

　ひとりになった部屋で、ルードヴィヒはエルナのことを思い出しぽつりと呟く。

　美しいものが嫌いだと告げた瞬間に大きく揺れた、彼女のアクアマリンのような上品な瞳は、しっかりとルードヴィヒの記憶の中に刻まれていた。




　次の日。

「エルナ様、今からお疲れのルードヴィヒ様のところへお茶を持っていってください」

　やっとだだっ広い王宮内の構造を把握し、使われていない部屋の片付けに励んでいたエルナに、フランツが突然そう告げる。

「えぇっ!?　私が!?」

　エルナが驚きの声をあげると同時に、部屋に溜まっていた埃が舞った。フランツは右手で口を抑え、左手で埃を掃いながら無言で頷く。

「ルードヴィヒ様とは、一週間は顔を合わさないと聞いておりましたが……」

「予定は急に変わるものです。そこは臨機応変に対応できないと、王太子妃として務まりませんよ」

（フランツさんったら、都合のいいときだけ王太子妃って単語を使うんだから……）

　喉元まで迫っていた心の声をなんとか飲み込む。エルナは掃除を中断すると、ひとまず着替えて手を洗い、フランツの待つ厨房へと急いだ。

「フランツさん、ルードヴィヒ様の好みのお茶を教えていただけますか？　香りとか、味とか……苦手なものもあると思うので」

　並べられた茶葉を見比べて、エルナはフランツに問いかける。これはエルナにとって、ルードヴィヒのことを知るいい機会だった。お気に入りのお茶を淹れて、ちょっとでも自身の評価を上げることに繋がればと思ったのだ。

　別に、ルードヴィヒが好きだから好意を得たいわけではない。ただ、条約破棄を考え直してもらうためには、生贄の自分がルードヴィヒとヘンデルを繋ぐ架け橋にならなくてはならない。

「ああ。それはエルナ様のセンスにすべてお任せいたします」

「センス……？　じゃあせめて、苦手なものだけでも教えて――」

「いいえ。私からはなにもお教えすることはありません。ほら、そのほうがおもしろいじゃないですか。好みのお茶を出して喜ばれるのも、苦手なお茶を出して嫌な顔をされるのも一興です」

　けらけらと悪気なく笑うフランツを見て、エルナは「なにもおもしろくない」と呆れてため息をついた。

「フランツさんは本当に悪趣味ですね」

「失礼ですね。あなたのためを思って言ってるんですよ。たとえ茶葉選びを間違ってしまっても、それが学びに繋がるからよいではないですか」

　エルナはフランツと話しているうちに、物は言いようだなということを学んだ。

「では、三十分以内にお茶とお菓子を用意してルードヴィヒ様のいる執務室まで運んでくださいね。それが終わったら次の仕事を伝えるので、片付けついでに厨房集合にしておきましょうか」

「え。フランツさん、お茶を淹れ終わるまで一緒にいてくれないのですか？」

「私は忙しいんです。言ったでしょう。今回はあなたのセンスに〝すべて〟お任せいたしますと」

　この人、本当になんのヒントもくれる気がないんだ……とエルナは悟った。

「おっと。私も仕事をしなければ。それではエルナ様、愛する旦那様のためにおいしいお茶を淹れてくださいね」

　フランツはエルナを置いて、颯爽と厨房から去って行った。

「……愛する旦那様って。出て行くときまで嫌味を言うんだから」

　ふたりに愛などないことを、知っているくせに。

　エルナは何十種類もある茶葉を漁りながら、フランツへの不満を漏らしていた――ら。

「あ、言い忘れたことが」

「っ！」

　ひょこりとフランツが厨房の扉から顔を出す。ひとりごとを聞かれたのではと思い、エルナの心臓が一瞬止まりかけた。

「お茶を持っていく際、〝エルナ様が淹れた〟というのは黙っておいてくださいね。私に頼まれて持ってきたと、そう言ってください」

「はあ。わかりました」

「よろしくお願いいたします」

　それだけ言って、フランツは今度こそ本当に厨房から去って行った。

「さてと……どうしましょう」

　好みがわからないため、無難な茶葉を選んだほうがよいのかと思い、エルナはダージリンとアッサムの茶葉を手に取る。しかし、これじゃあフランツがわざわざエルナにお茶を淹れさせる意味があったといえるのだろうか。

「フランツさんはたぶん、私オリジナルのお茶を淹れることを期待しているのよね」

　敢あえてヒントを与えてくれなかったのも、逆に言えばヒントがエルナのオリジナルの邪魔になると思ったからかもしれない。

「……そうだ！」

　エルナはあることに閃ひらめき、持っていた二種類の茶葉を元に戻した。そして走って自室に戻ると、持ってきていた荷物から小さな紙袋を取り出す。

　中には、アーレントの屋敷でよく母が飲んでいた茶葉と、そのお茶にぴったりの焼き菓子が入っている。茶葉はヘーゼルナッツの香りづけがされたフレーバーティー。淹れると甘い香りが広がって、心が落ち着くと母が言っていた。

　お菓子は香りに合わせたチョコレート。ヘンデルの田舎の商店街で買い、気に入って何度も店に通った。手作りの皮つきオレンジジャムが混ぜ込まれており、甘さの中に酸味もある、こちらもほっとする一品だ。

　この紅茶なら、何度も屋敷で淹れたことがあるから失敗することはない。

　エルナは厨房に戻りお茶を淹れると、ティーワゴンに必要なものを乗せて執務室まで速足で向かった。メイド服でもない、上質な生地でできた美しいワンピースを着たエルナが使用人と同じことをしている姿は、最初こそほかの使用人たちは戸惑っていたものの、今ではすっかり王宮内で見慣れた光景となっていた。




「ルードヴィヒ様、いらっしゃいますでしょうか」

　執務室に到着し、エルナは扉をノックして声をかける。

　中から返事はないのでもう一度。すると。「……勝手に入ってこい」というルードヴィヒの低い声が聞こえてきた。

「失礼します」

　ティーワゴンが扉に当たらないよう気を付けながら、エルナは執務室の中へと入る。

「フランツさんに頼まれて、お茶とお菓子を持ってきました。休憩のお供にどうぞ」

「……そこに置いといてくれ。終わったら下がっていいぞ」

「かしこまりました」

　書類から目を離すことがないまま、ルードヴィヒはエルナに言った。エルナもまた、そんなルードヴィヒの態度を当たり前のように受け入れて、手際よくテーブルに紅茶とお菓子を置いた。

（ルードヴィヒ様のお気に召しますように！）

　心の中でエルナは強く念じる。

　ルードヴィヒは、あまりに流暢に作業をこなすエルナを実際に見て、前情報はあったものの驚いていた。

　お茶の入ったティーカップやポットを音を立てずにテーブルに置き、てきぱきとした動きで片付けをこなすなど普通の令嬢ならできない。ルードヴィヒの目線はいつのまにか、書類からエルナの非の打ち所がない所作へと変わっていた。

「完了いたしましたので、失礼いたします」

「あ、ああ……」

　一礼すると、エルナはワゴンを引いて執務室から出ていった。ルードヴィヒにとってはまるで一瞬で嵐が過ぎ去ったかのような衝撃だ。

　――フランツの言っていたことは本当だったんだな。

　ルードヴィヒは書類を置くと、湯気を放っているティーカップに手を伸ばした。甘い香りが鼻を掠める。疲れている体を癒してくれるような、優しい香りだ。

　ひとくち飲むと、香りと同じように優しい味が広がった。甘すぎず苦すぎず、絶妙なバランスだ。添えられた酸味のあるチョコレートは、今まで食べたことのない味だ。紅茶とお菓子だけで、いつもの何倍も満足度を得ることができた。

「ルーイ様、よろしいですか？」

　エルナが執務室を去ってから五分後くらいだろうか。ほっと一息ついているところへ、今度はフランツが執務室を訪ねてきた。

「入れ」

「失礼します――おや。さっそくお召し上がりのようで」

　お茶とお菓子を食べるルードヴィヒを見て、フランツは上機嫌だ。

「どうですか？　本日のラインナップは」

「ああ。今まででいちばんいい。この茶葉は新しく仕入れたのか？　どこのものか教えてくれ。もっとたくさん補充しておこう」

　普段、ルードヴィヒのお茶やお菓子を用意しているのはフランツだ。そのため、今日も当たり前にそうだと思っていた。エルナは運んできただけで、淹れたのはフランツだろうと。

「さあ。私もこんな甘い香りの紅茶は知りません。ヘンデルの茶葉でしょうか。このあと、エルナ様に聞いてみますね」

「……なにを言ってるんだ？」

「本日のお茶とお菓子は、エルナ様がルーイ様のためにご用意されたものですよ。満足いただけたようでなによりです。言ったでしょう？　〝彼女の淹れるお茶は私のよりおいしい〟と」

　たしかに言っていた。言っていたが、昨日の今日で、こんなに早く仕掛けてくるとはルードヴィヒも思っていなかった。

「いやぁ。今回の生贄は使える令嬢でよかったですね。これは、一年後に離縁するのはもったいないのでは？」

「うるさい。茶化しに来たなら出て行け」

「おっと。調子に乗りすぎました。すみません。仕事に戻ります」

　怒られる前に、フランツは執務室を去ることにした。正直、エルナは王宮にいるどのメイドよりも仕事ができる。竜人は体力的には人間より優れているが、細かい作業や物覚えに関しては少々劣るところがある。

　そのせいか、みるみると仕事を吸収していくエルナを見ていると、フランツのほうがエルナを手放すことが惜しくなっていた。もちろん、エルナがいることで自身の仕事量が減るからというのがいちばんの理由である。

「エルナ様、合格です！」

「はい？」

　厨房に戻るなり、フランツは待機していたエルナの両手を握って褒め称えた。

「ルードヴィヒ様は私が淹れた紅茶以外はまずいと言ってほとんど飲まないのですが、エルナ様のはおいしいと言っておられました！　これでひとつ私の仕事が減ります。これからもぜひ、妻として私の代わりにおいしい紅茶を淹れてあげてくださいね」

「……！　それはよかったですっ」

　なんだかフランツの仕事をひとつ押し付けられた気もしたが、エルナは少しでもルードヴィヒと接する時間を確保できたことをラッキーに思った。

　まだまだ彼のことを知るには時間が足らない。エルナはもっとおいしい紅茶を淹れて、ルードヴィヒを自身ではなく自分が淹れる紅茶の虜にし、離縁後もこの王宮に置いてもらえないものかと考えたりした。




　その後もエルナは伯爵家で身につけた〝雑用スキル〟を惜しみなく披露していた。披露というより、フランツに言われたことをただやっていただけに過ぎないが。

「エルナ様、こちらの汚れは落とせますでしょうか？　何度やっても頑固な油汚れで……」

「ちょっと見せて。……ああ。これならオイルで落とせるかも。オイルと歯ブラシを用意してもらえる？」

「はい！　すぐに！」

　今では、長年王宮に仕えていた侍女までもがエルナを頼る始末だ。エルナの世話係をしていた侍女も、いつのまにかエルナの後輩のようになっている。侍女が言うに、エルナは自分のことはなんでも一通りこなしてしまうと。その報告をフランツづてに聞いて、ルードヴィヒはますますエルナのことで調子を狂わされることになった。

　一切興味のない相手だったのに、この短期間で王宮での立ち位置を確立している。しかも王太子妃としてではなく、仕事のできる令嬢として。そんなこと、前代未聞であった。

　今までの傾向で言うと、嫁いできた女性は普通、ヘンデルに帰りたいと泣いているか、王太子からの愛を偽りでもいいから求めるものだ。だけど、エルナにはそのどちらも見られない。




「……やはり変わっている」

　仕事の休憩中、ルードヴィヒがぽつりと呟いた。

「さすがルーイ様、香りだけでお茶の変化に気づきましたか。今日のお茶は私が淹れたんです。エルナ様は侍女に囲まれて忙しそうだったので――」

「そうじゃない！　……エルナ・アーレント本人のことだ」

　ああ、とフランツが相槌を打った。

「ルーイ様も、いい加減興味が湧いてきましたか？　彼女、私の言った通りおもしろい人材でしょう」

「おもしろいとかそういうんじゃない。どちらかというと、〝おかしい〟だ」

　興味があると思われたくなくて、ルードヴィヒは不愛想に答えると、数日ぶりに飲み慣れた味のするフランツの紅茶に口をつけた。

「それは悪い意味で？　それとも――いい意味で、ですか？」

「どちらでもない」

　ルードヴィヒは即答する。フランツはそんなルードヴィヒを見ながら、どこか嬉しそうにしていた。基本的に、ルードヴィヒは雑談をすることがあまりない。そのため、つい口をついてしまっただけにしても、ここでエルナの話題が上がっていること自体がかなり珍しいことなのだ。

「そういえば、思ったより仕事が早く片付いていますね」

　しつこくエルナの話題を続けるかと思いきやそうではなく、フランツはルードヴィヒの机に溜まった残りの書類を見て言う。

「ああ。この調子でいけば、今日中に終えられるかもな」

「でしたら、お披露目会までの残り二日はスケジュールが空きますね」

「そうだな。面倒な会の前に、少し休憩できそうだ」

「ですね。……ほかの予定が入らなければ」

　なにやら含みのある言い方をするフランツに、ルードヴィヒは若干眉をひそめたが、それ以上追及することはなかった。緊急で入りそうな予定などないことは、ルードヴィヒ自身が知っていたからだ。

（しかし……なんだか嫌な予感がするな）

　ルードヴィヒの胸がざわざわとし始める。こちらを見るフランツの笑顔も、いつもの数倍胡う散さん臭い。あの笑みを浮かべるときは、なにかを企んでいるときだ。そして、その胸のざわざわ――即ち、嫌な予感は的中する。

　次の日、予想通り仕事を片付け、久しぶりに休暇をとれると思ったルードヴィヒのもとにフランツがやってきた。「緊急の用事ができた」などと言っている。

　ルードヴィヒは詳細もわからぬまま、とりあえずフランツに言われた通り、王宮の大広間へと向かった。すると、そこにはシンプルな濃紺のワンピースとヒールを履いたエルナが立っていた。

（なぜこいつが？　……それにしても、今日は今までと雰囲気が違うな）

　エルナといえば、いつも薄い色の衣服をまとっているイメージが強かったため、ルードヴィヒはいつもより大人っぽく見えるエルナを思わず凝視してしまった。

「えっ、ルードヴィヒ様っ……？」

　エルナもエルナで、ここにルードヴィヒが来るとは聞かされていなかったようで、ルードヴィヒの姿を見たとたんに目を見開いた。

「これはどういうことだ」

　この状況を生み出した元凶であるフランツを、ルードヴィヒが睨み付ける。彼の睨みなど慣れっこであるフランツは、悪びれることなく笑顔で口を開いた。

「お披露目会までの残り二日間、おふたりにはダンスレッスンをしていただきます！」

　お披露目会では、参加者たちが音楽家の生演奏にあわせて、ダンスを踊る場面がある。

「なぜいちいちレッスンをしなければならない。する必要などない」

　ダンスというのは普通の夜会でも頻繁に行われる当たり前のものだ。上流階級の者ならば、ダンスを踊ることは嗜たしなみであり、当然幼い頃から教育されているはず。それを今さらレッスンなど、ふざけているのかとルードヴィヒは思った。

「ダンスはパートナーとの呼吸が大事ですから。主役のおふたりの息が合っていないと、見栄え的にも問題になるでしょう。事前に合わせておいて損はないかと。音楽はこちらで用意しておりますので」

　もっともらしい言葉を並べて、フランツは微笑んだ。

（フランツは本当に気に入ってるのだな。この女のことを）

　ルードヴィヒは改めて再確認する。本来、フランツはたまに小言を言いながらもルードヴィヒに従順で、こちらが望まないことを強制的にやらせたりはしない。でも、今は完全に意に反する要求を押し付けている。しかも、ルードヴィヒがエルナと深く関わる気がないことを知った上で、こんな状況を作っている。

（……俺が昨日、この女のことを口にしたせいだ。あれのせいで、フランツがおもしろがり始めたに違いない）

　ルードヴィヒ自身、自分が滅多に他人の名前を口にしない自覚があった。口にしてしまったことで、内心興味を持っているのだとフランツに思われたのだと、ルードヴィヒは今になって自分の失言を悔やむ。

「はあ。わかった。だが、合わせるのは一度だけでいいだろう。二日もかける必要がない」

　断ったところで、フランツはまたなにか理由をつけてダンスレッスンをやらせてくるに違いない。そう思ったルードヴィヒは、ここはおとなしく一度従って、さっさと終わらせてしまおうと考えた。

「さっさとやるぞ」

　最初にルードヴィヒの名前を呼んでから黙ったままのエルナに冷たく声をかけると、エルナはばつの悪そうな顔をして俯いた。

「……え、えっと、その」

　なにか言いたげなのにはっきりしない。その様子を見て、ルードヴィヒの苛立ちが増していく。お茶を運びにきたときは、エルナはもっと堂々としていた。

「なんだ。早く構えろ」

「ルードヴィヒ様。エルナ様も緊張されてるんですよ。ダンスなのですから、優しくエスコートしてさしあげないと」

「そこまで言うならお前が相手をしてやればいいだろう」

　そう言うと、フランツは押し黙る。

「手を貸せ」

「は、はい……」

　しかし、このままエルナが突っ立ったままではレッスンが始まらないのも事実だ。ルードヴィヒは少々手荒にエルナの手を取ると、音楽が鳴るのを待った。そのとき、エルナの身体がふるふると震えていることに気づいたが、特になにも言わなかった。自分を怖がっているのか、緊張しているのか、はたまたそのどちらもか。その程度に思っていた。

　すると、王宮に仕える音楽教師が姿を現し、フランツの合図を受けてピアノを奏で始めた。ダンスを踊るときによく聴く定番の楽曲だ。ルードヴィヒは音楽に合わせ、軽やかにステップの第一歩を踏んだ――そのとき。

「っ！」

　思い切り、どんっと向かい側にいたエルナと身体をぶつける。

「きゃっ！　す、すみませ――」

　ついでに、慌てふためいたエルナにヒールで足を踏みつけられ、ルードヴィヒは言葉も出なかった。厚めの革靴を履いていなければ、冷静に立っていられなかったかもしれない。

「もも、申し訳ございません！　ルードヴィヒ様……！」

　自分の犯した失態に、エルナは顔面蒼白になる。床に頭がついてしまうのではないかというくらい、頭を下げて何度もルードヴィヒに謝罪した。

「……おい。これはいったいなんの真似だ。俺への嫌がらせか？」

　謝罪などどうでもいい。こうなった理由を、ルードヴィヒはエルナに問う。それはそれは、怒りのこもった低い声で。

「そんな！　嫌がらせなんて滅相もございません！」

「じゃあなんなんだ。緊張で足が動かなかったとでもいうのか？」

「……それが……」

　エルナは意を決したように、ルードヴィヒに告白する。

「私、ダンスがほとんどできないのです」

　申し訳なさそうに眉と目尻を下げるエルナの言葉を、ルードヴィヒは理解するのに時間がかかった。

「……お前は伯爵令嬢だろう。ダンスなど、幼い頃から馴染みがあったはずだ」

「お恥ずかしながら、本当に小さい頃しかやったことがないのです。私はあまり、社交界に顔を出していなかったので」

　エルナは実の母が死んでからというものの、屋敷で使用人同然の扱いを受けてきた。よって、華やかな社交界に連れていかれることはほとんどなかった。周りに恥じることのない最低限の勉強や裁縫などはさせられたものの、ダンスや乗馬などの類は、教えられることがなかったのだ。

　しかし、ルードヴィヒはエルナの家庭の事情など知るよしもない。

（あんなに家事をこなし、お茶もおいしく淹れられるのに……貴族の嗜みと言われるものはできないだと？）

　ダンスができないと言われ、ルードヴィヒの頭の中でエルナに対する謎が広がっていく。

「なるほど。侍女と話していたことは本当だったのですね」

「えっ！　フランツさん、聞いてたんですか？」

　エルナが恥ずかしそうに顔を赤くして、フランツのほうを振り返った。

「はい。お披露目会でダンスがあると侍女から聞いて〝得意でないからどうにかしてなくしてもらえないかしら〟とため息をつくあなたの後ろ姿を、柱の陰から見守っておりました」

　フランツは、本当にエルナがダンスが苦手なのかどうかを確認したかったようだ。ルードヴィヒとエルナの組み合わせをおもしろがっていることも、事実と思うけれど。

「聞いていたなら、そのとき助けてくれたらいいのに……」

　エルナの心の声が、思わず漏れてしまった。

「本番で恥をかくより、今日この機会を設けられてラッキーじゃないですか。それとも、私に頼んでダンスをなくしてもらおうとでも思っていたのですか？」

　フランツの目が怪しくキラリと光り、エルナはぎくりとした顔を浮かべた。どうやら図星だったようだ。

「いいじゃないか。ダンスなんてなくたって。踊りたいやつだけ勝手に踊らせておけ。こいつがダンスができないのなら、俺たちが無理して踊る必要はない」

「そうは言いましても、一応おふたりのお披露目会なので。……あ！　じゃあルードヴィヒ様がエルナ様にダンスを教えてあげてください！　そうしたらやっていくうちにおふたりの呼吸も揃って、一石二鳥です！」

「ふざけるな。フランツ、お遊びがすぎるぞ。俺にそんな時間は――」

　ない、ときっぱり言おうとしたところで、控えめに右腕をつんつんと突かれた。見ると、エルナが不安げな顔をしてこちらを見つめているではないか。

「ルードヴィヒ様、失礼を承知でお願いいたします。私にダンスを教えてください。仮にも王太子妃としてお披露目会に参加する以上、私のせいでルードヴィヒ様に恥をかかせるわけにはいきません」

　どうかお願いしますと再度頭を下げるエルナを見て、ルードヴィヒは困惑した表情を浮かべる。「そんなこと知るか」と突っぱねてしまいたいが、なぜかその言葉が喉元に詰まって出てこない。

「ヘンデルのおいしいお茶とお菓子を提供してくれたお礼として、少しくらい付き合ってあげてもよいのでは？」

　フランツにもそう言われて、エルナには涙目で懇願され、ルードヴィヒはついに観念したように片手で額を押さえると大きなため息をついた。

「……覚えが悪かったらすぐにやめるからな。それと、明日はさすがに休ませてもらう。教えるのは今日だけだ」

「ルードヴィヒ様！　ありがとうございます！」

　ここへきて、やっとエルナが明るい表情を見せた。こうして、ルードヴィヒによるダンスレッスンが開始された。




「まず基本的なステップだ。俺が誘導するから、合わせて足を動かせ」

「はい！」

　エルナはきりりとした顔をして、はきはきと返事をする。

（……フランツのやつ、俺が承諾したとたんに仕事に戻るとは。貴重な休暇を奪った罰として、お披露目会の仕事を倍にしてやる）

　ルードヴィヒがダンスレッスンを承諾するや否や、忽然と姿を消したフランツに対して、ルードヴィヒはふつふつと怒りが込み上げた。

「あの、ルードヴィヒ様、次はどのようにすれば……？」

　よけいなことを考えていると、いつのまにか動きが止まっていた。ルードヴィヒははっとして、今度はエルナにターンを教える。綺麗にくるりと回り終えると、エルナは嬉しそうにぱあっと花が咲いたような笑顔を浮かべた。

「踊っていると、幼い頃にやった記憶を思い出してきました！　なんだか楽しくなって――」

　言いかけて、エルナはルードヴィヒの真顔を見て口をつぐむ。無理矢理レッスンをさせられているルードヴィヒに、楽しいなんて言ってはならないと判断したのだろう。

「……なぜ社交界に顔を出さなかったんだ？」

「え？」

「……いや。なんでもない」

　自分から聞いておいて、ルードヴィヒはすぐに質問を撤回した。気になっているのは事実だが、答えを聞いたところでどうにかなるわけでもない。

（こいつといると、どこか調子が狂う。早く教えて終わらせよう）

　ルードヴィヒは心の奥底でエルナに興味を抱きながらも、その感情に気づかないふりをした。エルナがどんなに変わった令嬢であれど、離縁するのは確定事項だ。深入りしたとて意味がない。

　元々、ルードヴィヒは誰かと深く関わることを避けて生きてきた。今回も例外ではない。それに、この興味も最初の印象と違ったという物珍しさからきているもので、時が経てば薄れていくこともわかっていた。

　あれだけ仕事のできるエルナのことだ。きっと物覚えもいい。ダンスだって、すぐに習得するに決まっている――ルードヴィヒはそう考えたが、現実は厳しいものだった。

「……なぜ同じところで毎回転ぶんだ」

　誰にだって、苦手なもののひとつくらいある。エルナにとって、〝ダンス〟はそのひとつだった。

「ご、ごめんなさい」

　そういえば、昔も同じことを注意されたとエルナが悲しそうに呟いた。幼い頃からダンスのセンスがなかったことを、ルードヴィヒは悟った。

　その後、何度試しても、エルナのダンスは上達しなかった。綺麗にできるのはターンだけで、ステップが壊滅的だ。ルードヴィヒは着々と進んでいく時計の針を見て頭を抱える。

　もう諦めてやめたほうがいい。

　そう思ったルードヴィヒがエルナのほうを向くと、

「もう一度だけやらせてください」

　と、必死な顔をして食い下がってくる。ルードヴィヒは心の中で、これがラストチャンスだと決めて、何度目かわからないエルナの細い手を取った。

　エルナが転ぶのは、いつもターンが終わったあとのステップだ。バランス感覚が悪いのか、ターン後に足元がふらついているから、うまくついてこられずに転んでしまう。そのことに気づいたルードヴィヒは、もっとしっかりエルナの身体を支えればうまくいくのではないかと考えた。

　問題のステップに辿り着いたところで、ルードヴィヒはエルナの背中を支える手にいつもより力を込め、ぐっと自分のほうへ引き寄せる。

「えっ……」

　突然の行為にエルナは驚き、ルードヴィヒの顔を見上げた。

　視線を感じたルードヴィヒもまたエルナのほうを見返すと、ふたりは初めて、至近距離で顔を見合わせることになった。思えば今日のレッスン中、ふたりは互いの視線をあまり合わせようとしていなかった。

　エルナの青い瞳は、王宮の壁の青にも似ていて、そして、シェーンベルグのシンボルである泉が連想されるほど、汚れのない透き通った瞳をしていた。

（近くで見ると、これほどまでに……）

　美しいのか、とルードヴィヒは思う。そして、自然と顔が引きつるのがわかる。

　自分の濁った瞳が、エルナのまっすぐな眼差しを受けることを拒否しているように感じた。

　ルードヴィヒはエルナから目を逸らし、同時に支えていた手の力を抜くと、足の動きを止めた。

「……ルードヴィヒ様？」

「帰る」

「え？　でも、ダンスがまだ――」

「お披露目会でのダンスは中止だ。理由はお前が下手すぎるせいで俺が恥をかくからだとフランツに伝えておく」

　そう言うと、ルードヴィヒはエルナから離れ、スタスタと歩いていく。肩を落として落ち込むエルナの姿を見ることなく、そのまま大広間をあとにした。ルードヴィヒの脳裏には、エルナの瞳が焼き付いたままだった。




　一方エルナはそんなルードヴィヒの心境を知ることなく、ひとりしょんぼりとした顔を浮かべている。

（どうしよう。私があまりに物覚えが悪いから、ルードヴィヒ様を怒らせてしまった）

　せっかくの休暇の時間を削ってまで、自分にダンスを教えてくれていたのに。

（ルードヴィヒ様の言う通り、今の状態で私が一緒にダンスを踊ると恥をかかせるだけ……だけど）

　このまま終わっていいのかと、もうひとりの自分が心の内から訴えかけているような気がした。それに、同じところで転んでしまうことが、エルナにとって悔しくもあった。

　エルナは小さく丸まった背筋を伸ばすと、ひとりでダンスの居残り練習を始めることにした。

（こんなことしても意味がないのはわかってるけど、ルードヴィヒ様が教えてくれた時間を無駄にはしたくない）

　何度も失敗したターンからのステップを徹底的にやりながら、エルナはそう思った。そして、そんなエルナの姿をこっそり見ているひとりの男の姿に、エルナは最後まで気づくことはなかった。

　ダンス以外でも、この一週間、エルナはひたすら王宮に慣れるために頑張った。目まぐるしい日々ではあったが、忙しいおかげでよけいなことを考える暇もなかった。気がかりといえばやはり――ダンスレッスンでルードヴィヒを怒らせてしまったのではないか、ということ。




　そんな中迎えた、王太子妃お披露目会。

　夕方になると、王宮の大広間はたくさんの来賓で溢れかえっていた。

　エルナは今日のためにシェーンベルグ側が用意した高級ドレスとアクセサリーを身にまとい、長い髪の毛をアップに結い上げる。最後に銀色のティアラを頭に載せられて、その姿は妃というよりお姫様にも見えた。

「今日はひと際美しいですね。エルナ様」

　準備の進行具合を見に来たフランツが、エルナを見て声をかける。

「……あまり嬉しくない誉め言葉ですけど」

　美しいと聞いて気分が下がるなど、エルナとしても初めての感覚だ。

「私は美しいものが大好物ですよ。そもそも竜人は、ほかの種族より美しさに惹かれてしまう性質を持っているんですから」

「そうなんですか？」

「はい。どの種族よりも面食いだと言われています。ルードヴィヒ様が特殊なだけです」

（……本当かしら）

　フランツの言葉を、エルナは半信半疑で聞いておくことにした。




　準備を終えたエルナは、大広間へ続く大きな階段上で、ルードヴィヒを待っていた。

　背後からカツカツと靴が鳴る音が聞こえ、エルナは振り向く。すると、準備を終えたルードヴィヒが姿を現した。

　青と銀を基調にした軍服風の衣装は、エルナの髪色に合わせて用意された薄紫色のドレスと相性ばっちりだ。今は照明を落としているため辺りは薄暗いが、それでも今日のルードヴィヒはいつもの数段かっこいいということは、ひと目見ただけでわかる。

「あの、ルードヴィヒ様、本日はよろしくお願いいたします」

　どもり気味に、エルナはルードヴィヒに挨拶をした。

　来賓の前でどう振る舞えばいいかは事前にフランツに聞いていたが、仮にも自分が主役のパーティーなど初めてのことだ。ルードヴィヒの隣に並ぶことで、エルナの緊張はピークに達していた。

「……お前は俺の横で適当に笑っているだけでいい」

「は、はい。わかりました」

　フランツに教わったのと同じことを、再度ルードヴィヒにも言われた。

【皆様お待たせしました！　このたびルードヴィヒ・シェーンベルグ殿下の妃となった、エルナ・アーレント様のご入場です！】

「時間だ。行くぞ」

　フランツのアナウンスと同時に、薄暗い空間が光魔法によって照らされる。ルードヴィヒはふんっと鼻を鳴らして、エルナの手を取ると階段を慣れた足取りで歩き始めた。ルードヴィヒのエスコートを受けて、エルナは苦手な高いヒールで一歩ずつ足を進める。

　大広間に集まった来賓たちの歓声と拍手に包まれながら、エルナはなんとか笑顔で階段をすべて下り切った。

「我が妃エルナ・アーレント披露の儀に参列してくれたこと、心より感謝する。みんなこのあとは存分に楽しんでくれ」

　フランツが用意した定型文をルードヴィヒが言い終えると、エルナはルードヴィヒと一緒に一礼する。エルナのお披露目会だが、エルナがなにかを話す場面は用意されていない。これはあくまでも、〝今回も加護持ちの令嬢をヘンデルからもらった〟という事実を国民に知らせるための会なのだ。その流れで明日、エルナは泉に聖魔法をかける儀式を行うことになっている。

「いいか。今から挨拶回りをする。お前はいっさい口を開く必要は――」

　ルードヴィヒが小声でエルナにそう言ったとたん、フロア内の演奏が変わった。どこか聞き覚えのある曲に、エルナは耳を傾ける。

（……これって、ダンスレッスンのときに演奏されていた曲じゃあ？）

　覚えがあって当然のその曲は、つい二日前、散々ルードヴィヒと共に聞いた定番のダンス曲だった。

「まあ！　さっそくダンスタイムなのね！」

「王太子様が踊るところが見られるなんて、楽しみだわ」

「チャンスがあれば、私もルードヴィヒ様と踊れるかしら？」

　参加者たちは、音楽を聴いて完全にダンスが始まると思っているようで、ルードヴィヒに期待の眼差しを向けた。中には、既に男女で手を取り合って踊り始めている者もいる。

（中止にするって言っていたのに、どういうこと？）

　まさかの事態に、エルナの頭はパニックになる。

「……ダンスは中止にしろと言ったはずなのに、どうなっているんだ」

「え？　ルードヴィヒ様もなにも聞いていないのですか？」

　顔をしかめて言うルードヴィヒを見てエルナは驚いた。同時に、ある人物の顔が頭に思い浮かんできた。ルードヴィヒに内緒でこんな演出ができるといったら、ひとりしかいない。

「これって、もしかして――」

「……やったな。フランツ」

　エルナが言う前に、ルードヴィヒがその名を口にする。そう、ふたりはまた、知らぬ間にフランツの企みに嵌められていたのだ。

　当の本人はというと、どこかに隠れているのか姿が見当たらない。

「ど、どうしましょう。ルードヴィヒ様」

「どうするもなにも、元々ダンスは予定にあったものだ。突然止めるのもおかしいだろう。……踊るしかないな」

　周囲からの目もあり、踊らないのも不自然なこの状況で、ルードヴィヒはそう判断した。

「……期待はしていないが、できるだけうまくやれ。いいな」

「は、はい」

　エルナとルードヴィヒは手を取り合うと、しぶしぶ踊り始める。

　シェーンベルグ歴代いちばんの美男子と言われるルードヴィヒと、美女の多いヘンデルの中でも、とびきり整った顔立ちをしているエルナ。

　隣にいるだけで絵になるふたりのダンスに、会場中が注目する。

（そんなに見ないで！　緊張しちゃうわ！）

　今はダンスだけに集中したいのに、注目を浴びることでそわそわしてしまう。そうこうしているうちに、問題のターン＆ステップをする場面が近づいていた。心なしか、ルードヴィヒの身体も強張っている気がする。

（大丈夫。あのあと、ひとりで一生懸命練習したもの。ルードヴィヒ様に恥をかかせないためにも、絶対成功させてみせる……）

　そしてついにやってきたその場面。くるりと回ったあと、やはり足元はふらついてエルナは転びそうになった。しかし、ルードヴィヒが力強く支えてくれたおかげと練習の成果もあって、ぐっとこらえることができたのだ。

（できた！）

　綺麗にステップを踏むことはできず、少々不格好にはなったものの、転ばずにことなきを得ることに成功した。

「……！　お前」

　思わず、ルードヴィヒが目を見開く。ずっと失敗していたのに、本番だけ成功――とはいえないものの、なんとかうまくいったことにびっくりしているらしい。

「さあ、最後まで乗り切りましょう」

　エルナはそんなルードヴィヒに笑顔を返すと、精一杯残りの時間を踊りきった。演奏が終わると、会場は大きな拍手に包まれていた。こんな拍手を送られたことは人生で初めてで、エルナはルードヴィヒがいてこその拍手だとわかっていても、なんだか嬉しい気持ちになる。

「……はあ。諦めないでよかった」

　胸を撫で下ろし、小さな声でエルナは呟く。その様子を、ルードヴィヒはじっと見つめていた。

「あの、ルードヴィヒ様、ありがとうございました！　成功できたのは、ルードヴィヒ様のダンスレッスンのおかげです」

　瞳を輝かせて、エルナはルードヴィヒに心からのお礼を告げる。

「……期待はしていなかったんだがな。正直に言おう。……期待以上だ。よくやったな」

　無事に踊り切れた達成感もあってか、ルードヴィヒも気分が少し高揚していたのかもしれない。ここへきて初めて、エルナに褒め言葉を送った。

「あ、ありがとうございます」

　エルナは驚きと嬉しさと恥ずかしさとで、顔全体が熱くなる。あのルードヴィヒが褒めてくれるなんて、思ってもみなかった。

「素晴らしいダンスでした！　お疲れ様です！」

　すると、大袈裟な拍手をしながら、フランツがふたりのもとにやっと姿を現した。

「フランツ――お前、一度でなく二度も勝手な真似を」

　恐ろしい形相で詰め寄るルードヴィヒを、フランツがまぁまぁと制止する。

「最初は指示通り、きちんと中止にする予定だったんです。私も直前まで迷った結果、ダンスタイムを設けることにしたんですよ」

「迷った？　なにを迷うことがある」

　ルードヴィヒに尋ねられ、フランツはちらりとエルナに目をやると、にっこりと笑って口を開く。

「ルードヴィヒ様がいなくなったあとも、ひとり健気に自主練習をするエルナ様の姿を見たら、その努力を無駄にするのはいかがなものかと思いましてね」

「えっ！　フランツさん、あの場にいたんですか!?」

「ええ。何度もターン＆ステップをするあなたをずっと見守っておりましたよ」

　声もかけずに、なんて悪趣味なのかと思ったが、エルナはフランツがそういう人だというのをこの短期間ですっかり理解してしまっていた。

「自主練習……だから、転ばなかったのか」

　フランツの言葉を聞いて、ルードヴィヒは納得したように呟く。

「俺はダンスを中止すると言ったのに、なぜ練習なんかしようと思った。無駄な努力だろう」

「それは――純粋に、あれだけ教えてもらったのにできなかったことが悔しかったのと……ルードヴィヒ様との時間を、なんの成果も出さずに無駄にしたくなかったんです」

　ありのままを伝えると、ルードヴィヒはどこか驚いた顔をしていた。自分との時間を無駄にしたくないなんて返事が来るとは、思っていなかったのだろう。

「……じゃあ、結果的にダンスタイムはあってよかったみたいだな」

「え？」

「お前の無駄な努力も、俺がお前に割いた無駄だと思っていた時間も――全部、意味のあるものになっただろう」

「……ルードヴィヒ様」

　いつも冷たいルードヴィヒの表情が、ほんの僅かに和らいでいるように思える。

（ちょっとだけだけど、ルードヴィヒ様と距離を縮めることができた……？）

　エルナは嬉しくなって、ルードヴィヒを自然と上目遣いで見つめて微笑んだ。

　すると、ルードヴィヒはなにかを思い出したかのようにはっとした表情をする。

「ルードヴィヒ様、どうかなされましたか？」

　黙っていたフランツが、ルードヴィヒの様子に気づき声をかける。

「なんでもない。……離縁する相手と、これ以上ゆっくりしている暇はないと思っただけだ。さっさと挨拶回りに行くぞ」




　フランツをその場に残し、態度の急変したルードヴィヒに連れられるがまま、エルナは国の上流階級であろう竜人たちに挨拶回りをした。何人からも連続でなめるような視線を向けられて、正直あまりいい気分はしなかったが、これが自らの立場なのだと受け入れて、エルナは上辺だけの笑顔を浮かべ続けた。

　なにを言われようが、ただ黙って笑っていればいい。誰の反感も買わないように――これは、アーレントの屋敷にいるときにエルナが学んだ、自分を守るひとつの術だった。

「一通り終わったな。……おい、あとはパーティーが終わるまで好きにしていいぞ」

　そうしているうちに挨拶回りは終わり、エルナはルードヴィヒから残りは自由時間だと告げられる。

「俺はまだいくつか用事が残っている。ここからは別行動だ。わからないことがあったらフランツや侍女たちに聞け」

　そう言って、ルードヴィヒは大広間にエルナを置いてどこかへ行ってしまった。表情も声色もすっかり冷たいものに戻っており、エルナはどこか寂しさを覚える。距離が近づいたと思ったのは、所詮自惚れだったのだろうか。

（それに……好きにしていいって言われても）

　本当に好き放題していいはずがないことはわかっている。そんなことより、純粋になにをしたらいいかわからない。

　エルナは気づく。誰かにあれをやれこれをやれと命令されるほうが、自分にとって動きやすくラクなのだということに。

（こんなんじゃ奴隷に耐えられても、その後自由にされたら途方に暮れそうね……）

　普通、人は自由を好み求めるものだ。だが、特にやりたいことも夢もないエルナにとって、自由は必要ないものだった。

　周囲をきょろきょろと見回してみる。フランツも、普段よく喋る侍女たちも接待で忙しそうだ。大広間でぽつんと取り残されているエルナに進んで話しかける竜人はひとりもおらず、エルナはしばし時間を持て余すことになった。

（このまま突っ立っていても仕方ないわ。せっかくだし楽しまないと）

　エルナはやっと動きだし、まずは大広間に並ぶたくさんの料理を楽しむことにした。そしてまっさらな皿を手に取ったそのとき――どこからか視線を感じて顔を上げる。すると、赤髪の令嬢とばっちり目が合った。彼女はエルナと目が合っても逸らすことなく、じぃっと現在進行形で熱い視線を送り続けている。

（……誰かしら？　とりあえず、気づかなかったことにしよう）

　用があるなら話しかけてくるはずだ。それに、もしかしたら私じゃない誰かを見ているのかもしれないし。

　エルナはそう思い、何事もなかったかのように皿に気になる料理を載せていく。食べきれそうな量だけ取り終えると、大広間の隅っこで竜人たちのダンスや談話をつまみにそれらを平らげた。

　次はデザートでも食べようかと思い移動すると、やはり視線を感じて立ち止まる。いや、実は食事をしているときもずっと、その視線はエルナにまとわりついて離れなかった。

（またあのご令嬢がこっちを見てる……）

　赤髪の令嬢は、先ほどより距離を詰めてエルナを変わらずじぃっと見つめていた。

「ひとりでなにをしているのですか。エルナ様」

「フランツさん！」

　そこへ、接待がひと段落ついたフランツがやって来た。フランツは白ワインが注がれたグラスを両手に持ち、ひとつをエルナに渡す。エルナと乾杯するために、ふたりぶんもらってきたのだろう。

「ありがとうございます」

「いえ。こんな日は飲まなきゃやってられませんから」

　フランツはぐびっと白ワインを一気飲みする。グラスはあっという間に空になった。

「あの、フランツさんに聞きたいことがあるんですが」

「私に？　そのワインをいただけるなら答えてさしあげましょう」

　じゃあ最初から渡さなければよいものを。エルナは一度も口をつけていないグラスをフランツに渡した。気持ちいいスピードで、フランツは二杯目を飲み干した。

「で、聞きたいことというのは？　ルーイ様の居場所なら私も知らないので却下ですよ」

（ルーイ？　ああ、ルードヴィヒ様のことね。フランツさん、普段はそう呼んでるんだ）

　普段はエルナの前で〝ルードヴィヒ様〟と呼ぶフランツが愛称で呼んでいる。お酒が回ってきて、少々気が緩んでいるのかもしれない。

「違います。あの……あちらにいる赤髪のご令嬢のことなんですが」

　エルナはフランツの耳に顔を寄せて、小声でまとわりつく視線の主について尋ねた。

「ああ。彼女はリーチェル侯爵家のレーネ嬢です。年齢はエルナ様よりふたつ下の十八歳」

　フランツは彼女のことを知っているようだ。侯爵家というと身分も高い。

「レーネ嬢がどうかしましたか？」

「いや、さっきからずっと視線を感じていまして……」

「……なるほど」

　レーネがエルナに視線を送り続ける理由に、フランツはなにか思い当たる節があるようだ。

「彼女はルーイ様の熱狂的なファンですからね。親衛隊を作って、そのリーダーを務めていたほどですから」

「し、親衛隊？」

「はい。要するに、レーネ嬢は昔からずっとルーイ様に熱を上げていたんですよ。しかし、ついにこのときがきてしまった……どんな人が妻になったのか、気になって仕方ないのでしょう」

　レーネは初めてルードヴィヒを見たときから、ずっと彼に憧れ、恋い焦がれていた。だが、しきたりがある以上、いつかヘンデルの令嬢を妻にもらうことはわかっていた。

「彼女は積極的にルーイ様の側室の座を狙ってくると思いますので、遠目から宣戦布告でもしにきたってところですかね」

「そんな、私、絡まれたらどうしたら？」

「大丈夫ですよ。今日騒ぎを起こすほどレーネ嬢も馬鹿じゃありませんから。視線がわずらわしいくらいは、なんとか耐えてください」

　そう言って、フランツは追加のお酒を取りに行くために、エルナの前から去っていった。

（側室か……ルードヴィヒ様もつくるに決まっているわよね。私との結婚は、ただの政略結婚なんだから）

　エルナは側室というものに、あまりいいイメージを持っていなかった。それは、幼い頃父親が正妻である母を捨て、側室に入れ込んだことが原因だ。

　昔のことを思い出して、エルナは暗い気持ちになった。自然とため息が漏れてしまう。そんな様子も、すべてレーネに見られている。

（あの子、ルードヴィヒ様のことが好きなら、私のことがきっと嫌いなはず――！）

　ちらりとレーネのほうに視線をやると、今まででいちばん近い距離までレーネが接近していた。エルナは驚いて息をのんだが、目が合ってしまったので、今度は逸らさずに笑いかけてみる。

「……っ！」

　すると、レーネは顔を真っ赤にしてエルナの前から逃げていった。エルナはレーネの気に障るようなことをしたと思い、ひとりハラハラとする。

（はぁ。あの子以外にもじろじろと私を見てくる人が多いし、なんだか疲れたわ。外の風でも浴びてこよう）

　ルードヴィヒの妻、そして加護持ちの令嬢ということで、エルナは奇異の目に晒さらされていた。そんな視線に疲れたエルナは大広間を出て、近くにあるテラスへと向かう。

　テラスには誰もおらず、エルナは椅子に腰かけると思い切り伸びをした。高いヒールでずっと立ちっぱなしでいるのも大変だ。エルナはしばらく、ここでゆっくりしようと決めた。

「あら？　エルナ王太子妃じゃありませんかぁ」

　やっと一息つけたところで、エルナのところへ三人の令嬢がやって来た。みんな派手に着飾っており、身に着けているドレスや装飾品を見るだけで、身分の高い令嬢だということがわかる。

「あ……皆様、本日はお披露目会に来ていただき、ありがとうございます」

　せっかく休めると思ったのにタイミングが悪い。

　エルナはドレスの裾をつまむと、ふわりと広げて令嬢たちに挨拶をする。

「ふーん。今回はずいぶんとまた、綺麗な奴隷妻をヘンデルから連れてきたのねぇ」

「容姿だけはルードヴィヒ様と釣り合うかもしれないけど……明日の儀式が終われば、あなたなんてただの奴隷よ」

「せいぜい、今日だけでも王太子妃気分を味わってちょうだい」

　ひとりずつエルナに罵声を浴びせると、最後は三人揃って高笑いをテラスに響かせた。大広間ではほかの人の目があるため、彼女たちもおとなしくしていたのだろう。

　エルナはなにも言い返すことができなかった。ここへ来たときから、自分がシェーンベルグでどう扱われるかはわかっていた。しかし、実際今日までの一週間、思ったより酷い人は周りにいなかった。

　使用人の仕事はうまくこなせていたし、指導係のフランツも、毒舌ではあるが仕事ができるエルナにはそこそこ優しかった。――ルードヴィヒの噂に聞いた恐ろしさも、今のところまだそんなに感じていない。

　ここへ来て初めて悪意しかない言葉を浴びせられ、エルナは目が覚める。本当はこれが普通なのだと。これからずっと、こういった罵声を浴びせられ続けるのだと。竜人たちにとって、エルナは生贄なのだから。

（私って、どこへ行ってもこうなる運命なのか）

　心ない言葉には慣れている。エルナはやまない高笑いを聞きながら自嘲した。

「ちょっとあなたたち！　そこでなにしているの!?」

　すると、三人の令嬢たちのさらに向こう側から、誰かの声が聞こえた。

「レ、レーネ様っ！」

　令嬢たちは突然現れたレーネを見て、焦った顔を浮かべている。

（レーネって――あ）

　思った通り、自分に熱視線を送り続けていた令嬢がそこにいる。三人がレーネに動揺しているのを見ると、レーネのほうが階級が上の令嬢なのだろう。

　レーネは三人の間に割って入ると、エルナを庇かばうようにエルナの前に立ち塞がった。そして、キッと睨みをきかせて口を開く。

「あなたたち、まさか王太子妃様にご無礼を働いたんじゃないでしょうね？」

「えっ……そ、それは……」

　令嬢のひとりがどもる。

「なんてこと！　このお方はルードヴィヒ様の妻なのよ！　自分たちの立場をわきまえなさい！」

「し、しかしレーネ様！　彼女はヘンデルから来た奴隷――」

「言い訳無用！　これ以上騒ぎを起こすなら、親衛隊リーダーとしてこのことをルードヴィヒ様に報告させていただきます！」

「すっ、すみませんでしたぁーっ！」

　レーネに脅されて、令嬢たちはダッシュでテラスから逃げていった。レーネは腕を組んだまま、去りゆく背中に舌を出して挑発を続けている。

　令嬢たちからすれば、レーネがエルナを庇う理由がまるでわからなかった。レーネのルードヴィヒ好きは社交界では有名だ。一緒になってエルナをいじめたっておかしくない。それなのに――。

（なんで？　この子、ルードヴィヒ様が好きなのでは？）

　なぜ庇ってくれたのか。エルナの頭の中は、ハテナマークでいっぱいになる。

「あっ、あの……ご、ご無事ですか！　エルナ様！」

「えっ？」

　レーネはエルナのほうを振り向いて言う。その表情と言葉遣いはどこかぎこちない。

「はい。あなたのおかげで助かりました。ありがとうございます」

　エルナがお礼を言うと、レーネの頬がみるみるうちに赤く染まっていく。先ほどの威勢はどこへいったのやら――もはや面影すらない。

「よかったです。……はっ！　申し遅れました。わたくしはレーネ・リーチェルと申します。よろしくお願いいたしますっ」

　数秒間、レーネはぽーっとした顔でエルナを見つめていたが、我に返り慌てて自己紹介をした。

「レーネ様。こちらこそ、よろしくお願いいたします」

　エルナは既にレーネのことをフランツから聞いていたが、初めて聞いたかのような反応を返す。

「わたくしに〝様〟も敬語もいりませんっ！　どうか、もっとフランクに呼んでいただけたらなと……」

「じゃあ……レーネ？」

「はいっ！　そちらでお願いいたします！」

　真ん丸な瞳をさらに丸くさせて、レーネは瞳を輝かせた。

「あの、レーネはどうして私を助けてくれたの？」

　レーネと会ったのは、正真正銘今日が初めてのことだ。助けてもらう理由がない。

（……もしかして、私が仮にもルードヴィヒ様の妻だから？）

　そんな考えがエルナの頭をよぎった。レーネはルードヴィヒに憧れている。故に、妻であるエルナを守ろうとしたのではないかと。そうすることで、ルードヴィヒからの評価を高めようとしたのではないか。

　――だが、エルナの予想は一瞬にして外れることとなる。

「わたくし、エルナ様と仲良くなりたいと思ったのです！」

「……私と？」

　エルナの眉間にしわが寄った。レーネの思惑が、エルナにはさっぱり読めない。

「はい。わたくし、あなたほど美しい女性は生まれて初めて見ました！　ルードヴィヒ様と一緒に階段を下りてくる姿を拝見して、一瞬にして心を奪われましたの！」

　レーネは興奮気味に、前のめりになってエルナに思いのたけをぶつける。

（それで、私のことをずっと見ていたの？）

　エルナはあっけに取られ、口をぽかんと開いたままだ。

「わたくし、美しいものと甘いものがだーい好きなのですわっ！」

　だから、シェーンベルグ一の美男子と言われるルードヴィヒにも一目惚れしたのだとレーネは言った。

「……本当に、そんな理由で私と？」

　エルナはにわかに信じがたく、レーネに再確認する。

「そんな理由とはなんですか。立派な理由じゃありませんこと！　竜人は美しいものが好きな種族なのですから」

　ここでやっと、エルナはフランツの言っていた〝竜人は面食いだ〟という話が本当だったとを知る。

「それに、エルナ様は知らないかもしれませんが、竜人の女性でエルナ様のように美しく生まれることは絶対に不可能ですのよ」

「どうして？」

「わたくしたちの先祖――雌の竜は、身体が大きく逞たくましかったと言われておりますの。その名残で、竜人の女性は男性的な見た目をしている者が多い。背が大きいとか、ガタイがいいとか、ですわね。ほら、わたくしも背はエルナ様より小さいけれど、肩幅がものすごく広いでしょう？　本当、嫌になりますわ」

　言われてみれば。失礼にあたるかもしれないが、レーネはよく見ると逞しい体つきをしていた。先ほどまでここにいた三人組も、全員背が高かったり、筋肉があったりと、男性的な要素があったように思う。

「だから、エルナ様のような美しい女性にわたくしはすっごく憧れますの！　……まぁ、ほとんどの竜人は、ヘンデルの女性の美しさへの嫉妬が勝つんでしょうけど。お生あい憎にく様さま、わたくしはそんな醜い感情を持ち合わせておりませんのよ」

　なぜなら、この世はビューティー＆スイーツでできているから。と、レーネは自慢げによくわからないことを声を大にして掲げていた。

（竜人は基本的に美しいものが好きで、女性は男性的な身体つきをしている人が多い――一週間シェーンベルグで過ごしたけど、まだまだ竜人について知らないことがたくさんありそうだわ）

　エルナは改めて、自分の竜人に関する知識のなさを実感した。誰も教えてくれないなら、自ら学びにいかなければとも思った。

「いけない。無駄話をしすぎましたわ。本題に戻りましょう」

　ひとりでビューティー＆スイーツについて熱く語っていたレーネは、本日二度目の我に返った。

「エルナ様は、わたくしとお友達になってくださいますか!?」

　友達になったって、なんのメリットもないはずなのに。

　エルナは戸惑った。友達になりたいなんて、人生で言われたことが一度もなかった。これは巧妙な罠じゃないかと、心のどこかでレーネに対する疑念が生まれる。

　しかしどうだろう。目の前にいるレーネの純粋な眼差しに、果たして嘘があるだろうか。

「……ええ。私でよければ、喜んで」

　結果、エルナはレーネの言葉を受け入れることにした。レーネの好意を嬉しいと思ったのは事実であり、彼女になら、万が一裏切られてもいいとすら思えたのだ。

「嬉しい！　光栄ですわ！」

　レーネは緊張から解き放たれたのか、柔らかな満面の笑みを浮かべた。エルナはレーネのその笑顔を見て、自分の選択は間違っていなかったと確信する。

（私にとって、初めての同性の友達）

　そう思うと、胸が高ぶるのがわかった。シェーンベルグで友達ができるなんて、夢にも思っていなかった。

「あの、もうひとつ。エルナ様にお願いがありますの」

「なぁに？」

　両手の人差し指をつんつんと合わせてもじもじするレーネに、エルナは優しく微笑みかける。

「その――エルナお姉様って呼んでもよろしくて？」

　なんだ。そんなことか。

　懐かしい響きに、エルナの頭にアリーシャの姿が浮かんだ。ふたりは歳も同じで、自信ありげな態度もどこか似ている。だが、決定的に違うところがある。

　それは、エルナを見るときの眼差しだ。彼女の眼差しには侮蔑や嘲りがなく、温かさに満ちている。

「ふふ。もちろん」

　エルナが言うと、レーネの表情がぱあっと明るくなる。ふたりはそのまま固い握手を交わすと、お披露目会が終わる時間まで、テラスでいろんなことを語り合った。

　おもにレーネの話をエルナが一方的に聞くばかりだったが、エルナはそれでも、この時間をとても楽しく思えたのだった。










地下室の秘密




　二十二時を回ったころ、夕刻から続いた王太子妃お披露目会はついにお開きとなった。放っておけばこのまま朝まで続きそうな雰囲気だったが、この日はシェーンベルグに嵐が近づいているという予報があったため、最長でも二十二時までと最初から決まっていたらしい。

　エルナは屋敷へ帰っていくレーネを見送ると、歩いて王宮へと戻った。

（そういえば、国王様と王妃様に会ってない。……都合が悪かったのかしら）

　今日のパーティーで、最後までルードヴィヒの両親に挨拶をすることはなかった。今さらながらに、エルナはそのことを思い出した。

　玄関口までたどり着いたところで、急に暗かった空がピカッと光る。その後、遠くで落雷の音が聞こえた。風も強まっており、エルナは本格的に嵐が襲ってきたのを察して王宮内へ駆け込んだ。

　ドレスとヒールを脱ぎたかったエルナは、まずは自室へ帰ることにした。動きやすい服に着替えてから、パーティーの後片付けを手伝おうと思ったのだ。しかし、いざ片付けに参加すると、侍女たちが慌てて止めにかかった。

「エルナ様、今日はゆっくりお休みになってください！」

「たくさん挨拶をしてお疲れになったでしょう。それに、明日は泉での儀式があります。そのために体力を温存しておいてください」

　手に持っていた箒ほうきを侍女に没収され、エルナは大広間から出るように言われた。今日は言われた通り、寝る以外することがなくなってしまった。朝から準備で忙しかったこともあり、眠っていいと言われると一気に睡魔が襲ってきた。

（今日はもう寝よう。その前に、ルードヴィヒ様に挨拶だけでもしておかないと……）

　自由時間以降、エルナは一度もルードヴィヒに会っていなかった。今日はお披露目の瞬間から挨拶回りが終わるまで、ルードヴィヒに散々フォローしてもらったため、一言でもいいからお礼を言いたいとエルナは思った。

　だが、王宮内の思い当たる場所のどこを探してもルードヴィヒが見つからない。どうしようかと思っていると、エルナの前を偶然フランツが通りかかった。

「フランツさん！　お疲れ様です！」

「ああ、エルナ様。本日はお疲れ様でした。明日の儀式ではよろしくお願いいたしますね」

　お酒もすっかり抜けているようで、フランツは若干疲労感のある顔でエルナに笑いかける。

「はい。こちらこそ。……あの、ルードヴィヒ様がどこにいらっしゃるかご存じないでしょうか？」

　エルナが聞くと、フランツの眉毛がぴくりと動く。

「……さあ？　もうお休みになられたのでは？」

　少々ぎこちない感じで、フランツは答えた。

「そうですか。寝室にはさっき行ってみたんですけど……寝ているなら仕方ないですね。明日にします」

「なにか用事があったのですか？」

「はい。今日のお礼を言いたくて」

「ああ。そんなこと、明日伝えればいいですよ。さ、エルナ様も今日はさっさと寝てください」

　フランツに部屋に戻るよう急かされ、エルナは仕方なく自室で寝ることにした――が、いざベッドに入ると睡魔はどこかへ飛んでいき、なぜかなかなか寝付けなかった。

　目を閉じたり開けたりしているうちに、時計は〇時を超えていた。片付けも終わったのか、数時間前までガヤガヤと賑わっていた大広間からも、もう物音ひとつ聞こえない。

　カチカチと時計の針が動く音のみが響く部屋の中で、エルナは眠りにつくため、ぎゅっと目を固く閉じた。すると、なにか妙な音が聞こえる。音というより、なにかが呻うめいているような声だ。

（……この不気味な声はなに!?）

　耳を澄ますと微かに聞こえる程度の本当に小さな声だったが、一度意識するとどんどん鮮明に聞こえてくる。エルナはよけいに目が覚めてしまい、この不気味な声の正体が気になってしょうがなくなった。

（普段、こんな声が聞こえたことはない。もしかして――侵入者？）

　エルナは、お披露目会に紛れて何者かが王宮に侵入したのではないかと考えた。もしそうだったら、王宮にいる竜人たちに危険が及ぶかもしれない。むしろ、何者かを確認しないと怖くて眠りになどつけない。エルナはいてもたってもいられなくなり、ランタンを片手に部屋を出た。

　暗く静まり返った王宮を、足音を立てないよう慎重に歩く。

　廊下に出て一階へ降りると、呻き声が先ほどよりも近くなった気がした。

（……警備はなにをしてるのかしら）

　不気味な声をなぜ放置しているのか。エルナは疑問に思い眉をひそめる。耳を澄まして、呻き声が聞こえる方向をたどっていくと、地下へ降りる扉に到着した。

　この一週間、王宮のあらゆる場所を掃除したが、地下にだけは入ったことがない。フランツから「ここには近づくな」と言われていたためだ。

　エルナは勝手にこの先へ進んでいいのか躊ちゅう躇ちょしたものの、〝もし不法侵入者や泥棒だったら〟という考えを捨てきれず、悩んだ末扉に手をかけた。昔、伯爵家で深夜に泥棒が侵入した経験もあったため、エルナはこの現状を放っておけなかったのだ。

　地下へ続く扉はずっしりと重く、エルナは一度ランタンを床に置いて、両手を使いなんとか開けることに成功した。長く続く階段を、一段、また一段と下りていく。

（地下室といえば、どこも冷たくて寒くて、あんまりいい場所じゃないイメージがあったけど――この王宮の地下室はずいぶんと綺麗ね）

　階段を下りながら、エルナは周りを見渡した。一階や二階と同じように、地下も全体的に青と白を基調として作られている。少し肌寒さはあるが、さほど気にならない。

（呻き声がどんどん近くなってるわ……）

　階段を下りた先には、アーチ型の開口部があった。追い続けた呻き声の主は、どうやらこの先にいるようだ。エルナの額に、緊張から汗がにじんだ。生唾を飲み込んで、アーチをくぐった瞬間――。

　ピカッ！

　雷光で、薄暗い地下室が一瞬だけ大きく照らされた。エルナはその一瞬壁に映った、大きな黒い影を見逃さなかった。

　今のは怪物か？　いや、あれは……。

「竜？」

　エルナは呟く。

　本でしか見たことのない、伝説の生き物。長い首に大きな口、そして背中から生える立派な翼――黒い影は、その竜の姿によく似ていた。そして予想通り、開口部をくぐった先にあるだだっ広い部屋の中には、巨大な銀色の竜の姿があった。呻き声の主は、この竜だった。

「っ！」

　あとずさりひゅっと息を吸い込むと、エルナは頭が真っ白になった。思わず、手に持っていたランタンを落としてしまう。

（竜人は竜が進化して人型になった種族、本来の竜はずっと昔に絶滅しているはずじゃ……）

　シェーンベルグは、内密に地下で祖先である竜を囲っていたのか。

　ランタンの音でエルナの存在に気づいた竜は、暗闇の中で光る瞳をぎょろりと動かすと、エルナを思い切り睨み付ける。ぼんやりと見える竜の表情は、エルナを威嚇しているようにも見えた。だが、攻撃してくる気配は感じられない。発せられる呻き声は、近くで聞くと苦しそうに聞こえる。

（もしかして、具合が悪いの？）

　自分を見つけても睨むだけで動こうとしないのは、身体が弱っているのではないかと考えたエルナは、二歩ほど足を進めてみる。薄暗くはあるが、近づくと竜の表情がさっきよりもよく見えるようになった。

（……あれ。なんでだろう。全然怖くない）

　エルナは不思議なことに、目の前にいる竜に驚きはあったが恐怖を感じなくなっていた。睨み付けてくる瞳をじっと見つめ返すと、エルナはそっと口を開く。

「そんな苦しそうな声を出して、どこか痛いの？」

　人の言葉が通じるかはわからないが、エルナは思わず竜に話しかける。竜は呻き声を小さく発するだけで、それがなんと言っているのかは到底わからない。

「効くかはわからないけど……私の力を、あなたに分けてあげるわ」

　そう言って、エルナは竜の身体に聖魔法をかけた。具合が悪ければ少しはましになるだろうし、悪くなくとも、聖魔法をかけたことで身体に悪影響が及ぶことはない。

　聖魔法をかけて間もなく、竜の呻き声がやんだ。やはり具合が悪かったようだ。竜の呼吸が穏やかになったのを感じて、エルナはほっとする。

「……あなたも、今日のお披露目会に呼ばれていたの？」

　もう一度、エルナは竜に話しかけてみる。純粋に、この竜とお喋りしたいと思ったのだ。生まれて初めて見る伝説の生き物に、エルナは少々興奮していた。

「私はエルナっていうの。あなたは？」

「……」

　フーッフーッと呼吸を繰り返す音は聞こえるが、竜はなにも答えようとしない。

「竜を見るなんて初めて……もう少し、近寄ってもいいかしら？」

　返事がないので、エルナは勝手に竜との距離を縮めていった。より近くで竜を見ると、エルナはとある人物を思い出した。

「ねぇ、あなた、ルードヴィヒ様に似ているわ。その瞳の色やまとうオーラが……」

　気高いオーラに、シルバーの三白眼の瞳。エルナに指摘され、竜の尻尾が僅かに反応する。しかし、角度的にエルナがその動きに気づくことはない。

　エルナは誘われるように、そっと竜の大きな顔に手を伸ばした。竜は避けることなく、じっとエルナを見つめている。エルナは頬に優しく触れると、目を細めて竜に笑いかけた。

「あなたはルードヴィヒ様と同じで、すごく強そうで――とても美しいわ」

　そう言われ、エルナと逆に竜は目を大きく見開いた。その表情は、驚いているようにも見える。

　触れる行為を抵抗されなかったことに気分をよくしたのか、エルナは瞳をキラキラと輝かせ、さらに竜へと顔を近づけた。

「私、あなたと仲良くなりたいわ。今日ひとり奇跡的にお友達ができたんだけど……ほかには誰もいないの。今後もきっと、誰も私と友達にはならない。だから、私と友達になってくれない？」

　笑いながらエルナはひとり、言葉を一切発さない竜に話しかけ続けた。

「竜のお友達なんて、とっても素敵だもの！　いいでしょう？」

　シェーンベルグへ来て、エルナは初めて素の自分をさらけ出せていた。相手が人間でも竜人でもない、別の生態系といえる竜だからこそ、心にバリアを張ることなく接することができたのかもしれない。

　エルナの問いかけに、竜は大きく鼻息を鳴らした。それがなにを意味するのかわからないが、エルナはポジティブに捉えることにした。今のは〝友達になってくれる〟という返事だと。

　エルナは竜に寄り添うように座り込むと、他愛もない話を始めた。コルセットやヒールが大変だったことやレーネとの出会い。フランツがお酒好きで驚いた話も。竜に話が伝わっているのかわからないが、ところどころ、目を開けたり細めたりという反応を見せてくれた。しかし、積極的にこちらを見ようとはしなかった。

「……あ。そろそろここへ来て一時間は経つわね。私、部屋に戻るわ」

　地下室の秘密をエルナが知ってしまったことがバレると、面倒なことになりそうだ。エルナはまたこっそり遊びにくる約束をして、今日は竜とお別れすることにした。

　エルナが部屋から出ていくのを、竜はただじっと見つめていた。表情は変わらないが、エルナに対しての警戒心は最初よりだいぶなくなったように思える。

　一日でふたりの友達ができたエルナは、部屋に戻ると、今度こそぐっすり眠りについた。




「エルナ様！　儀式のスケジュールが急遽変更となりましたので、そろそろお目覚めください！」

　次の日の朝。エルナは予定されていた起床時間より三時間ほど早く起こされた。せっかくいい夢を見ていたのに……と思いつつ、エルナは夢から現実へと戻ってくる。

　侍女が言うには、十五時から予定されていた泉の儀式が、天候の影響で急遽正午からに変更となったようだ。現在の時刻は朝の五時。エルナは今から全身を清め、化粧を施し、儀式用の衣装に着替えて、竜人による人力車に乗って泉までの道のりをたどっていかなければならない。

　急いで用意された朝食を食べ終えると、エルナは数名の侍女たちに囲まれる。完全に身を委ねながら、エルナは初夜の日のことを思い出した。あの日も身体を洗って化粧をして着替えて――と、今日とそっくりな流れだった。

　バタバタと忙せわしない時間が続く。でも、エルナの頭の中は昨夜のことでいっぱいだった。本物の竜と時間を共にしたことを思い出すと、未だに胸がどきどきする。今日も早く会えたらいいなと、エルナは起きてすぐにも拘わらず、夜が来ることを待ち望んでいた。

　そうこうしているうちに準備が整う。真っ白で清楚な雰囲気の漂う、レースがあしらわれたロングワンピースに、同じ色のシースルーのベールを被せられたエルナは、王宮を出て人力車へ乗った。ルードヴィヒとフランツは先に泉へ行っているようで、今朝から顔を合わせていない。

　泉までの道のりには何百人もの国民がずらっと道を開けて両側に並んでおり、儀式へ向かう加護持ちのエルナを興味深そうに見つめていた。昨日のお披露目会に来られなかった平民たちも、エルナをひと目見るためにたくさん集まっていた。

（儀式が終わると、明日からどんな生活が待ってるんだろう）

　好奇の目、蔑さげすんだ目、哀れんだ目――。

　あらゆる視線を浴びながら、エルナは思った。

　儀式が終われば、いわばエルナは〝用無し〟となる。王宮内だけでなく、外部の竜人たちからも奴隷扱いされるのだろうか。今のように、様付けで呼ばれることもなくなって、部屋も冷たい床の硬いベッドに変えられるのか。

　どうであれ、今より待遇が悪くなるのは間違いないだろうとエルナは思うが、とにかく今は儀式を成功させることだけを考えようと気を引きしめる。

　人力車で王宮を発って、一時間半が経った。やっと、エルナは王都を下った森の中にある泉に到着した。

　森には既にたくさんのギャラリーが集まっており、ルードヴィヒとフランツの姿もあった。エルナは人力車から降りると、泉の中心部までゆっくりと足を進める。

「エルナお姉さまぁー！　今日もお美しいですわーっ！」

　歩いている途中、エルナに向かってそう叫ぶ声が聞こえた。声のほうに目をやると、レーネがギャラリーの中で必死に背伸びをして、エルナに大きく手を振っていた。

　そんなレーネを見て、エルナは思わず笑みがこぼれる。控えめに手を振り返すと、エルナはまた前を向いて歩き始めた。

（レーネのおかげで緊張がほぐれたわ。あとでお礼を言わなくっちゃ）

　エルナは指定された場所で足を止める。そして、目の前に広がる大きな泉を見てはっとした。

（なんて綺麗な青……シェーンベルグの水の色は、こんなにも綺麗なのね）

　呼吸を忘れるほど美しい青色がゆらゆらと揺れている光景を見て、エルナは自分の心まで洗われた気分になった。初めて王宮の中に足を踏み入れたときと同じような衝撃だ。

　エルナは今見た景色を頭に浮かべたまま、静かに目を閉じた。

　儀式の作法は最初にシェーンベルグへ嫁いだ王女が決めたものが受け継がれており、エルナはシェーンベルグへ来た際に、そのやり方が書かれたものをフランツから受け取っていた。タイミングなどは、基本的にエルナに任されているため、特に合図などはない。

　周りの人たちは、黙ってエルナの動向を窺うかがっていた。

　目を開けて、すぅっと息を吐くと、エルナはベールを脱いで両手を空に掲げた。エルナの手に聖なる魔力が集中し、光の球体が浮かび上がる。淡い色がまじりあった、オーロラのような光だ。

　エルナは巧みに光を操りながら舞い、手のひらから腕全体へ、腕全体から全身へと広げていく。ピンと伸びた指先とつま先でくるりと回ると、そのたびに光の粒がエルナの周りを飛び交い、キラキラと輝きながら消えていく。

　オーロラに包まれたエルナの姿はまるで光の妖精のようで、人々の目にはとても幻想的な光景だった。

（ここへ来るのが決まってから三日間、みっちり魔法の復習をして、感覚を取り戻しておいてよかった）

　うまく魔力をコントロールできていることに、エルナは安心を覚える。そして最大限まで魔力を引き出したところで、全身の光を泉全体へと伝染させていった。泉は光に包まれている間、色を青からオーロラへと変える。神秘的な輝きと美しさに、ギャラリーたちは揃って息をのんだ。

「何度見ても、この光景はたまらんなぁ……」

　ギャラリーの中にいた、ひとりの老人の呟きがエルナの耳に届いた。

（歴代の王太子妃たちも、みんなこうやって役目を果たしてきたのね）

　その後、彼女たちがこの国でどんな結末を迎えたか、エルナには知る由もない。だけど、どんな気持ちでここで儀式を行っていたか――少しだけ、わかる気がした。

「……終わりました」

　泉に神の加護を授け、聖水へと変える儀式を終えたエルナは、振り返ってルードヴィヒのほうを見てそう言った。

「できるだけ長く神の加護が続くよう、ありったけの魔力を込めました」

「……そうか」

　ルードヴィヒはお礼も言わず、ただひとことそう答えると、エルナから目線を逸らした。一度の儀式で、加護は最低でも二十年は続く。しかし……彼の考えを覆すことができなければ、加護を与える役目を務めるのは自分で最後になる。そのことを知っていたエルナは、敢えてこのような言い回しをした。その意図は、ルードヴィヒにも伝わったことだろう。

「儀式は終わりです。せっかくなので、お集まりいただいた皆様に聖水を浴びていただきたいのですが――今日から三日間、シェーンベルグは昨日に続き嵐に見舞われるようです。現在は収まっておりますが、これからひどくなるようなので、今日は速やかにお帰りいただくのが懸命かと思います」

　物腰柔らかく、フランツがギャラリーたちに今日は帰るよう伝える。加護を得たばかりの水に触れたくて集まっていた者も多かったため、不満の声があがった。本来なら、これから国民たちが泉の中に入ったりして、聖水を堪能する時間が設けられていたのだろう。

「聖水は逃げません。嵐が収まったらぜひ、好きなだけ泉の水を使用してください」

　フランツはその場にいる人たちをなんとか納得させて、儀式は終了となった。

「エルナお姉様、舞っている姿も、とってもお美しかったですわっ！」

　帰り際、レーネがエルナに興奮気味に声をかける。周りはエルナと仲良くしているレーネを見てぎょっとしていた。竜人たちからすると、役目を終えたエルナに媚びる必要がないからだ。

「ありがとう。レーネが声をかけてくれたおかげで緊張がほぐれたの。助かったわ」

「そんなそんな！　はぁ。エルナお姉様のお役に立てるなんて光栄……。本日も美しい夫婦を眺められたおかげで、帰ってからのスイーツをとびきりおいしく食べられそうですわ」

　うっとりした顔で、レーネは言う。

「できればルードヴィヒ様とエルナお姉様がふたり並んでいるところを見たかったけれど……ルードヴィヒ様ったら、もうお帰りになられたのですか？」

「えっ！」

　レーネに言われ、エルナは既にルードヴィヒの姿がないことに気づく。儀式が終わってまだ数分しか経っていないというのに、いくらなんでも帰るのが早すぎだ。

「本当に、ルードヴィヒ様はせっかちなんですから」

　頬をぷくっと膨らませて、レーネは不満げにそう言った。

「エルナ様」

　レーネと会話しているところへ、フランツがやってくる。

「ルードヴィヒ様は仕事があるので先にお戻りになられました。さぁ、我々も王宮へと帰りましょう。帰りは私と同じ馬車になりますが、よろしいですか？」

「フランツさん。はい、もちろん」

　また時間のかかる人力車だったら疲れそうだなと思っていたので、エルナは馬車と聞いてほっとする。

「えっ？　フランツ様が直々に馬車を？　……エルナお姉様に？」

　ふたりのやり取りを聞いていたレーネが、怪訝そうに顔をしかめる。

「……はい。なにか問題でも？　レーネ嬢」

「問題っていうか、わたくしが聞いていた話と違うなって。加護持ちの王太子妃は、儀式が終わったその瞬間から放置されたりすることも多かったと聞いたわ。お迎えの馬車を出してもらえるのは、王太子が本当に妃を気に入っているときだけ――」

「レーネ嬢。そんなくだらない噂話、鵜呑みにしてはいけませんよ。わかりましたか？」

　フランツは話している途中のレーネに、圧をかけるように言う。レーネはフランツの笑顔の裏に潜んだその圧力に気づき、おとなしく口を閉じた。

「わ、わかりましたわ。それじゃあ嵐も来るようですので、わたくしは失礼いたします」

　焦ったレーネは、フランツから逃げるように、用意されたリーチェル家の馬車に乗り込んだ。レーネだけが乗るにはサイズの大きな馬車を見て、フランツは言う。

「ああ。エルナ様を乗せて帰ろうとしていたのですね。……エルナ様、いつのまに彼女の心をあんなに射止めたのですか？」

「うーん。私もよくわかりませんけど、レーネはとってもかわいくていい子ですね」

　帰っていくレーネを微笑ましく見つめるエルナ。そんなエルナを見て、フランツは小さな声でぼそっと呟く。

「……ルードヴィヒ様も、いったいなにを考えているのか」

「はい？　なにか言いましたか？」

「いえ。こっちの話です。行きましょう。モタモタしていると嵐がやってきますよ」

　スタスタと歩き出すフランツの背中を、エルナは追いかけた。そのままふたりで馬車に乗り込み、エルナは王宮への帰路についた。




　予報通り、十五時になると天気は大荒れ状態だ。暴風が吹き、大雨に降られ、時折雷が音を立ててどこかに落ちる。

　降りしきる雨を窓越しに見つめながら、エルナはぼーっとしていた。

（儀式が終わったから早速こき使われるのかと思ったら……なんだか拍子抜けだわ）

　エルナは王宮に戻るなり、フランツに〝今日からなにをしたらいいか〟と尋ねた。フランツは、エルナの質問の意図を瞬時に理解した。きっと、過酷な奴隷生活が本格的に始まると思っているのだと。

　しかし、フランツの答えはあっけないものだった。

『それを決めるのはルードヴィヒ様なので、とにかく指示があるまでは好きにしていてください』

　今まではフランツがやることを指示していたが、今後はその役目がルードヴィヒになるようだ。エルナは指示待ちの状態になり、やることがなくなった。エルナの苦手な自由時間がまた始まってしまったのだ。

（今は嵐の前の静けさ……って感じで、なにも言ってこないのかな……って、外は大嵐なんだけど）

　心の中でつっこみを入れて、エルナはひとりで自嘲する。

（ルードヴィヒ様の妻になったら一生酷い目に遭うってあれだけ噂されていたし……なにもなく終わることなんてないわよね。それに、これからは条約破棄を止めるために、いろいろ頭を働かせないと……）

　儀式は終わったが、やることはもりだくさんだ。

　いろいろ作戦を練らねばならないのにと思いながらも、自分がこの先どうなるか、未来がまったくわからない。

「失礼いたします。エルナ様、お届け物でございます」

　エルナが深いため息をついていると、侍女が部屋まで手紙を持ってきた。その手紙を扉からいちばん近いテーブルに置くと、侍女はさっさと部屋を出ていった。

　立ち上がり、手紙を手に取る。

（やっぱり――またアーレント伯爵家からだわ）

　前回の手紙が届いてから、まだ一週間ほどしか経っていないのに。急ぎの用事でもあるのかと思い封を開け手紙を読んでみる。しかし、冒頭からどうでもいい話しか書かれていない。エルナは前回と同じく途中で読むのをやめて、手紙を引き出しにしまった。

（今日も夜は地下室に行く予定だし、少し仮眠しておこうっと）

　自由時間の過ごし方を知らないエルナは、深夜の竜との密会のために、今は寝ておくことにした。そして予定通り、みんなが寝静まった深夜、エルナは昨夜と同じくランタンを持って地下室へと向かった。

「こんばんは。今日も来ちゃった」

　昨日と同じ場所に、やっぱり竜はいた。エルナはまた会えたことが嬉しくて、自然と声が弾んだ。

「今日はね、儀式をしてきたの。とっても大事な儀式よ。あなたは知ってる？」

　竜は首を縦にも横にも振らない。

「シェーンベルグの泉を聖水にする儀式なんだけど――それは、ヘンデル出身の加護持ちの女性しかできないことなの。私はね、この儀式のためにここに呼ばれたのよ。……それが終わっちゃった。私、どうなるんだろう」

　見えない未来への不安を、竜にだけは言える。エルナは竜が自分の言葉を理解しているのかわからなかったため、逆にどんな話もしやすかった。理解されていなくとも、吐き出す場所がほしかったのかもしれない。

「私の結婚相手のルードヴィヒ様はね、私の国ではものすごい悪評だったのよ。冷徹で血も涙もない無慈悲な男。結婚したら終わりだって」

「……ウゥ」

　ルードヴィヒの話をすると、竜が低い鳴き声をあげた。初めて声に出して反応を示されて、エルナは言葉が伝わったのかと思った。

「あなた、ルードヴィヒ様を知っているの？」

　竜は首を傾げる。知らないのか、やっぱり言葉が伝わっていないのか。

「……私、これからはルードヴィヒ様の指示を聞いてなにをするか決められるんだけど……どうなるか、まったくわからないの。噂通りでいけば酷い扱いを受けるんだと思う。でも――本当に酷い人なのか、私にはまだわからない」

　ルードヴィヒと共にした時間が、如何せん少なすぎる。エルナはまだ、ルードヴィヒのことがわからないままだ。

「でも、どんな目に遭っても受け入れるつもり。それが私の運命だから。……だからね、つらくなったら、あなたが黙って私のそばにいてくれない？　そうしたら頑張れそう」

　エルナは竜に笑いかけるが、竜はそっぽを向いてしまう。ちゃんと目を合わせてくれたのは、昨夜睨み付けられたときと、初めて顔に触れたときだけ。

（やっぱり、友達になることは承諾されてなかったのかしら……）

　勝手にポジティブに捉えていたが、あの鼻息は拒否の合図だったのかも。それでも、エルナは竜と友達になることは諦められなかった。自分の本心をぶつけられるし、なによりどうしてか一緒にいると安心できる。そんな存在を失いたくはない。

「また明日、会いに来てもいい？　……ううん。だめと言われても、必ず来るわ」

　エルナは竜の身体に軽く触れてみる。触れることを嫌がっているようには見えない。エルナはそれだけでも、とても嬉しかった。

　この日も、エルナと竜の密会は深夜三時くらいまで続いた。

　翌日も、エルナは竜のところへ通った。

「今日もルードヴィヒ様からの指示がなにもなかったの。雑用をしようとするとフランツさんに頼んでないって止められるし、一日を持て余してしまったわ」

　こんな暇な一日を過ごしたことがなかったエルナは、竜に思わず退屈がゆえに膨らんだ愚痴をこぼしてしまう。

「儀式の前まではたくさん仕事をくれたのに……私が退屈を苦にしていることを知って、わざとルードヴィヒ様が指示を与えないのかしら。あなたはどう思う？」

　竜は正面を向いたまま、「それはどうかな？」というように首を傾げた。竜の反応を見ながら、エルナは会話を続けていく。

「そうよね。ルードヴィヒ様はそんな面倒な嫌がらせをしそうにないもの。もっとはっきりした性格をしていると思うわ。どちらかというと、フランツさんがやりそうなことよね！」

　思いついたように、エルナはフランツの名前を挙げる。

「あ、フランツさんの話は前にちょっとしたわよね。彼に関しては、お酒が好きって以外にもいろんな話があるのよ。私がここへ来てから、いちばん会話をしている相手だし。とても仕事ができる優秀な人で、優しい笑顔を浮かべて近づいてくるけど、その口からとんでもない毒を吐いてくるのが特徴よ」

　まるでモンスターの特徴を語るかのような口調だ。フランツに関する話題――しかも愚痴ともとれる話を王宮では口が裂けてもできないせいか、エルナはどこか意気揚々としていた。竜はエルナの隣で無表情を貫いていたが、僅かに口角が上がっているようにも見える。

「……ねぇ、もしかして今、笑ってた？」

　エルナは竜の僅かな変化に気づき、すぐさま指摘する。竜は慌てて口をきゅっと固く結び直した。

（おかしいな。笑ってたように見えたんだけど……）

　勘違いだったのだろうか。そう思いながらも、エルナはしばらく竜の顔をじっと見つめることをやめなかった。竜はエルナの眼差しから逃げるように、どんどん顔を背けていく。

「もう、どうしてそっぽを向くの？　……私はあなたの顔が見たいのに」

　寂しそうに、エルナがぽつりと呟く。

（簡単に目を合わせてくれないところも、ルードヴィヒ様にそっくりだわ）

　なんてことを考えて、竜の後頭部を切なげに眺めていると、竜の顔がゆっくりとエルナの方向に向き始めた。エルナの寂しそうな声を聞いたせいだろうか。

「！　こっちを向いてくれるのね。ありがとう」

　竜と目が合った瞬間、エルナはにっこりと今日いちばんの笑顔を見せた。竜もその笑顔に反応するように、グレーの瞳を柔らかく細める。見つめ合えた時間は僅かであったが、エルナは竜と昨日より心を通わせられた気がして嬉しくなった。

　竜を見つけてから三日、儀式が終わって二日が経った。

　未だに、ルードヴィヒからの指示はなにもない。それどころか、この二日間、自分の前に姿すら現さない。嵐で荒れ狂う空のように、エルナの胸中も穏やかではいられなかった。

「儀式が終わったから、顔を合わすのも嫌ってこと……？」

　変わらず深夜に地下室を訪れたエルナは、竜への挨拶を終えると、抱えていたルードヴィヒに対する不安を思わずぶつけてしまった。

「フランツさんや仲の良いメイドたちも、ルードヴィヒ様の居場所は教えてくれないし。きっと私に教えないよう、ルードヴィヒ様が口止めしているんだわ。……好かれていないのは最初からわかっていたけど、ここまで嫌われていたなんて」

　ネガティブなほうに物事を考えては、エルナは竜の隣で、膝を抱えて落ち込んだ。

「……グ、グゥ」

　いつも楽しそうにお喋りをしているエルナが落ち込んでいる姿を見て、竜も鳴き声をあげておろおろとしている。

「私の淹れる紅茶は気に入ってくれていたし、ダンスの練習をしたときは、なんだかんだ優しくエスコートしてくれたけど……それも全部、儀式のためだったのよね」

　そんなことわかりきっていたはずなのに、なぜか胸が痛くなる。

「このままルードヴィヒ様と会えなくなったらどうしよう……」

　そうなれば、条約破棄を阻止するなんて絶対に不可能だ。そして、ルードヴィヒのことをもっと知りたいというエルナの密やかな願望も、塵となって消えてしまう。

　弱音を吐き続けるエルナを見て、竜は珍しく、自分からエルナに顔を近づけていった。そして、エルナの頬に自らの頬をくっつける。

　エルナは竜の突然の行動に驚き目を見開いたが、これは竜なりの慰めなのだと感じ、頬を合わせたままそっと目を閉じた。

　竜の皮膚はひんやりと冷たかったが、逆に心地よさを感じた。竜は竜で、エルナの温かな体温に触れ、癒やされているように表情を緩めた。

　初めて長い間竜と身体を寄せ合ったことで、雲行きの怪しかったエルナの胸中は、次第に落ち着きを取り戻し、晴れやかになっていった。

「元気が出たわ。あなたのおかげよ」

　エルナは竜にお礼を言い、頬に軽くキスを落とす。竜は驚き、反射的にサッと身を引いてエルナから顔を離した。

「照れているの？　ふふ。かわいい」

　嫌がられている、という考えはエルナにはなかったようだ。

「それじゃあそろそろ行かないと。また明日ね」

　誰かが目を覚ます前に、明日また来る約束をして、エルナは地下室を出て行った。

　――そして迎えた、竜と出会って四日目の夜のこと。

　今日もまた、ルードヴィヒは姿を見せなかった。部屋で同じ本を読み、だんだんと落ち着いてくる空模様を見届けて、一日を終えてしまった。

　エルナはこんな日々を過ごしているうちに、とある覚悟を決めていた。それは、シェーンベルグとルードヴィヒ、そして、ヘンデルの家族――すべてから見捨てられる覚悟だ。

　ここまでくると、もうルードヴィヒが自分を見限っているとエルナは確信していた。指示を出すのも煩わしいから放置をしているのだと、そう思っていた。このままこうやって、一年退屈な毎日を過ごし、シェーンベルグを追い出され、屋敷からも勘当される。エルナには、そんな未来が容易く想像できてしまった。

（――だけど、あと一年はここにいられる）

　地下室で竜と過ごす時間だけが、今後もエルナの心の支えになる。数十分、黙ったまま竜の隣に座っていたエルナは、立ち上がると竜の真正面へと移動した。

　そしてゆっくりと手を伸ばし、竜の頬に優しく触れると、熱い眼差しを送って口を開いた。

「私、あなたに会えてよかった。ここへ来てたくさんの竜人を見てきたけど、あなたがいちばん素敵。強そうで、たくましくて――美しいもの」

　エルナはずっと竜に対して、初めてルードヴィヒを見たときのような美しさを抱いていた。ほかの人からすると、竜の姿は目つきや牙も鋭く凶暴で、皮膚を覆う鱗も生々しく、美しいとはほど遠いと思う者もいるだろう。

　それでも、エルナは竜を醜いとか、怖いとは思わなかった。銀色の鱗はキラキラ輝いて見え、目つきは鋭いが、エルナには優しい瞳をしているように見えた。神秘的な美しさとは、まさにこのことをいうのだと、エルナは本当にそう思っていた。

　忘れないように、この姿を目に焼き付けていたい。竜と見つめ合っていると、エルナの視界が瞬きをするたびにだんだんとぼやけていく。急に眠気が襲ってきたのだ。

　今日は気温が高く、地下室もいつもより室温が上がっていた。心地よい温かさと竜のひんやりした身体に触れて、エルナはなんともいえない気持ちよさを感じ、そのまま地下室に寝そべると、うとうとと眠りの世界へ落ちていった。




「ん……」

　朝、エルナは目を覚ます。

（……私、地下室に行って……それで……）

　寝ぼけた頭の中で、ぐるぐると必死に思考を巡らせた。無意識に手を動かすと、すべすべとした感触がした。

（あれ？　私、ちゃんと自分の部屋に帰って寝たんじゃあ？　この感触はいったい――）

「やっと起きたか。エルナ」

「……は」

　なぜか頭上からルードヴィヒの声が聞こえて、エルナは顔を上げた。そこには、上半身を露にしたルードヴィヒの姿があった。

「えっ!?　えぇぇっ!?」

　――どういうこと!?　エルナは口をぱくぱくさせながら、壁のいちばん端っこまであとずさりした。

「……クッ」

　期待通りのリアクションをするエルナを見て、ルードヴィヒは笑い声を漏らした。

「なにをそんなに驚いている？」

「な、なにをって」

　ルードヴィヒは怪しげな笑みを浮かべて、エルナに歩み寄ってくる。逃げようにも、後ろが壁でどうにもならない。

「どうしてルードヴィヒ様が私の部屋にいるんですか！」

　これ以上鮮明にルードヴィヒの上裸姿を直視するのは無理だと思い、エルナは目を閉じて叫んだ。

「ここはお前の部屋じゃないが？　周りをよく見渡してみろ」

「……えっ」

　エルナは恐る恐る目を開けると、なるべくルードヴィヒを視界に入れないように周りを見渡した。

（私の寝室でも、ルードヴィヒ様の寝室でもない――ここは、いつも竜とお喋りしている地下室だ。……そうか。私、話しながら寝ちゃったんだわ。でも――）

　だとしても、なぜルードヴィヒがここにいるのか。更に、地下室から竜の姿が消えていた。

　このことから、エルナはある可能性を見出す。しかしそれは、エルナからすると勘違いであってほしいと願わずにはいられない可能性だった。

（まさか、私が今まで一緒にいた竜って――）

「黙り込んでどうした？　この四日間、お前はずいぶんお喋りだったのに」

「……っ！」

　エルナはルードヴィヒのこの言葉で確信した。あの竜が――ルードヴィヒだったということを。

「ど、どうして、なんで……」

　エルナはシェーンベルグへ来た日、フランツとした会話を思い出す。

『てっきり王ともなれば、竜に似たお姿をしているのかと』

　あの日、竜人のことをなにもわかっていなかったエルナは、勝手に竜王は竜の姿をしているのだと思っていた。そのときフランツは、そんなエルナの妄想話を聞いておかしそうに笑っていた。その後、竜人について軽く説明をしてくれた。

『竜人というのは今では伝説と呼ばれる古代の生物、竜が人型へ進化した姿です。見た目は普通の人間と変わりませんが、人間が持っていない優れた身体能力や魔法を使える者も多いですね』

　フランツは、たしかにこう言っていた。そして、エルナははっとする。

（私の話を聞いて笑っていたから、てっきり馬鹿な妄想をしていると思われたんだって解釈していたけど――フランツさんはひとことも、竜にならないとは言っていない）

　そう、フランツは、エルナの発言に笑いこそしたが、否定もしていなかった。

「……どうして俺があんな姿になっていたか、お前には教えてやろう。どのみち、正体はバレてしまったんだからな」

　ルードヴィヒは、エルナに竜人の〝先祖返り〟の話を始めた。

「シェーンベルグの竜人たちは、天候が荒れる日にどういうわけか先祖返りするんだ。大体は羽が生えたりツノが生えたり尻尾が生えたり――身体の一部が竜化する。まぁ、先祖返りにも個人差があって、しない者はまったくしない。ついでに、十六歳から三十歳くらいまでが最も先祖返りが起こりやすく、それ以降は年齢を重ねるにつれてなくなっていく」

　言われてみると、嵐が続いたこの数日、エルナはおかしく思う箇所がいくつかあったことを思い出す。侍女たちが普段被らない帽子を被っていたり、身体を覆うような大きな服を着ていたり――あれは、先祖返りが起きていたからなのか。

（隠しているということは、みんな先祖返りが起きることをよく思っていない……？　なんでだろう。かっこいいのに）

　人間のエルナ視点ではそう思うが、竜人たちは違った。彼らは美しいものを好む種族。祖先へのリスペクトはあるものの、竜の姿を美しいと思う者はあまりいなかった。今の人間の姿のほうが、ずっといいとほとんどの者が思っている。

「そして俺たち竜王族の血を引く者は、竜の血が濃く流れているせいか、完全な竜の姿にまで先祖返りしてしまう。……あんな姿、公に見せられるものじゃあない。だから代々の王族たちは嵐がくると、いつもこの地下室に身を隠していたんだ」

　この地下室は、そのために作られたものだった。だから部屋も綺麗に保たれていたのだ。

「先祖返りで、竜の姿に……」

　そんな話、ヘンデルでは一切聞いたことがない。表に出していない情報なのかもしれない。

「本来なら、人間のお前にあの姿を見せるつもりは毛頭なかった。歴代の王たちもみんな、嫁いできたヘンデルの妻たちに見られないよう努めてきたからな」

　ルードヴィヒは用意していた白いシャツを羽織りながら、エルナに言った。肌色の面積が少なくなったことに、エルナは内心ほっとする。

「どうして、私たちには見られたくないと思うのですか？」

「醜いからだ」

　ルードヴィヒは即答する。

「竜の姿はおどろおどろしい。……今までお前のように、偶然先祖返りした姿を見てしまったヘンデルの女たちは、みんな気味悪がって怪物扱いしたと聞いた。竜人の姿のときは、美しい見た目に頬を染めていても、一度怪物と思ったら、そのイメージは拭えない」

「怪物だなんて……私はそんなふうに思いませんでした」

「ああ。そうだな。だから俺は……すごく驚いたよ」

　切なげに、ルードヴィヒはふっと小さく笑った。

「そういった歴史が何度もあって、シェーンベルグは次第にヘンデルの女たちに酷い扱いをするようになった。〝あいつらは自分たちと同じ、見た目が綺麗なものしか愛せない。心が汚いやつらだ〟と。そういう教育を生まれたときから受けてきたんだ」

　ヘンデルの女性たちが虐げられることに、そんな背景があったとは。エルナは驚き、悲しくなり――どちらを責めることもできなかった。

「だったらもっと早く条約破棄すればよかったんじゃないですか？　歴代の王たちは、そんなに聖水を諦められなかったのですか？」

　それとも、歴代の王たちを傷つけたヘンデルの加護持ちの女性に復讐したかったのだろうか。

「俺もそう思うが、みんながそうしなかったのは……美しさを求めたからだろう」

「美しさ？」

「竜人は元々、見た目の美しいものを好む傾向にある。竜王族が飛びぬけて容姿端麗に生まれるのは、やはりヘンデルの女たちの遺伝子を得ているからだ。……強欲な竜王族は、聖水ではなく美しい遺伝子を諦められなかった」

　美しさの遺伝子のために憎い女性たちを何度も迎えていたなど、なんて滑稽なのか。ルードヴィヒは呆れた笑みを浮かべた。

（……だからこそ、自分の代で条約破棄をしようと決心したんだわ）

　そう思うと、それを止めようとすることが果たして正解なのか、エルナはわからなくなった。ルードヴィヒには条約破棄したい理由が明確にあるはずだ。しかし自分はどうだろう。ただの身の保身と、ヨハンと母との思い出を守りたいというだけ。そんなの、自分勝手な押し付けに過ぎない。

「俺はお前もほかの女たちと同じだと思っていた。だが、お前は俺に言ってくれたな。……竜の姿の俺を〝美しい〟と」

　ルードヴィヒはそう言われたとき思ったのだ。〝エルナだけは、ほかの女と違うんじゃないか〟と。都合のいい解釈だとわかっていながら、そう思わずにはいられなかった。

「……ルードヴィヒ様？」

　ルードヴィヒが自分へ向ける眼差しが、今までとはまるで違うことにエルナは気づく。自惚れでもなんでもない。たしかにルードヴィヒは今、エルナのことを愛おしそうに見つめていた。

「俺はあのとき……すごく嬉しかった。ありがとう」

　ルードヴィヒはそのままエルナを抱きしめる。予想だにしなかった抱擁に、エルナは心臓が飛び出そうになった。竜と同じように、ルードヴィヒの身体は少しだけ冷たい。それでも、エルナを見つめる瞳には熱がこもって、決してエルナから離れようとしない。

「初めて会った日はああ言ったが、俺は――お前の美しさは、嫌いじゃない」

「っ！」

　柔らかく微笑むルードヴィヒの笑顔を見て、エルナの顔が熱くなる。

　そのまましばらく、ルードヴィヒはエルナのことを抱きしめ続けた。ずっと求めていたものが手に入ったように、大事に大事に、エルナを自分の胸にしまいこんだ。










竜王太子からの溺愛!?




「これはどういうことなんでしょうか」

　地下室から一緒に階段を上ってきたエルナとルードヴィヒを見て、フランツは困惑していた。いったい全体、なんのこっちゃわからない。

「エルナ様、あなたはなぜ地下室へ？　こちらには近づくなと言ったはずですが、言いつけを守らなかったのですか？」

　エルナの仕事っぷりを誰よりも評価していたフランツは、エルナへの態度は好意的だった。だが、久しぶりに怒った雰囲気を醸し出している。

「も、申し訳ございません。四日前、呻き声がしたのが気になって……泥棒が侵入したんじゃないかと思ったんです」

「だったら先に、警備やほかの使用人に報告するのが先でしょう！　この王宮で、あなたがひとりで勝手な行動をするなんて、言語道断――」

「もういいだろう。フランツ」

　感情的になって、エルナに対する言葉が厳しくなるフランツを、ルードヴィヒが一歩前に出て制止する。

「これ以上エルナを怒ってやるな。勝手な行動をしたことについては、俺がすべて許すと言っている」

　そんなこと言われてないですけど！と、エルナはルードヴィヒの背後であたふたとする。

「……はい？　ルードヴィヒ様、エルナ様を庇うのですか？」

　フランツは、そんなルードヴィヒの行動が不可解極まりなかった。あんなにエルナに興味のない素振りを見せておきながら、いきなりなんなのだと。

「ああ。これからなにかあったら、俺が全力でこいつを守る」

　エルナの肩を抱き寄せ、大真面目な顔をしてルードヴィヒは言った。エルナは顔をかあっと赤く染めており、フランツはなんだか自分が悪者のように思えてきた。

「……すみません。本当にわからないので、きちんと説明をお願いいたします」

　考え込むポーズをとって項垂うなだれるフランツに、エルナはこうなった経緯を話した。四日前に地下へ行き、竜を見つけたこと。竜と友達になりたいと思い、嵐が続いたこの四日間、深夜に地下室へ通い続けたこと。そして今朝――竜の正体が、ルードヴィヒだと知ったというところまで。もちろん、フランツの悪口に似た発言をしてしまったことは伏せておいた。

「エルナは竜の姿になった俺を見ても、決して怖がることなく、歩み寄ってくれた」

（……正体がルードヴィヒ様だってわかってたら、あんなふうに馴れ馴れしく接することはできなかったけど）

　嬉しそうに話すルードヴィヒを横目に、エルナは居た堪れない気持ちになる。

「それでこんなに態度を急変したと。儀式後にエルナ様用の馬車を手配しろと言ってきたときから、なにかあったとは思っていましたが」

　フランツは話を聞いて納得したようだ。だとしても、ルードヴィヒがここまでエルナに急激に心を開くとは思わなかった。冷徹無慈悲な竜王様と周りから恐れられ、かつ崇められていたルードヴィヒも、所詮はただの男なのだと気づく。さらに、フランツはこうも思った。

（あの姿を見てそばにいてくれるなんて……ルーイ様からしたら、奇跡と思ったのかもしれない）

　フランツはルードヴィヒのいちばんの理解者だ。誰かが地下室へ来ることを、どれだけ恐れていたかはよく知っている。竜の姿を、誰にも見られたくないと嘆いていたことも。

「そういえば、エルナがこれからどうするかは俺に一任されているんだったよな」

「はい。そうですが」

　ルードヴィヒがフランツに確認しているのを聞いて、エルナは自身の置かれている状況を思い出した。

（私、絶賛ルードヴィヒ様からの指示待ち中だったんだわ）

　四日間、ルードヴィヒと会うことがなかったため、すっかり頭から抜けかけていた。いったいなにを言われるのか――エルナに緊張が走る。

「エルナ」

「は、はい」

　目を見て名前を呼ばれ、エルナの背筋がこれでもかというほどまっすぐと伸びた。声も緊張で、少しだけ上ずってしまった。

「まず、これから俺のことはルーイと呼べ」

「……ルーイ様、ですか？」

「……そうだ」

　エルナに繰り返されることにより、自然と名前を呼ばれたことで、ルードヴィヒは瞳を逸らしてほんのりと頬を染めた。名前を呼ばれたことを噛みしめているようだ。フランツはそんな光景を見て、若干引いている。こんなのは、自分の知っている気高きルードヴィヒではない。

「わかりました。えっと、よろしくお願いいたします。ルーイ様」

　エルナもまた、恥ずかしそうに頬を染めてルードヴィヒを愛称で呼ぶ。エルナはただ単に、慣れていないから照れくさいだけなのだろう。そうだとわかっていても、フランツはこの場から今すぐ去りたいと心の中で思った。

「ああ、お前ももう、エルナの前ではいつもみたくルーイと呼んでいいぞ」

　今までルードヴィヒが愛称で呼ぶことを許したのはフランツしかいない。しかも、ふたりのときしか呼ぶな、というフランツにとってはとても面倒な制限つきだった。

「……かしこまりました。ルーイ様」

「ふん」

　当然のことながら、フランツがルーイと呼んでもルードヴィヒはつーんとしている。だがあまりの対応の違いに、フランツは苛立ちを覚えた。エルナにするみたいに微笑みかけてほしいわけでは決してない、しかし、どこか癇に障ったのは事実である。

「ほかは……そうだな。エルナ、お前はここでやりたいことはあるか？」

「え？　私がしたいことですか？」

「ああ」

　これからどうするかはすべてルードヴィヒの言葉によって決まると思っていたため、エルナはこれといってやりたいことを考えていなかった。予想外の質問に首を捻って考えても、特に明確な答えは出てこない。だとすればいっそのこと――。

「今まで通り使用人と同じ仕事をして、時々お茶を淹れたりと、ルードヴィヒ様のサポートができたらいいなと考えております」

　エルナはこれまでと同じ日常を望んだ。

　正直、この一週間と少しの間王宮で過ごして、不満に思うことがあまりなかったのだ。やることがなさすぎても退屈だし、任される仕事があったほうがエルナにとってはやりやすかった。

　ルードヴィヒとフランツは、エルナの回答に面食らった様子だ。

　自ら進んで雑用を続けたいなど、普通の伯爵令嬢だったら絶対言わない。仮にも王太子妃の立場であるのだから、多少の贅沢をして、優雅に暮らしたいと思うのが妥当な考えだ。でも、エルナにはそんな考えがそもそも頭にない。だからこそ、ルードヴィヒもフランツも、エルナに自然と興味を惹かれてしまう。

「あっ、もちろん、ほかにやることがあるならなんでもします！　私は……ここに来ることを決めた時点で、覚悟は決まっていましたから」

　沈黙するふたりを見て、エルナは「現状維持など、なに甘いことを抜かしているんだ」と思われたと勝手に解釈してしまった。慌てるエルナを見て、ルードヴィヒはすぐに声をかける。

「いや。お前がしたいなら今まで通りにすればいい。それ以外の嫌なことはなにもしなくていい。というかするな。王宮外の連中がお前になにか無茶な命令をすることがないよう、俺がきちんと手を打っておく」

「実際に注意喚起しにいくのは私の役目になるんでしょうけどね」

　フランツは苦笑するが、嫌そうにはしていなかった。

「そんなこと、いいんですか？　だって私は……」

　泉の儀式を行うためだけに呼ばれた、ただの生贄のはずなのに。用が済んだら、なにをされても文句を言えない立場だと思っていたのに。

「俺はお前の夫だ。その俺がいいと言っている。よけいなことを考えるな。――だが、ひとつだけ言いたいことがある」

「……なんでしょう？」

「今後は俺のサポートを〝時々〟ではなく、〝頻繁〟に頼む。いいな？」

「……は、はい。わかりました」

「よし」

　エルナの返事を聞いたルードヴィヒは、満足げに頷いた。

（ルードヴィ……じゃなかった。ルーイ様、いったいどうしちゃったんだろう。今までとまるで別人のように見えるのだけど）

　竜である姿を見せたことにより、心を開いてくれたのか。あまりの急変ぶりに、エルナはタジタジになった。




　それから、エルナの生活は少しだけ変わった。

　これまでは王宮の掃除や庭の手入れなどが主だったが、今ではルードヴィヒのお世話をする機会のほうが多くなった。

　仕事に関するサポートはフランツが担当しているが、プライベートのことになるとエルナの出番だ。ルードヴィヒがリクエストしたお茶を淹れたり、お菓子を作ってみたり、そしてそれらを休憩時間にふたりで楽しんだりと、傍から見ると懸命に夫をサポートする良妻という図にしか見えない。

　ちなみに、嵐はあれから一度もきていない。ということは、先祖返りも起きていない。竜と友達になれたことに喜びを感じていたエルナは、竜の姿のルードヴィヒが見られなくなったことを少し残念に思っていた。




「エルナ、ちょっといいか？」

「はい。どうしましたか？　ルーイ様」

　今日も、ふたりの侍女と花の世話をしていたエルナにルードヴィヒから声をかけてきた。侍女たちは邪魔をしないよう、ルードヴィヒに一礼するとサッと後ろへと下がった。

「さっき王都へ行ってきたんだが、これをお前にやろうと思って」

　ルードヴィヒはジャケットのポケットをごそごそと探ると、青色のブローチを差し出してきた。キラキラと輝くそのブローチは、ひと目見ただけでも高価な物だとわかる。

「わあ……とっても綺麗な色……」

「エルナの瞳の色に似ているだろう？　気がついたら、手が伸びていた」

「ありがとうございます。大事にします」

　エルナは両手でブローチを受け取ると、嬉しそうな笑みを浮かべて胸元でぎゅっと抱きしめた。

「喜んでもらえてよかった。じゃあ、俺は仕事に戻る」

「はい。今日もお疲れ様です。あまり無理をなさらずに」

「ああ。一時間後くらいにお茶を持ってきてくれ」

「はい。わかりました」

　執務室へ戻るルードヴィヒに、エルナは手を振ってお見送りする。

　姿が見えなくなったところで仕事に戻ろうとすると、ふたりの侍女が食い気味でエルナに話しかけてきた。

「エルナ様、ルードヴィヒ様となにかあったのですか!?」

「儀式が終わってから、おふたりの仲がガラッと変わったと王宮内でも噂になっていますよ！　今までの王太子様は逆のことが多かったのに……あっ」

　最後の失言に気づき、侍女は慌てて自分で自分の口を塞ぐ。エルナは気にしていないというように、聞こえてないフリをしてあげた。恐らく、今までの王太子妃たちは儀式が終わると冷たくされることのほうが多かったという意味だろう。

　エルナは質問になんと答えるべきか迷う。なにもないと言えば嘘になるが、地下室の秘密を知ってしまったことを他言していいものか。ルードヴィヒが先祖返りすることなど、同じ竜人なら当然知っていることだ。しかし、エルナにそれを見られたということを、フランツ以外の者はまだ誰も知らない状況にあった。

「で、どうなんですか!?」

　なにも言わないエルナに、ひとりの侍女が遠慮なく詰め寄ってくる。エルナは誤魔化すように、人差し指を口にあてて「内緒です」と笑った。

「えぇーっ！　気になります！」

「いつか教えてくださいねっ！　エルナ様！」

　残念そうにしつつも、それ以上詮索されることはなかった。三人は持ち場に戻り、また仕事を再開した。エルナはたびたびルードヴィヒからもらったブローチを取り出しては、嬉しさを噛みしめた。

（贈り物なんて、数年前にヨハンから髪留めをもらって以来。結局アリーシャにとられちゃったけど……）

　贈り物をされる経験も、いい思い出もなかったエルナは、ルードヴィヒの何気ないプレゼントをとても嬉しく感じていた。今日はいつもより気合を入れてお茶を淹れようと、エルナは花の手入れをしながらくすりとひとり微笑んだ。




　お披露目会から二週間後のこと。

　泉の儀式のとき以来に、エルナはレーネと再会することになった。三日前にレーネから手紙が届き、王宮へ遊びに行ってもいいかと聞かれたのだ。ルードヴィヒに聞きに行くとあっさり許可をもらえ、その日は午後の仕事も休みにしてもらえた。

「エルナお姉様とまた会えるなんて幸せですわ！　今日もたくさんお喋りしましょうね」

「ええ。私も嬉しいわ。お誘いありがとう」

　お披露目会で語り合ったときと同じテラスで、エルナはレーネとお茶会の真っ最中だ。レーネが手土産として持ってきたスイーツは量がすごくて、今にもテーブルから零れ落ちそうになっている。エルナはとりあえず、いちばん近いところにあるスイーツから手に取ることにした。

「嵐がやんで、わたくし泉にもう一度行きましたの。今もものすごい賑わいですわよ。お姉様が魔法をかけて作られた聖水を、わたくしもたくさん浴びてきましたわ」

　これで厄が払えたと、レーネは嬉しそうに語っている。エルナはあれから一度も泉には行っていないが、話を聞くにきちんと使命は果たせたようだ。

「……あら、お姉様、今日はとっても素敵なブローチをされていますのね！」

　お茶会を開始して三十分ほど経ったころ、レーネがエルナが胸につけているブローチに気がついた。もちろん、以前ルードヴィヒからもらったあのブローチだ。

「どちらでお取り寄せされましたの？　わたくしも、別の色の同じブローチが欲しいですわ。そうしたらお姉様とおそろいですもの！」

　同じものを身につけたがるレーネを見て、本当に自分なんかを慕ってくれているんだなぁとエルナは嬉しくなる。

「ふふ。ありがとう。でも、私はお店を知らないの。これはいただき物だから……」

「まぁ！　こんなセンスのいい贈り物をエルナお姉様にするなんて！　……まさか、ルードヴィヒ様から？」

　察しのいいレーネに、エルナがぎくりとする。その反応を見てレーネはにんまりとした。

「なんて素敵なご夫婦なの！　さすがシェーンベルグイチの美男美女夫婦ですわ！　あのルードヴィヒ様が女性に贈り物をするなんて……やっぱり、エルナお姉様はすごいお方なんですわね」

　レーネは感動でふるふると震えている。何度愛をぶつけてもガン無視で、くすりとも笑わなかったルードヴィヒが、憧れの女性には贈り物をしている。その現実はエルナのことも大好きなレーネにとっては、ただただ尊いといえた。ルードヴィヒにもちゃんと感情があったのだと、知ることができたからでもある。

「王都の商店で買ったのかしら。わたくしも欲しいけれど、ルードヴィヒ様に申し訳ないから今回は諦めますわ。その代わり、別のおそろいのものを買いに行きましょう。エルナお姉様」

「ええ。そうね。……王都には、いろんなお店がたくさんあるの？」

　儀式の日以外で王宮の外に出たことがないエルナは、王都がどんな場所なのかレーネに問いかけた。

「もちろん！　エルナお姉様、行ったことありませんの？」

「……お恥ずかしながら」

　伯爵家にいたときも、必要以上に外出をしたことがないエルナは、閉鎖的な生活を当たり前に思っている節があった。

「じゃあ今から行きましょうよ！　この時間ならまだお店もやっていますわ！」

　レーネの突拍子もない提案で、今日の予定は急遽テラスのお茶会から王都へ遊びに行くに変更となった。しかし、勝手に王都へ行っていいはずがない。エルナはレーネに「ルーイ様に聞いてみる」と言って、テラスにレーネを残して執務室へと向かった。




「王都へ行く？」

　執務室に訪ねてきたエルナの言葉を聞いて、ルードヴィヒは走らせていたペンを止める。

「はい。レーネが誘ってくれて。……だめでしょうか？」

　エルナは無意識に眉を下げしゅんとする。そんなエルナを見て、ルードヴィヒは不覚にもときめいてしまう。

　地下室で竜の姿をエルナに褒められてからというもの、ルードヴィヒは日を重ねるたびに、エルナに惹かれることが止められなくなっていた。

「まぁ、エルナが王都に行っても特にいざこざは起きないとは思うが……」

　いくら儀式を終え用済みとなっても、夫の庇護がある王太子妃は、誰かから危害を加えられる心配はない。今まで虐げられてきた女性たちは、いわば夫に見捨てられたということだ。そのタイミングがいつなのかは、人によるのだろう。

「それに、思い返せばまだ一度も、お前にこの国を案内していなかったな」

　ルードヴィヒからすると、最初は案内をする気などさらさらなかったため、その概念自体が頭から抜けていたといえる。

「はい。私もレーネに言われるまで気づきませんでしたけど――よかったら、もっとシェーンベルグを知る機会があったらいいなと思います。……一年後には、いなくなる運命だとしても」

　最後、小声でそう言ったエルナを、ルードヴィヒは黙って見つめていた。離縁宣告をしたことについて、ルードヴィヒはこの場で触れることはなかった。

「……わかった。王都へ行く許可を出そう。その代わり条件がある」

「条件？」

　ルードヴィヒは椅子から立ち上がると、近くに放置したままだったジャケットをばさっと羽織り、口を開いた。

「俺も一緒に行く」




　十六時。シェーンベルグの王都に、一台の馬車が停まった。中から王太子であるルードヴィヒとその妻であるエルナ、そしてそんなふたりを崇拝しているレーネの三人が降りてくる。意外すぎるメンバーに、王都を歩いている貴族たちは揃って足を止めて奇異の眼差しを向ける。

「エルナ、大丈夫か？」

「はい。ありがとうございます」

　ルードヴィヒは馬車から降りてくるエルナの手を取りエスコートすると、笑顔でお礼を述べる彼女に慈しむような眼差しを向けた。かける言葉は優しくて、エルナを大事に思っていることが声色から伝わってくる。

「行くぞエルナ。気になるところがあれば遠慮せず言え。それと、俺から離れるな」

「は、はいっ！」

　ルードヴィヒはエルナの手を取ると、王都にある商店街を中心に歩き始めた。

「あ、レーネ……」

　元々レーネが案内してくれるという話だったのに、ルードヴィヒはそんなことすっかり忘れているようだ。後ろを歩くレーネが気になって振り返ると、レーネは感激した様子でエルナに言う。

「わたくしのことはお気になさらず！　美しいおふたりを一歩後ろから眺めていることが幸せですからっ！」

　レーネはレーネで、ここへ来た目的が変わっていた。エルナは自分の手を引き前を歩くルードヴィヒと、後ろをついてくるレーネを気にしながら王都を見る羽目になってしまった。

（最初に来たときも思ったけど……ヘンデルの王都よりもずっと大きくて栄えてる。活気も全然違うわ）

　たくさんの出店に、通路を歩く大勢の貴族。どこまで続いているかわからない長い商店街からは、大きな建物がたくさん見える。大国の王都の規模を目の当たりにして、エルナはなんだかわくわくしてきた。知らない場所というのは、こんなに気分を高揚させてくれるのか。

　儀式へ向かう道中は緊張もあって、ゆっくり周囲を眺める余裕などなかった。

　でも今は、街歩きを楽しむため王都へ来ている。そのため、気持ちにも余裕が生まれていた。

（しいて言うなら、右手を解放してもらえたら完全に緊張は解けるのだけど）

　ルードヴィヒに固く握られている右手を見つめ、エルナは心の中で呟いた。

「どうだ？　シェーンベルグの王都は」

「とっても賑やかで、歩いてるだけでうきうきしちゃいます。気になるものがありすぎて、逆になにが気になるかもわからないといいますか……」

「ふっ。なんだそれは。まぁ、楽しんでくれているならいい」

　エルナの楽しげな表情を見られただけでも、ルードヴィヒはここへ一緒に来た意味があったと思った。

「今の見た？　あのルードヴィヒ様が笑ったわよ」

　通路の端っこで、エルナたちを眺めていた三人の貴婦人がひそひそと内緒話をしている。しかし、喧騒に負けないよう会話しているからか、そこそこ声のボリュームが大きい。そのため、聞く気がなくても会話が耳に入ってくる。

「お披露目会のときはあんなに仲睦まじくなかったけど、お互い照れていたのかしら？」

「あんなに大事にされている王太子妃様は久しぶりに見たわ」

「でも最初だけじゃなくて？　ほら、ルードヴィヒ様のお母様のときだって――」

　母という単語が聞こえた瞬間、ルードヴィヒがぎろりと貴婦人たちを睨み付けた。

「っ！」

　貴婦人は全員黙り込み、それ以上なにも言わなくなった。まさか、ルードヴィヒに聞こえていたとは思っていなかったのか、顔はひどく青ざめている。

（……ルーイ様のお母様、なにかあったのかな？）

　異様に反応が速かったルードヴィヒを見て、エルナは思った。




　そのまま王都を堪能していると、ルードヴィヒの元に緊急で伝書魔鳥が飛んできた。

　通常便だと、この大陸では手紙を送る際に使うのは伝書鳩だ。しかし、調教された魔鳥を使うと、ものすごい速さで手紙を送ることができる。いわゆる速達便だ。

　差出人はフランツで、内容は、〝国王陛下がお見えになっています。至急、王宮へ戻ってください〟というものだ。

「なんの用だ、いったい……」

　エルナとのデートを邪魔されて、ルードヴィヒは一瞬にして不機嫌になる。無視するわけにもいかないため、ルードヴィヒは泣く泣くエルナの手を離すことになった。

「すまない。緊急事態だ。俺は王宮に戻るが、お前はあの令嬢ともう少し楽しんでいけ」

　ふたりから数メートル離れた場所にあるお菓子屋さんで、たくさんのスイーツを抱えているレーネを指さしてルードヴィヒは言った。

「わかりました。お気を付けてお帰りくださいね。ルーイ様、その……今日はありがとうございました。楽しかったです」

　ぺこりと頭を下げて、エルナは笑った。ルードヴィヒはエルナの頭を軽く撫でると、名残惜しそうにその手を離し、王宮へと戻って行った。




　その後、エルナはレーネとふたりでカフェに入った。しばらく歩きっぱなしだったため、ゆったり寛げるカフェの空間はとても安らぎを感じる。

　レーネはストロベリーティーとレアチーズケーキを食べながら、この至福の時間を楽しんでいた。

「お姉様。実は私、ルードヴィヒ様が同行されると聞いて嬉しかったのですが、残念でもありましたのよ」

「え？　どうして？」

　意外な言葉に、エルナは紅茶を飲む手を止める。

「だって、今日はお姉様と女子会だったから……わたくしがエルナお姉様を独り占めできると思って……」

（……！　レーネ、なんてかわいい子なの！）

　あんなにルードヴィヒが好きだったレーネが、今ではエルナのほうが好きになっている。

　それはエルナの絶対的な美しさももちろんあるが、それだけじゃない。複雑な立場にいるのに常に謙虚な姿勢や、前向きに頑張ろうとする姿を見て、レーネもまたルードヴィヒやフランツと同様に、エルナという人物に惹かれていた。

「ありがとう。私との時間をそんなに楽しみにしてくれていたなんて、すっごく嬉しいわ」

「当たり前です！　わたくしはその……お友達をあまり多くつくる主義ではありませんの！　自分から友達になりたいなんて思ったのは、お姉様が初めてですわ」

　元々、レーネ自体も癖が強い性格をしているせいか、あまり友達をつくるのが上手ではなかった。だから、常に優しい目をして自分の話を聞いてくれるエルナに懐くのは自然なこととも思える。

「ねぇレーネ、ひとつ相談してもいいかしら？」

　いつも聞き役に徹していたエルナが、勇気を出して話を切り出す。

（エ、エルナお姉さまがわたくしに相談を!?）

　レーネはエルナからそう言われて、驚いたと同時に嬉しかった。エルナから話題を振ってくることは初めてだったからだ。

「わたくし、なんでも聞きますわ！」

「ありがとう。あのね、私、未だに国王陛下と王妃様に一度もお会いしていないの。それって大丈夫なのかしら？　仮にも義父と義母でしょう？　一応、王太子妃として挨拶をしておかなきゃと思っているのだけど……」

　今日王宮に訪ねてきたと聞いたとき、エルナは内心チャンスだと思っていた。ルードヴィヒと一緒に、やっと挨拶ができると。だが、ルードヴィヒはひとりで王宮に戻ってしまった。エルナをその場に連れていくという選択をしなかったのだ。

「ルーイ様、私を国王陛下と王妃様に会わせるのが嫌なのかしら」

　――それとも、いずれ離縁する相手だから挨拶など必要ない？と、エルナは頭を悩ませた。

　会わなければ不都合があるというわけではない。でも、国王陛下はルードヴィヒの実の父親であり、国の最高権力者。焦らずともいつか関わる日がくるのかもしれないが、挨拶をしないことで、印象を悪くしたらどうしようという不安もあった。

「エルナお姉様は、ルードヴィヒ様のご家庭のことはどこまでご存じで？」

　いつも口元を緩ませているレーネが、珍しく真面目な顔をしている。

「どこまでって――特に、なにも聞いていないわ」

「そうなのですね。えっと、これは国のみんなが知っていることだから教えてさしあげますわ。エルナ様の前にヘンデルからきた当時の王太子妃様は、十五年前に亡くなってるんですの。今の王妃様は、側室だった竜人令嬢です」

「えぇ!?」

　前の加護持ち女性がどうなったかを知らなかったため、エルナはその事実をとても驚いた。現在の正妻は側室だということにも。自らの父親と重なって、国王陛下の見る目が変わってしまう。

「……なぜ亡くなってしまったの？」

「それはよくわからないんですけど……噂では〝悲劇の繰り返し〟だと」

「悲劇の繰り返し？　それってどういう意味？」

　レーネは口をつぐんだまま、気まずそうに視線を逸らした。詳しくは言えない、という合図なのか。エルナはレーネの気持ちを察して、追及したくともすることを諦めた。




　陽が落ちる前に、エルナは迎えの馬車に乗って王宮へ帰ることにした。レーネはレーネで、王都にある公爵家の屋敷へ帰って行った。

　玄関に足を踏み入れたところで、ちょうどルードヴィヒと、ひとりの大きな身体をした男性と出くわす。

（あれ……この人ってまさか）

　顔を見ると、瞳の色と髪の色がルードヴィヒと同じだった。放つオーラの近寄りがたさまでもが似ている。

　年齢は五十歳くらいだろうか。しわや髭が年齢を感じさせるが、それでも整った顔立ちをしている。だが、顔に疲れが出ているようにも見えた。背はルードヴィヒよりも数センチ低いが、体格はがっしりとしている。エルナはこの人が国王陛下なのだとすぐに悟った。

「……ああ。君がルードヴィヒの妻か」

　向こうもエルナの視線に気づいてか、エルナのほうへ目を向ける。すぐにヘンデルに嫁いできた女性だとわかったのだろう。

「初めまして。このたびルードヴィヒ様の妻となりました。エルナ・アーレントと申します」

　エルナはすぐさま立ち止まり、その場で国王陛下に挨拶をした。

「ほう。これはまたとびきり美しく、教養のありそうなご令嬢様じゃないか」

　なめるような視線が全身にまとわりつく。品定めされているようで、気分がいいものではないが我慢する。

「……ルードヴィヒが私と同じ目に遭わなきゃいいがな」

　吐き捨てるように、国王陛下はエルナを見て言った。

「やめろ。エルナはあの人とは違う」

　見るに堪えなくなり、ルードヴィヒはエルナを庇うようにふたりの間に入った。

「そんなに睨むな。今溜まっている仕事が片付けばお前に王位を継がせる。そこからは好きにしたらいい。私も国王の座から退いたら、この王宮に二度と来ることはない。……嫌なことを思い出すからな」

　怖い顔でそう言うと、国王は足早に王宮から出て行った。ピンと張りつめていた空気が次第にやわらいでいく。エルナもやっと、うまく呼吸ができるようになった。

「大丈夫か。エルナ」

「はい。特になにかされたわけではありませんから」

「……あいつは酷い男なんだ。できるだけ関わるな。いいな」

　ルードヴィヒに命令口調で言われ、エルナはわけもわからず頷くことしかできなかった。最近優しかったこともあり、こんなに怖い顔をしているルードヴィヒを見るのは久しぶりだった。




　その日の夜。

　ルードヴィヒはフランツとふたりで執務室に籠っていた。国王が置いていった大量の書類を片付けるために、フランツの手を借りていた。

「まったく、こういった仕事は絶対エルナ様にやらせないんですから」

「エルナがわかることじゃないだろう」

「判を押すくらいなら彼女もできるでしょう。……突然甘やかしすぎなんですよ。ルーイ様は」

　まぁ、だからといって調子に乗らないのが彼女のいいところですが。と言って、フランツはルードヴィヒが目を通した書類一枚一枚に丁寧に判を押していく。

「それと――前王妃様のことを、エルナ様に話す気はないのですか？」

　前王妃とは、ルードヴィヒの実の母親のことだ。

　フランツは今日、国王陛下とエルナのやり取りを離れたところから目撃していた。

「……どうするかな」

　ため息をついて、ルードヴィヒは言った。煮え切らない返事だ。

「……ルーイ様、ひとつ確認したいのですが」

「なんだ。手短に頼む。俺は忙しい」

　なにか言いたげな様子だったが、フランツはなにも言わなかった。代わりに、判を押す手に急に力が入ったように見えた。

「条約破棄と離縁については、このままの方向で進めるんですよね？」

　フランツにとって、これは大事な意思確認だ。最近のルードヴィヒを見ていると、どうもそんなことを忘れているようにも見える。ちゃんとヘンデルともエルナとも縁を切る気があるのか、確認しておきたかった。それによって、今後の自分の動き方も変わってくるからだ。

「……そのことについてだが」

「はい」

「最近、考えが変わってきた」

「……だと思いましたよ。ま、いいんじゃないですか？　エルナ様は仕事もできますから、私としても国に置いて損はないかと。あなたも一緒にいたいのでしょう？」

　一応質問したものの、フランツはすべてを見透かしていたかのようだ。フランツはエルナを国外追放することを早い段階から惜しんでいたため、ルードヴィヒの考えが変わったことを特に責めたりはしなかった。

「じゃあ、条約破棄のみ進めるという方向でよろしいですか？　条約破棄についてはいろいろ進めておりますし――」

「待て。それについてだが……条約破棄することを、エルナはたぶんあまりよく思っていない」

　ルードヴィヒは、初夜に話したときのエルナの表情を思い出していた。あの日、これから自分がしようとしていることを伝えると、エルナは焦り、そしてとても暗い顔を浮かべていた。

「きっと、ヘンデルに大切な人がいるんだろう。強力な後ろ盾がなくなったら国がどうなるか心配しているんだと思う。……あいつは優しいからな」

「つまり、エルナ様が大事にしているヘンデルをこのまま守ってやってもいいと思い始めたと？」

「……」

　図星をつかれ、ルードヴィヒは黙り込む。あんなにヘンデルと関係を断つと言い切っていたのに、エルナに恋心を抱いたことによってその考えが揺らいできたのは事実だった。

　恋というものが人に与える影響はどんなものより大きいのだと、ルードヴィヒは身をもって、フランツもまた、ルードヴィヒを見て思い知る。

「勝手に自分でいろいろ決めて、今度は自分で意見を覆すのだから困ったものですよ」

　フランツは呆れ笑いを浮かべた。しかし、現状維持を選択することは決して悪い選択ではない。むしろ条約破棄を成立させ、ヘンデルに後ろ盾がなくなることのほうが、大陸上のパワーバランスが大きく崩れて厄介なことが起こる可能性が高くなる。現状維持するほうがよけいな仕事も増えまいと、フランツは優柔不断になったルードヴィヒのことをポジティブに捉えることにした。

「そうと決まれば、早くその旨を伝えたほうがいいのでは？」

「ただ、まだ覚悟が決まっていない」

「……覚悟？」

「ああ。もし万が一、これからエルナを失うことになったら――。俺にはヘンデルを守ってやる理由がなくなる」

　ルードヴィヒが条約破棄をするかしないかは、エルナにかかっていると言う。

「エルナ様の未来はあなたが握っているのだから、ずっとそばに置いておけばいいでしょう。エルナ様はルーイ様のことを嫌っているようには見えませんし」

「それは最初からそのつもりだ。俺から手放す気なんてない。でも――あいつが自ら、俺の元を去ることがあったなら……俺は……」

「お、落ち着いてくださいルーイ様！　エルナ様に限って、悲劇の繰り返しは起こりません」

　過去のとある出来事を思い出し、なにかに怯えだすルードヴィヒを、フランツが慌てて宥める。

「……エルナが俺から離れないという確信が持てたら、全部の考えを改める」

　結局、この場で考えはまとまらなかった。ルードヴィヒは依然、迷ったままである。

　自分がどんなに地下室の一件からエルナに惹かれていたとしても、エルナが自分に惹かれているようには思えなかった。なんなら、竜の姿のほうが好きなんじゃないかと思うくらいだ。しかしそれでは困る。先祖返りはいずれなくなるからだ。

「ルーイ様、昔あなたにした質問を、再度させていただいてもよろしいでしょうか？」

「……なんだ？」

「アーレント伯爵家について、もう一度調べ直しましょうか？　もっと、深いところまで」

　フランツは妖しげに微笑む。前は即座に首を振ったこの質問に、果たしてルードヴィヒはなんと答えるのか。

　人の家庭の事情を勝手に探ることはしたくない。それはルードヴィヒの本心だ。だが――。

（知りたい。もっと、エルナのことを。なぜあんなに家事ができるのか。どうやって生活してきたのか。そして――ヘンデルにある、あいつが守りたいと思うものはなんなのか。俺はこの目で確認したい）

　一度抱いたその思いはどんどん膨れ上がる。こうなると、もう答えは決まったも同然だ。

「……調べ直しはいい。直接確認すればいいだけだからな」

「と、いいますと？」

　まさか、とフランツは思ったが、そのまさかだった。

「俺は一度、エルナと一緒にヘンデルに行く」










声に出せない思い




　ルードヴィヒが唐突にヘンデルへ行くと言い出してから僅か三日後、その言葉は現実のものとなった。

「では行ってきます。フランツさん」

「はい。お気を付けて」

「王宮のことはお前に任せたぞ」

「……御意」

　――なぜ私は留守番なのかと、フランツは頭を下げて、地面を見ながら不満を思い切り顔に出す。しかし、すっと顔を上げると、そこにはいつもの営業スマイルを浮かべたフランツがいた。

（私を残さないとシェーンベルグが心配なのはわかりますがね。……はぁ。仕事人のエルナ様を育てたアーレント家の実態、この目で確かめたかった）

　心残りを抱えたまま、フランツは朝日が昇ったばかりの空の下で、馬車で駆けていくふたりを見送った。

「ルーイ様、あの、驚きました。急にヘンデルに行くなんて……」

　馬車の中で、エルナからルードヴィヒに話しかける。今までシェーンベルグに嫁いだ者が、ヘンデルに一時的にでも帰省した事例は一度もない。これは、異例の出来事といえた。

「夫になったのだから、お前の家に挨拶に行くのが礼儀だろう」

「え、いや……普通はそうなのかもしれないですが」

　エルナとルードヴィヒの結婚は、普通ではない。故に、普通ではないことの連続だった。（というかもう、普通の結婚がどんなものかわからない！）

　エルナの頭はそれくらい混乱してるのに、いきなり普通を持ち出されては更にこんがらがってしまう。

（一応フランツさんがアーレント伯爵家に連絡を入れてくれたみたいだけど――みんな、ものすごく驚くだろうな。だって、シェーンベルグの王太子が直々に出向くなんて前代未聞だもの）

　馬車に揺られながら、エルナは来たときと同じように窓から景色を眺める。まさか、もう一度この景色が見られるとも、ヘンデルへ帰ることができるとも思っていなかった。

「あまり嬉しそうにしていないな」

「えっ？」

　向かいの席で足を組んで座っているルードヴィヒは、じっとエルナを見つめてそう言った。

「一時的にでも実家に帰れるんだぞ。家族にだって会える。それなのに、あんまり喜んでいるように見えない」

「そ、そんなことないです。楽しみで、緊張しているだけです」

「……そうか」

　きっと、ルードヴィヒはエルナがその場しのぎでついた嘘だと見抜いている。だが、エルナがそう言うのなら、そういうことにしておこうと思っているようだ。

（言われて気づいた。私、ヘンデルへ帰ることが全然楽しみじゃない。むしろ――）

　シェーンベルグで過ごす今のほうが楽しいと、エルナは気づいてしまった。

（あんなに〝行ったら終わり〟と言われていた場所が、自分にとって居心地のいい場所になるなんて……前に馬車を走らせていたときには、思ってもみなかったわ）

　複雑な心境のまま、馬車はふたりを乗せて着実にヘンデルへと進んでいった。




　次の日の午後。国境を越えて、エルナはヘンデルへと戻ってきた。

　山道を越えて、王都へ行けばアーレント伯爵家がある。ヘンデルは小国のため、国自体はそんなに広くない。あっという間に、馬車は目的地へたどり着いた。

　御者によって扉が開かれる。見慣れた屋敷が、エルナの目に飛び込んできた。二度と帰ってこられないと思ったアーレント伯爵家が、すぐ目の前にある。なんだか不思議な感覚だった。夢を見ているようにも思える。

「ここがエルナの育った場所か……。空気が澄んでいて、いいところだな」

　さらに、隣にはルードヴィヒがいるのだから。やっぱりこれが現実だなんてありえない。

　髪をなびかせて、隣で目を閉じるルードヴィヒに見惚れながら、エルナは思った。

「……エルナ！」

　すると、少し離れた物陰からエルナの父親であるアーレント伯爵が姿を現した。後ろに続くように、アリーシャも顔を出している。

　ふたりの変わらない元気な様子を見て、エルナはどこかでほっとしていた。どんな仕打ちを受けていたとしても、家族であることに変わりはない。元気でいてくれるなら、別にそれだけでいいのだ。

（こんなふうに思えるのも、今の生活のおかげかもしれない……）

　仕事は楽しく、ルードヴィヒにも大事にされ、レーネという妹みたいな友達もできた。不満やストレスとは無縁の生活を送れているおかげで、エルナに心の余裕が生まれていた。

　ぼーっとそんなことを考えていると、アーレント伯爵が手招きをして、エルナにこっちへ来るように指示している。

　未だに目を閉じて、ヘンデルの空気を体内に取り込むよう大きく深呼吸をしているルードヴィヒに声をかけようとすると、伯爵がジェスチャーをして全力で止めた。どうやら、ひとりでこっちに来いと言っているようだ。

　突然訪れたから、なにか緊急事態でも起きたのかと考えたエルナは、ルードヴィヒが目を閉じているうちに、さっと小走りでふたりのところへ移動する。

「おい、いったいどういうことだ。急にルードヴィヒ王太子と挨拶に来るなんて――こんなことになるなんて私たちは聞いてないぞ！」

　アーレント伯爵は軽くパニックになっているのか、再会を喜ぶこともなくエルナに詰め寄った。

「……そう言われましても、私だって聞いてなかったですし」

　事実を告げるエルナに、今度はアリーシャが怒りを露あらわにして、エルナの両肩を揺さぶる。

「言い訳はいらないわお姉様！　こっちは迷惑なの！　というか、ヘンデルの国民みんなが恐れているわ。あのルードヴィヒ王太子が来るだなんて……！　挨拶なんていらないから、さっさと連れて帰っ――」

「俺を無視して家族会議か？」

　黙って見過ごしていたルードヴィヒが、エルナに詰め寄るアリーシャの背後から声をかけた。アリーシャはビクッと大きく肩を跳ねさせると、掴んでいたエルナの両肩から手を離す。

「ル、ルードヴィヒ……さま……！」

　恐る恐るアリーシャは振り向いた。どんな怖い顔で見下されているのかと思ったら、そこに立っていたのは、見たこともないほど美しい青年だった。

「……っ」

　言葉が出ず、アリーシャは息をのむ。急激に顔が赤くなったかと思うと、またエルナのほうを向いてアリーシャは嘆いた。

「お姉様、こんなかっこいい人と結婚したの!?」

　かなりの美形だと噂で聞いてはいたが、これほどまでとは思っていなかったようだ。

「こ、これはこれはルードヴィヒ様。アーレント伯爵家へようこそいらっしゃいました。無視したなど滅相もございません。ただ、挨拶をする前にエルナに確認したいことがありまして……」

　アーレント伯爵は無理やり笑顔を作り、言い訳を並べてルードヴィヒに媚びへつらった。アーレント伯爵もルードヴィヒを美しく思ったが、それ以上に次期竜王が我が家の敷地内にいることが恐ろしすぎて、もはや恐怖しかなかったのだろう。

「確認というのは？」

「いやいや。もう終わりましたので。立ち話もなんですから、どうぞ中へ。おいしい食事もご用意しておりますので、全力でおもてなしさせてください」

「気を遣うな。長居する気はない」

　そう言われて、伯爵が内心ほっとしたのは内緒である。なんなら今すぐ帰れと、胸中で毒を吐いたこともだ。




　屋敷内の応接室に通されたエルナとルードヴィヒは、伯爵とアリーシャと向かい合うように指定された場所に座った。

　エルナは運ばれてきた紅茶の湯気を見つめて、肩身が狭そうに縮こまっていた。実家に戻ってきたのに、この居心地の悪さはなんなのか。応接室などほとんど使っていなかったため、あまり実家に帰ったという感覚もない。

「申し遅れました。私がエルナの父親のマヌエル・アーレントと申します。この度は、我が娘エルナとご結婚いただき、誠にありがとうございます」

「エルナお姉様の妹のアリーシャと申します。先ほどは大変失礼いたしました。姉がいつもお世話になってますぅ。ルードヴィヒ様が来ると聞いて驚きましたが、すっごく楽しみにしてました！」

　堅い挨拶をする父親と逆に、満面の笑みと猫撫で声でアリーシャはルードヴィヒに挨拶をした。予想外に自分のタイプだったため、エルナの夫ということも無視して女を出しまくっている。そんなアリーシャを見ても、エルナは動じることはない。彼女がそういう人物だということは、重々承知済みだ。

「ああ。こちらこそ急に押し掛けてすまない。シェーンベルグ国王太子、ルードヴィヒ・シェーンベルグだ。この度は、こんなに素敵な女性を我が妻として迎え入れられたこと、大変感謝している」

　ルードヴィヒは立ち上がると、丁寧に頭を下げてまた椅子に座り直した。その立ち振る舞いに、アーレント伯爵とアリーシャは呆然としている。お礼を言われるなど思っていなかったし、冷酷無慈悲のイメージとはちょっと違う。

「エルナ！」

　すると、突然応接室の扉がバンッと勢いよく開かれた。

「……ヨハン!?」

　駆け込んできたのは、エルナの幼馴染であるヨハンだった。エルナは驚いて、扉の入り口まで早足で歩み寄る。

「どうしてここに!?」

「エルナが帰省するって聞いて……」

　どうやらヨハンは、話を聞きつけて屋敷までエルナに会いに来たようだ。

「……久しぶりだなエルナ。元気そうでよかった。本当に」

　呼吸を整えて、ヨハンは安堵の笑みを浮かべる。

「ヨハンこそ。心配してくれてありがとう。私は楽しくやっているわ」

　再会の喜びを噛みしめるヨハンを見て、自然とエルナにも笑みがこぼれる。

「おい。こいつは誰だ」

　見知らぬ男がエルナと仲良くしているのを見て、ルードヴィヒも席を立つとエルナの隣に並んだ。

「幼馴染のヨハンです」

　エルナは笑顔でヨハンをルードヴィヒに紹介する。

「は、初めまして」

「……ほう。幼馴染か」

　ヨハンはエルナしか見えてなかったようで、急に視界に飛び込んできたルードヴィヒにたじろぐ。ルードヴィヒは緊張で固まるヨハンを興味深そうにじーっと見つめると、見せつけるようにエルナの肩を抱き寄せた。

「エルナの夫、ルードヴィヒだ。よろしくな」

　ふんと優越感を見せつけるように鼻で笑うルードヴィヒを見て、ヨハンはむっとして眉間にしわを寄せてしまった。

「ルーイ様、彼はアリーシャの婚約者なのです」

　不穏な空気を察したエルナがルードヴィヒに言う。

「ん？　ああ、そうなのか。だったらよけいな牽制は無用だったな。ヨハン、お前は婚約者の隣に座るといい」

　ルードヴィヒはエルナの肩を抱いたまま、自分たちの席へ戻った。

　ヨハンは言われるがまま、アリーシャの隣に腰掛ける。アリーシャはアリーシャで、こっそりエルナを睨み付けていた。ルードヴィヒの前で、ヨハンが婚約者だということを言ってほしくなかったのかもしれない。

「ゴホンッ！　少々よけいな時間を挟んでしまいましたが……今回はどういったご用件で？」

　アーレント伯爵は話を仕切り直すためわざとらしい咳払いをすると、本題を促し始めた。

「ああ。妻の家族に挨拶をしたかったのと――エルナが今までどうやって過ごしていたのかを知りたくてな。それを参考に、シェーンベルグでも快適な生活を送ってもらおうかと」

　ルードヴィヒの言っていることは建前だが、それを知っているのはこの場にいないフランツだけだ。

（……ルーイ様、私がここでいい暮らしをしていなかったことに気づいてる？）

　そう思い、エルナに焦りが生まれた。そんなことは、エルナに直接聞けばいい話だ。敢えてここまで来たということは、自分の目でなにかを確かめようとしているのだとエルナは感じる。ルードヴィヒが無駄なことをしない人だということは、一緒に過ごしてわかっていた。

（知られたく――ない。虐げられていたなんてことがバレたら、どう思われるか）

　同情もされたくなければ、否定されるのも怖かった。このまま知られることなく、今の生活を続けたい。

「お姉様はここでアーレント伯爵家の名に恥じないよう立派な教育を受けて、空いてる時間は私と一緒にお出かけしたりと、それはもう充実した日々を送っておりましたわ。ね？　お姉様」

　一瞬静まり返った空気で口火を切ったのはアリーシャだった。ぺらぺらと嘘を吐き続ける彼女に、エルナは今だけ感謝する。

「え、ええ。そうね。毎日楽しかったわ」

　実際は、アリーシャとお出かけしても荷物持ちだったが。

「そうか。彼女はまるで使用人がやるような仕事も難なくこなしていたのだが、それも伯爵家の教育というやつか？」

「あー……そうですとも！　エルナは特に、花嫁修業に力を入れておりましたからな！　はっはっは！」

　痛いところを突かれると、すかさずアーレント伯爵が大きめの声でうまく誤魔化す。ヨハンは「よく言うよ」と呆れていたが、話を合わせるエルナを見ると、口を挟む気にならなかった。

「それにしても――お姉様は、ずいぶんルードヴィヒ様と仲がよろしいのですね。ちょっと意外でしたわ。聞いていた話と違ったので」

　笑顔を絶やさずとも、棘のある言い方でアリーシャは言う。本来なら、エルナはシェーンベルグで居場所をなくし、冷徹無慈悲のルードヴィヒに身も心もずたぼろにされているはず――ヘンデルに残った者はみな、そう思っていた。

　しかし蓋を開けてみればどうだろう。ルードヴィヒは常にエルナを優しくエスコートし、挨拶のために屋敷にまで訪れた。エルナの表情も、ヘンデルにいたときより明るくなっている。アリーシャがそれを見逃すわけがない。

「お前たちはエルナを生贄として差し出したのに、違う結果になって不満か？」

「い、いえ！　そういうことを言っているわけでは……」

　ルードヴィヒはアリーシャの人間性をこの短時間で見抜いていた。図星をつかれて、アリーシャの猫かぶりも崩れてくる。

「あ、じゃあ質問を変えましょう。ルードヴィヒ様は、お姉様のどんなところがお好きなのですか？」

　場の空気を変えるために、アリーシャはすかさず、ルードヴィヒに考えさせるような質問をした。

「エルナの好きなところ？――そうだな」

　ルードヴィヒはエルナをじっと見つめる。

（アリーシャったら、みんなの前でなにを聞くのっ！　ルードヴィヒ様だって困ってるじゃない。私がなんとかしないと――）

　エルナがどうにかまた別の話題に持っていこうとおろおろしていると、ルードヴィヒの手がエルナの長い髪を優しくさらりと撫でた。

「こんなに美しくありながら優しく謙虚で……なにより、こんな俺のことを怖がらずに受け入れてくれた。嫌なことを我慢しているときに見せる眉を下げる笑顔も、好きなことをしているときに見せる自然に溢れる笑顔も……泣き顔と怒り顔はあまり見たことがないが、とにかく俺は、エルナのすべてを愛らしく思う」

　盛大にのろけたと思ったら、極めつけにエルナの髪を一束取って、ルードヴィヒはそれに唇を寄せた。

「……っ！」

　エルナは赤面し、周りはそんな光景にあっけにとられる。そんななか、ルードヴィヒひとりだけが、満足げに笑みを浮かべた。

「よ、よくわかりましたわ！　ルードヴィヒ様は権力もおありで容姿も完璧でありながら、加えてとてもお優しいだなんて……非の打ち所がありませんわね。逆に、苦手なことはあったりするのですか？　完璧なルードヴィヒ様の弱点、とっても気になります」

　エルナとルードヴィヒだけを包む甘い雰囲気をかき消すように、アリーシャは新たな質問を投げかけた。

「俺に弱点？　……あるぞ」

　少し考えたあと、ルードヴィヒは隠すことなくはっきりと言う。

（ルーイ様の弱点って、たぶん、嵐や大雨のこと――よね？）

　今はどう思っているかわからないが、先祖返りすることに抵抗があるルードヴィヒの弱点はそれくらいしか思い浮かばない。

「それはなんなのか、教えてはくださらないですよね？」

　アリーシャの質問に、ルードヴィヒが答えることがなかった。返事をする代わりに、紅茶をすする音だけが部屋に響く。

「……さてと。ヨハン、ちょっといいか」

　カップをテーブルに置くと、ルードヴィヒは意外にも今まで場を静観していたヨハンに声をかけた。

「えっ、僕ですか？」

　当の本人も、指名されたことに驚きを隠せない。

「ああ。よかったら、外でふたりで話さないか？」

「はい。僕は大丈夫ですが……」

　ヨハンはエルナをこの場に残すことが心配なのか、ちらりとエルナに目線をやった。もちろん、ルードヴィヒも同じ気持ちだ。だが、どうしてもヨハンとふたりの時間を設けたかった。

「エルナ、俺は一旦この場を離れるが大丈夫か？」

「はい。……ふふっ。大丈夫に決まってるじゃないですか。ここは私の家なんですから」

　不安がひとつもないといえば嘘になるが、心配かけないように、エルナは冗談交じりに笑ってみせる。

「話が終わったらすぐ帰ってくる」

　安心させるようにエルナの髪をするりと撫でると、ルードヴィヒはヨハンと一緒に応接室を出て行った。

　ふたりの足音が完全に聞こえなくなるまで、無言の状態が続く。そしてルードヴィヒが遠くへ行ったことを確認すると、アーレント伯爵とアリーシャの顔色が途端に険しくなった。

「エルナ――お前、どんな手を使ってルードヴィヒに取り入ったんだ？」

「……え？　どんな手って。私は特になにも」

「ありえないわ！　お姉様があんな素敵な人から愛されているなんて！　これじゃあ話と違うじゃない！　ルードヴィヒ様は中身が最悪で、妻になったら終わりなんじゃなかったの!?」

　我慢しきれず、アリーシャは声を荒げた。ずっと下に見続けていた姉が、一国の王太子から愛され、自分より大きな幸せを掴もうとしていることが、アリーシャには許せなかったのだろう。

「どうせ色目でも使ってたぶらかしたんでしょう!?　汚らわしい女……そうよね。きちんと整えてさえいれば、見た目だけは美しいものね」

　アリーシャとて、エルナが美人だということには昔から気づいていた。劣等感を抱くほどに。だからこそ、素顔が見えないようわざと髪を切らせなかったりしたのだ。

「私はそんなことしていないわ。勘違いよ。ルーイ様が私を愛しているなんて」

　周りから見たらどう見ても寵愛を受けているくせに、自覚のないエルナにアリーシャの苛立ちは増していく。

「エルナ、お前は私たちが送った手紙を無視し続けたな。あれはどうしてだ？」

（手紙……？　あっ！）

　アーレント伯爵に言われ、エルナは手紙の存在を思い出した。途中までしか読まずにいた手紙のことを。

「ご、ごめんなさい。読む余裕がなくて」

「まさか読んでいないのか？　……はぁ。怒りを通り越して呆れるな」

　アーレント伯爵は額に手を当てると、ため息と共に背もたれにずるりともたれかかった。

「あれにはお前を助ける術をきちんと書いてやったというのに」

「……私を助ける？」

「そうよ。あれはお姉様がルードヴィヒ様の弱点を手に入れれば、ヘンデルへ帰ってこられるっていう内容の手紙だったのよ」

　髪をかき上げながら、めんどくさそうにアリーシャは言った。

（あの手紙にそんなことが？　でも、いったいなんのために？）

　頭の中でいろんな思惑がぐるぐると巡る。本当に助ける気があったとは、目の前のふたりを見て到底思えない。もし手紙の差出人がヨハンだったなら、また受け取り方は違っていただろう。

「なぜルードヴィヒ様の弱点が必要なのですか？」

「私たち家族のため――ヨハン様のためでもあるわ」

　そう言われると、心が動く。ヨハンに恋心を抱いてはいないが、大事に思っていることはたしかだ。

「で、お姉様は知ってるの？　完璧な竜王太子様の弱点。……言いなさい」

　アリーシャに上から思い切り迫られて、エルナはずっとアリーシャの言いなりだったころの自分が蘇ってしまった。

「……たぶん、嵐や大雨のことだと思うけど」

　体に刻まれた習慣は、簡単に消えてはくれない。気づいたらエルナは、自分の考えるルードヴィヒの弱点を口走っていた。

（あくまでも私の予想だもの。本当の弱点がほかにあるのなら、私は知らない）

　このとき、エルナはルードヴィヒを裏切ってしまった気がして、とても胸が痛くなった。妹に逆らえない情けない自分を心底嫌になりながらも、どうすることもできないでいた。




「終わったぞ」

　思ったよりも早く、ルードヴィヒとヨハンが応接室に帰って来た。

（ふたりはなにを話していたんだろう）

　エルナは気になったが、自ら聞くことはできなかった。

「用は済んだし、帰るぞ。エルナ」

「えぇっ!?　ルードヴィヒ様、もうお帰りになられるのですか!?」

　アリーシャがエルナより先に返事をする。ふたりが屋敷へ来て、まだ一時間ほどしか経っていない。アーレント伯爵は早くふたりに帰ってほしがっているが、アリーシャはまだルードヴィヒと話したい気持ちがあった。

「お食事もされていませんし、もう少しいてはどうですか？　私、もっとルードヴィヒ様とお話がしたいですわ」

「久しぶりに再会する家族のエルナより、俺と話すのが優先か？」

「……え、えーっと、お姉様と話したいのは言わずもがなといいますか」

　どんなに媚びを売ってもルードヴィヒには効かない。綺麗に跳ねのけられ、今までこんな経験がなかったアリーシャの顔は引きつる一方だ。

「でも、たしかにせっかくここまで来たのにもったいない気はしますが。僕はエルナとの再会をまだ楽しみたいし、今日くらいここに泊まっていけばよいのでは？　ね？　エルナも久しぶりの実家なんだし、羽を伸ばしていきなよ」

「ヨハン……でも」

　ヨハンに微笑まれ、エルナは戸惑った。ヨハンの気持ちは嬉しいが、正直エルナもここに長居したいと思えなかった。どちらにせよ、決定権はルードヴィヒにある。

「だめだ。今回はもう帰る。――エルナ、ちょっといいか？」

　ルードヴィヒは誰にも見えないように、エルナにフランツから届いた手紙を見せる。ジャケットの胸ポケットに忍ばせていたようだ。

「今日、これが伝書魔鳥で俺のところに届いた」

　その手紙には〝天気の異常事態発生。ヘンデルは夕刻から雨の模様。次第にひどくなる。早めに戻るべし〟と書かれていた。

「さすがにここで先祖返りしては隠れる場所がない。ヘンデルで大騒ぎになる。……俺の魔力で天候を操ればいいのかもしれないが、あまりよけいな魔力と体力を消費したくない」

「それは大変です……！　天気が荒れる前に、シェーンベルグに戻りましょう」

　こそこそと内緒話をするふたりを見て、残りの三人は不思議そうに顔を見合わせる。

「お父様、アリーシャ、ヨハン。私たちは帰ってやらなくてはならないことがあるので、今日は失礼します。会えて嬉しかったです。では！」

　ルードヴィヒと一緒に早々と退散しようとするエルナに、ヨハンは食い下がる。ここで諦めては、次いつ会えるかもわからない。

「予報だと、今から天気が荒れるみたいなんだ。土がぬかるんで馬車移動は大変だと思うし、今日は泊まったほうが得策――」

「いいや。なんと言われても帰らせてもらう」

　ヨハンは雨が降ることを知っていた。が、ふたりが帰りたがっている原因がその荒れる天気のせいだとは知らなかった。説得も虚しく、ルードヴィヒに一刀両断される。

「ごめんねヨハン。きっとまた会えるから」

「……わかった」

　困った顔をしたエルナに言われてしまうと、これ以上無理強いはできない。

「邪魔したな。見送りはいらない」

　ルードヴィヒは応接室に三人を残したまま、エルナの手を引いてアーレント伯爵家をあとにした。




　馬車に乗り帰路につくふたりだったが、やはり予報通り、雲行きが怪しくなってきた。馬車を走らせて二時間ほど経てば、雨はかなり強くなっていた。御者が言うには、大雨は確実だが嵐は逸れたらしい。それを聞いて、エルナはほっとする。

（ルーイ様、大丈夫かしら。さっきから苦しそう）

　ルードヴィヒは額に汗をかき、具合が悪そうにしている。

「ルーイ様、横になられたほうがいいのでは？」

　馬車の中はじゅうぶんな広さがあったため、エルナはルードヴィヒを寝かせようと試みる。

「あ、ああ。そうだな……」

「私がお手伝いをします」

　身体をふらつかせるルードヴィヒを見て、エルナは立ち上がりルードヴィヒの近くへ移動した。横になる手伝いをするため身体に触れようとすると、ルードヴィヒはその手を拒否する。

「や、やめろ。触るな」

「ご、ごめんなさい……！　つらそうだったからつい」

　軽率に触れていい相手ではなかったと、エルナは眉を下げてひとり反省する。

「いや、違う……謝らなくていい……お前に触れられるのが嫌とかじゃなくて……」

「……ん？」

　ルードヴィヒが訂正していると、エルナの目に妙な光景が飛び込んできた。ルードヴィヒの頭の両サイドから、尖った竜のツノが二本生えていたのだ。ついでに、お尻からは服を突き破り、尻尾らしきものが生えているように見える。

「ルーイ様、あの、これも先祖返りっていうやつでしょうか？　……初めて見ました」

　完全に竜となったルードヴィヒを見たことがあるが、身体の一部が竜化したのを見るのは初めてだ。竜の血が濃いルードヴィヒは、ほかの竜人たちより先祖返りする確率が高い。大雨程度でも、ここまで竜の要素が露になってしまう。

「ああ、やっぱりこうなったか。……はあ。中途半端に先祖返りしている情けない姿を、お前に見られたくなかったのに」

　先祖返りが起きてしまったことに気づいたルードヴィヒは、右手で顔を覆ってため息をつく。先ほど触られて拒否反応を示したのは、エルナに近くで先祖返りした姿を見られたくなかったためだった。

（シェーンベルグで嵐が起きた時も、みんな先祖返りした箇所を隠してた）

　竜人たちが、よほど先祖返りした姿にコンプレックスを抱いているのがわかる。しかし、エルナはそれがどうしてかわからなかった。頭からツノを生やし恥ずかしそうにしているルードヴィヒは、エルナにはとてもかわいらしく、愛しく見えたのだ。

「ルーイ様――触ってもよろしいですか？　その、ツノに」

「……？　別にいいが。これに触れたいとは、やはりお前は変わったやつだな」

　竜になった俺にも躊躇なく触れてきたしな。と、ルードヴィヒは思い出し笑いをする。エルナはそっと手を伸ばし、絹のようにサラサラなルードヴィヒの髪から生えているツノに優しく触れた。先の尖ったツノは、見た目通りとても硬い。

（生え際を触ると柔らかい髪とツノの硬さの両方が楽しめて、なんかくせになっちゃいそう……）

　夢中になって、エルナはさわさわとルードヴィヒのツノを優しく撫で続ける。

「……くすぐったいな。エルナに触られていると思うと、変に意識してしまって、いつもよりツノが敏感になってるような気が……」

「あっ、ごめんなさい！　……嫌、ですか？」

「いいや？　好きなだけ触ればいい。お前になら、なにをされてもいい」

　見られるのすら恥ずかしがっていたルードヴィヒが、完全にエルナに身を委ねた。

　横たわるルードヴィヒを、上から覗き込むようにして耳に触れる。

「下から見るお前もかわいいな」

　ルードヴィヒはエルナがしたのと同じように、優しくエルナの髪に触れる。

「ちょっ……ルーイ様……恥ずかしい、です」

「お前だって俺に同じことをしているだろう。お互い様だ。俺もお前に触れたい」

　髪を撫でる手はするりと耳に移動して、そして頬から唇へと順番になぞられていく。エルナは羞恥に駆られ、ルードヴィヒの顔をまともに見られなくなった。もう、自分がツノを楽しんでいる余裕はない。

「私、そろそろ離れ――きゃっ！」

　エルナが席へ戻ろうとした瞬間、馬車が大きく揺れた。その衝撃で、エルナは身体のバランスを崩してルードヴィヒの身体に倒れ込んでしまった。

「申し訳ございません！　土のぬかるみにはまって滑ってしまいました！　お怪我はありませんか!?」

　御者が運転を続けながら、こちらに向かって叫んでいるのが聞こえる。

「大丈夫だ」

　ルードヴィヒが返事をすると、御者は再度謝罪の言葉を口にした。エルナはほかのことで頭がいっぱいで、会話が全然頭に入ってこない。

（ルーイ様がこんな近くに……心臓の音が聞こえちゃいそう！）

　エルナは今、ルードヴィヒに抱きしめられていた。倒れてきたエルナをそのまま抱き留めたルードヴィヒは、揺れが収まってもエルナを離そうとしない。ゆえに、エルナはずっと彼の腕の中に閉じ込められている状態だ。

「ルーイ様、私はもう大丈夫ですから、その……」

　離れようとしたのに、もっとくっついてどうする！　エルナは心の中で嘆いた。

「ふっ。エルナ、顔が真っ赤だな」

「それはルーイ様のせいです！」

　赤い顔を隠すように、エルナはルードヴィヒの胸に顔を埋める。しかしその行為は、逆にルードヴィヒを喜ばせるだけだった。

「……人間の体温がこんなに心地いいものだったとは。初めて知った。竜の姿で触れたときとは、全然違う感覚だ」

　頭の後ろに手を回されて、もっと密着するようにぎゅっと力を入れられる。

「お前に会ってから、知らないことに気づかされてばかりだ」

「知らないこと？」

　胸に埋めていた顔をなんとか上げると、ルードヴィヒと目が合う。

「ああ。自分でも驚く。俺の中には、まだこんなに知らない感情が眠っていたんだと」

　慈しむような眼差しに、エルナはドキッと大きく胸が高鳴った。

　そして、アリーシャが言っていた言葉が頭を駆け巡る。

『ありえないわ！　お姉様があんな素敵な人から愛されているなんて！』

　エルナだって、そんなことありえないと誰より思っていた。だけど、こんな瞳で見つめられると勘違いをしてしまう。

（ルーイ様は、本当に私を……？）

　好きになってくれているのか。

（ねぇルーイ様、私のことをどう思っていますか？　今も――離縁前提のままですか？）

　エルナはルードヴィヒの胸の中で、声に出せない思いを抱えたまま目を閉じた。










悲劇は繰り返さない




　シェーンベルグに到着したのは、もうすぐ日付が変わる夜の時間だった。

　滞在時間より移動時間が長かった帰省から戻ってくると、門でフランツがお出迎えをしてくれた。

　その頃には雨はやみ、ルードヴィヒの先祖返りもすっかり元通りになっていた。

「お疲れでしょう。今日はもうお休みになってください」

　フランツに言われて、エルナは自室へ戻ろうとすると、ルードヴィヒに呼び止められる。

「エルナ――寝る準備ができたら、少しでいいから時間をくれないか？」

「かしこまりました。執務室に行けばよろしいでしょうか？」

　ルードヴィヒと会う場所は、王宮内だと執務室が定番だった。今から仕事をするのかと思い、お茶を持っていってあげようなんて考えていると、ルードヴィヒは首を横に振る。

「いや。俺の寝室まで来てほしい」

「……ルーイ様の、寝室、ですか？」

「ああ。前に一度来たから、場所は覚えているだろう？」

　覚えているが、もう一度行くことになるとは思っていなかった。

「待ってるぞ。エルナ」

　こうして、エルナは今日の夜、人生二度目のルードヴィヒの寝室へ行くことが決定した。

　もう遅い時間だったため、前回のように数人の侍女に囲まれて念入りに身体を洗われることも、化粧を施されることもない。エルナはナイトウェアに着替え、長い深呼吸をして精神統一すると、意を決してルードヴィヒの寝室へ向かった。




「し、失礼します。ルードヴィヒ様」

　一昨日も昨日も馬車の中で一夜を共にしたが、やはり寝室という完全なプライベートな領域へ踏みこむのは緊張感が違う。

「緊張してるのか？　声が震えてる」

「そりゃあ、するに決まってます……」

「とって食ったりしない。安心しろ」

　ルードヴィヒは前回同様ベッドに腰掛けてエルナを迎え入れた。そして手招きをしてエルナを隣に座るよう誘導する。

　部屋も、窓から差し込む月明かりも、ルードヴィヒの見た目も全部一緒なのに、エルナに対する態度だけが、以前とは大きく変わっていた。それは、エルナにも伝わっていた。

（わざわざ私を呼ぶなんて、やっぱり――アーレント伯爵家のことを聞かれるのかしら。どう考えても、ルーイ様はお父様とアリーシャの話を怪しんでいたもの）

　エルナはルードヴィヒが寝室に呼んだ理由をここに来るまでに考えてみたものの、それくらいしか思いつかなかった。

（あるいは初夜のやり直しなんて――って、そんなわけないわ！）

　脳裏によからぬ妄想が浮かび、エルナはそれをかき消すように頭をぶんぶんと横に振る。

「エルナ？　大丈夫か？」

「はい、なんでしょう！」

　ひとりで不可解な行動をとるエルナを、ルードヴィヒは心配そうに見つめていた。エルナは何事もなかったように笑顔を返した。

「……今日お前を呼び出したのは、話したいことがあったからなんだ。……聞いていて気持ちのいい話ではないが、聞いてくれるか？」

　ルードヴィヒはいつになく真剣な顔をしてそう言った。エルナはその表情を見て、彼の覚悟を感じ取った。

「もちろん」

　強い眼差しを向け頷いてくれたエルナに、ルードヴィヒは安堵する。そして――自分の過去と両親について話し始めた。

「俺の父親――国王陛下は、ヘンデルから嫁いできた俺の母親のことを、最初はとても愛していたんだ」

「……えっ？」

「だから母親は泉での儀式が終わったあとも、なに不自由ない生活をここで送っていた――とある嵐の夜、地下室で先祖返りした父親の姿を見るまでは」

　ルードヴィヒは続ける。

　母親は、『美しい竜人だと思っていたのに、私はあんな怪物と結婚をしたのか』と、竜の姿になった夫を受け入れられず発狂してしまったと。そのとき既に、ルードヴィヒをお腹に宿しており、怪物との子供を生みたくないと何度もお腹にいる我が子を殺あやめようとし、そのたびに父親や王宮の竜人たちに止められていた。

「結果、俺は無事に産まれたが――母親にとっては『怪物との子供』だ。愛された記憶なんてひとつもない。父親だって、後継者として俺が必要だっただけなんだ」

　自嘲気味に、ルードヴィヒは笑う。

「そんな……」

　エルナはなんと声をかけたらいいかわからなかった。なにかつらい過去があったのかもしれないとは勘づいていたが、この時点で想像を遥かに超えている。

「母親はやつれ、かつての美しさを失っていった。父親は愛した妻に怪物呼ばわりされたことで、心に深い傷を負った。そして同じ種族で、自分のすべてを受け入れてくれる竜人の側室を作り、愛情を求めた」

　国王陛下は、正妻から得られなくなった愛情を、側室を置くことで満たされようとしたのだ。自分を愛してくれる者がいることを、実感したかったのだろう。

「周りは母親を責め立て、父親はかつての愛が憎しみへと変わり、母親を好き勝手扱うようになった。嫌なことがあれば酷い罵声を浴びせ、少しの粗相も許さずに、叩いたり、精神的な暴力をふるい続けた。人間の体力で、しかも女にとってさらに厳しい労働をさせたり――夜になると、上流階級の夜よ伽とぎの相手をさせられていた。あれはまさに、奴隷だ。幼かった俺は、なにが起きているかわからなかった。……そんな日々が続いたある日、あっけなく母親は死んだ。部屋で首を吊って――自害だった」

　王妃が自害して僅か一年、ルードヴィヒが六歳になったとき、国王陛下は王宮にルードヴィヒを置いて、側室を王妃にして離宮に移り住んだという。

「だから俺は、愛を知らずに生きてきた。愛されることも、愛することも、なにも知らない。やり方がわからない。そして大人になって気づいた。幼いころからよく耳にしていた、〝悲劇の繰り返し〟の意味を」

（その言葉、私も王都でレーネに聞いたわ。レーネは詳しく教えてくれなかったけど……）

　エルナは黙って、ルードヴィヒが〝悲劇の繰り返し〟について口にするのを待つ。

「実はこういったことが、昔から何度も起きていたんだ。……エルナは知っているか？　ルーシヴァ大陸に代々伝わっている神話を」

「神話――そういえば、昔、母から少しだけ聞いたことがあります」

　頼りない記憶をたどり、エルナはルードヴィヒが言う神話のことを思い出す。

　内容は、世界一美しく、すべての生き物から愛されるとある女神が、争いの絶えないひとつの大陸に現れて、その綺麗な心ですべてを浄化し、そこへ平和が訪れたというよくありそうな話だ。

「なるほど。ざっくりとしか知らないんだな」

　エルナから神話の話を聞いて、ルードヴィヒは言う。

「物語に出てくる女神の絵は、ヘンデルの女性たちによく似ているんだ。特に、最初にシェーンベルグに嫁いできた王女なんかは瓜ふたつだったと言われている。シェーンベルグであの神話は、昔から国民全員が知っているというほどに浸透している。そのせいか、ヘンデルの女性が持つ美しさを神話の女神に勝手に重ねてしまうんだ」

　ヘンデルでは、神話の詳しい内容がそんなに浸透していなかった。だからエルナは、ルードヴィヒによって初めてこの神話の詳細を聞いたことになる。

「一方で――その神話に出てくる、大陸を争いへ導いていた元凶となる悪役は、鱗と尻尾を持つ大きな怪物だった。……どこか、俺たちの先祖である竜にも似ている。竜人は自分たちとこの神話の怪物は関係ないと思いつつも、怪物と同じ鱗と尻尾を持つ姿を恥じている者ばかりだ。だからこそ、よけいに美しいものへの憧れは強くなっていく。俺たちは生まれながらにして、そういう種族なんだ」

　竜人が先祖返りする姿を嫌い、同じ種族の人々にさえ見せたくないと思うことに、こんな理由があるとは思わなかった。神話から連想されるイメージでは、ヘンデルの女性は女神で、竜人たちは、大陸を騒がす悪役のようにされている。竜人たちがヘンデルの女性に対して、羨ましく思う気持ちと、妬ましく思う気持ちが両方あるのには、この神話も関係しているのかもしれない。

「美しいものを好きな竜人は、どんな理由であれ最初はヘンデルの美しい女性に惹かれてしまう。しかし、竜の姿を見られると愛してもらえないことを過去の事例から知っている。だから心を開けない。最初から、〝あいつらは醜いものを侮辱する生き物だ〟と頭に植え付けて、酷く扱うほうがラクなんだ。愛したって――同じくらい愛してもらえることはないのだからな」

　最初は互いに好きになっても、先祖返りした竜の姿を受け入れてもらえない。そして、愛は消えて破滅をたどる。これがシェーンベルグの竜王と、ヘンデルの加護持ち女性の〝悲劇〟。

　愛はいつか憎しみに変わる。その言葉を表すように、シェーンベルグの竜王や竜人たちは、自分たちの姿を受け入れようとしなかったヘンデルの女性たち全員を憎むように教育されてきた。そんな中で――ルードヴィヒの父親は、数十年ぶりに人間を愛しながらも、悲劇を繰り返してしまったのだ。

「俺はヘンデルの女も、竜人も幸せになれない今のしきたりを目の当たりにして、また同じ悲劇が起こる可能性があるならば、こんな負の連鎖は断ち切ってしまえと思ったんだ。同じことを繰り返すほど美しさを求める、竜人の浅ましさが反へ吐どが出るほど嫌いだった。俺は愛も美しさも知らぬまま死んだってかまわない。そう思って生きてきた」

　ルードヴィヒがなぜ美しいものが嫌いなのか。それは何度も、美しさを求めたせいで悲劇を起こしていたから。それなのに、求めることをやめられないから。

「だけど――俺はまんまとお前を愛してしまった。父親と同じように」

「……ルーイ様」

　愛してしまった。ルーイにたしかにそう言われ、エルナの中にいろんな感情が込み上げてくる。ルードヴィヒへの同情、先代王妃への怒り、国王陛下へのやるせない気持ち――その中に、確実にルードヴィヒへの愛情もあることに気づく。

（ああ、私も知らぬ間に惹かれていたんだ。ルーイ様に。……ううん。本当は最初から気になっていた。あの日、この場所で――あなたの美しさに息をのんだ瞬間から）

「竜の俺を受け入れてくれたあの日から、俺はお前が愛しくてたまらなくなったんだ。エルナが俺に、愛を教えてくれた」

　ルードヴィヒはエルナの指に自分の指を絡めると、ぎゅうっと力強く握る。

「俺はお前が俺を拒否しても、家に帰りたいと泣きわめいても絶対に離さない。どんな形であっても、お前だけを一生愛し続ける」

　握られる手の強さから、離さないという気持ちがこれでもかというほど伝わってくる。彼がどんな気持ちでこの話をしてくれたのかと思うと、エルナは胸がいっぱいになった。

「……私もルードヴィヒ様と同じです。愛ってなにか、ずっとわからなかった」

　幼い頃、僅かな時間だけ共に過ごした母から受けたのは、まぎれもなく愛情だったと思う。しかしその思い出も、伯爵家で虐げられているうちにエルナの記憶から薄れていった。エルナは誰かを愛する喜びも、愛される喜びも、わからなくなっていた。今後、一生縁のないものだと諦めていた。

「だけど――あなたが私に教えてくれました。私もルーイ様の気持ちに応えたいです。私は今、目の前にいるあなたも、地下室で会ったあなたも――同じくらい、愛しく感じています」

「……エルナ」

　エルナはルードヴィヒの手を握り返し、うっすらと涙を浮かべて微笑んだ。

「前回、この場で言ったことをすべて撤回させてほしい。俺はお前と離縁しないし、条約破棄もしない」

「えっ……いいのですか？」

　エルナからすると、こんなに喜ばしいことはない。ルードヴィヒのそばにいられるし、母との思い出と、ヨハンのいるヘンデルが危険に晒されることもなくなる。

「当たり前だ。お前が生まれた国だ。俺が責任をとって守る。ただ、嫁をもらい続けることと、ヘンデルの女性への扱い方はきちんと見直すべきとは思うが……。エルナは悲劇の連鎖を止めてくれた。このことがきっと、シェーンベルグの未来も変えてくれるはずだ」

「……ありがとうございます。ルーイ様！」

　先祖返りを受け入れてくれる女性が、ヘンデルにもいた。同じ種族でなくとも、わかりあえることができる。愛し合うことができる。

　この事実はきっと、竜人たちの確執にいい影響を及ぼしてくれるに違いない。

　ふたりは手を取り合って微笑み合う。すると、急にルードヴィヒがエルナをそのままベッドに押し倒した。馬車の中とは逆で、今度はエルナが下からルードヴィヒを見上げる展開だ。

「ル、ルーイ様？」

「それはそうと、お前、ここへ来たときやけにそわそわしていたな。……初夜のやり直しを俺に希望されるとでも思っていたのか？」

（バレてる！）

　やけに色気のある声で耳元で図星をつかれ、エルナの顔が真っ赤になる。そんな反応を、ルードヴィヒは楽しそうに眺めていた。

「そうさせてくれるなら、今すぐにでもお前を俺のものにしたい」

　そう言って、ルードヴィヒはエルナの耳に軽くキスをした。それだけで、エルナの全身にぞくっとした刺激が駆け抜ける。

　このままルードヴィヒに抱かれてしまうのか。

　エルナは覚悟を決めてぎゅっと目を瞑つむるが、降ってきたのは頬への優しいキスだけだった。

「……今日は、かわいいお前の反応が見られただけでじゅうぶんだ。やり直しは、また今度だな？」

　エルナの心の準備がまだ不完全なことを察したのか、ルードヴィヒは身体を退けると、エルナの隣に寝そべってそのまま優しく抱きしめる。

「おやすみ。エルナ」

　ルードヴィヒは、幸せそうな顔を浮かべて目を閉じた。

（ルーイ様、私の過去のことは聞いてこなかった……絶対おかしい点に気づいているはずなのに。もしや、私から話すのを待ってくれている？）

　大好きな夫の寝顔を眺めながら、いつか自分の過去の話もきちんとルードヴィヒに伝えようと、エルナは心に決めた。










怪しき密談




　ヘンデル王国。王宮、大部屋の談話室にて。

　緊急の話があるといって、ヘンデル王国の国王は、この場にアーレント伯爵とアリーシャを呼び出した。

「大変だ。今朝ルードヴィヒ王太子が、条約破棄の申し出を撤回してきた」

　国王は深刻な顔を浮かべ、重たい口を開いた。

「な、なんと……それは本当ですか！　国王陛下！」

　アーレント伯爵は青ざめて立ち上がる。

「本当だ。一昨日、ルードヴィヒ王太子が君たちの屋敷に来たらしいな？　あのとき、なにかよけいなことを言ったのか？」

「いいえ！　私たちはなにも言っておりません！　そうだよな？　アリーシャ」

「当然ですわ。自分たちがマイナスになるようなことを、わざわざ言う必要ありませんもの」

　取り乱す父親と違って、アリーシャは冷静に対応している。

「……だったらどうしてこんなことに。これじゃあ、すべての計画が台無しじゃないか」

　国王はこの絶望的状況に両手で頭を抱えた。

　実はこの場にいる三人は、これが離縁前提の結婚であり、離縁と同時に長年交わしていた条約を破棄されることを知っていた。すべてを知った上で、エルナをシェーンベルグへ送ったのだ。




『俺の代でヘンデルとの条約を破棄して、シェーンベルグを完全なる独立国にしたい。だから、しきたり上妻はもらうが、俺が国王になった時点で離縁し、お前たちの元に送り返すことにする』

　そろそろ二十五を迎えるルードヴィヒに、いつものようにちょうどよい平民の加護持ちの女性を妻として差し出そうと考えていた最中のこと。ヘンデル国王陛下の元に、ルードヴィヒからそういった旨が綴られた伝書魔鳥が届けられた。

　条約破棄をすれば、シェーンベルグはヘンデルから妻をもらえなくなるが、代わりにヘンデルを守るという義務も消滅する。

（大変だ……！　シェーンベルグとの協力関係があるから、我々はヴェルデナから侵攻を受けずに済んでいるというのに！）

　国王は、竜人の後ろ盾がなくなることは非常にまずいと思った。この大陸でいちばん軍事力がなく、規模も小さい。聖なる魔力を持つ者はいるが、それは戦いに向く能力ではない。神聖な場がたくさんあったとて、それを守る強さを、ヘンデルは持ち合わせていなかった。その役目を担ってくれていたのが、強い力を持つシェーンベルグだった。

（――竜人が味方につかなくなったら、おとなしくしていたヴェルデナが動き出す可能性がある。もし戦争をしかけられたら、やつらの軍事力に勝てる自信はない。なんとかしてヘンデルを守らなければ）

　ヴェルデナとヘンデルは、かつての戦争での軋あつ轢れきがあった。ヘンデルの女性は見た目が美しいため、奴隷にするとかなりの高値がつくとも言われている。にも拘わらず今まで平和で暮らせたのは、竜人の後ろ盾があったから。

　何度ルードヴィヒに考え直してほしいと言っても、答えはノーだった。

　そしてそんな状況下で国王が出した結論は、今度はヴェルデナと新たな友好条約を結び、侵略を防ぐことだ。

　国王はヴェルデナ国をお忍びで訪れると、ヴェルデナ国王と怪しげな密談を始めた。

『……なるほど。今後ヘンデル国は我々と協力し、共にシェーンベルグと戦うことを約束するということだな』

『ああ。我々は完全に、ヴェルデナ国の味方に付くと約束する』

　ヘンデル国王は、真剣な眼差しでヴェルデナ国王に申し出た。ヴェルデナ国王としても自国の発展のためにヘンデルと組むことは悪い話ではないだろう。

『こちらとしては、領土を広げるために、準備さえ整えばいつでもシェーンベルグに攻め入りたい気持ちはずっとあったからな……』

　相変わらず血の気の多いヴェルデナ国の不穏な発言に、ヘンデル国王は苦笑する。できることなら、どの国とも争いなど起きてほしくない。わざわざシェーンベルグに喧嘩を売りに行くような真似など絶対にしてほしくないが、ここでよけいな発言をするのは控えておいた。

『問題は――これが本当にヘンデル国王陛下〝だけ〟の意思であるかどうか。シェーンベルグと組んで、ヴェルデナ国を陥れようとしている可能性もある』

『そんなこと、絶対にありえない！』

　ヘンデル国王はすぐさま否定するが、ヴェルデナ国王の疑いの目はやまない。ヘンデル国王がルードヴィヒから突如条約破棄を言い渡されたように、ヴェルデナ国王もまた、急に都合のいい友好条約の話を持ち掛けられても、簡単に信じることはできなくて当然だ。

『……どうしたら、信用を得ることができるだろうか？』

　しかしヘンデル国王とて、やすやすと引き下がるわけにはいかない。

　しばしの沈黙のあと、ヴェルデナ国王は条約を結ぶために、ある条件を出してきた。それは――。

『我々を裏切らない保証として、圧倒的な力を持つシェーンベルグ家の弱点を握ってこい』

　竜王族の弱点は、未だかつてどこにも情報が出たことがない。手に入れたとしたら、とても貴重な情報だ。

『シェーンベルグ家の弱点？』

『ああ。大体竜人がいるせいで、大陸のパワーバランスが崩れ、ヴェルデナとヘンデルの発展が妨げられているとは思わないか？　私たちはいつかこの大陸から竜人を追い出したいと、ずっと思っている。そのために――やつらの弱点を知りたいのだ』

　ヴェルデナ国は機械や兵器に強く、力のある騎士や兵士もたくさんいるが、やはり竜人のパワーと魔力には恐れをなしているのだろう。なんの情報もないまま攻め込めば、返り討ちに遭う。

　それをわかっているから、ずっとおとなしくしていたに違いない。

『弱点を見つけることさえできれば、ヘンデルと条約を結び、今度はヴェルデナ国が後ろ盾につくことを約束しよう。しかし――裏切って竜人に寝返ることがあれば、我々とて容赦はしない。すぐにでも兵を率いて、ヘンデルに攻め込んでやる』

　そう言うヴェルデナ国王の目は血走っていて、ヘンデル国王は思わず、ごくりと生唾を飲み込んだ。そして、一年以内に弱点を探り出すという約束で、国王同士の密談は終わりを告げた。




　この裏事情は国王と、アーレント伯爵家にだけ共有された。なぜかと言うと、国王は離縁前提となる、いわゆる最後の生贄に、エルナはどうかと考えたのだ。

　今回の場合、生贄選びは重要なポイントとなる。

　国王としては、絶対にシェーンベルグから条約破棄をされたことを国民たちに知られたくはない。

（そんなことになれば、長年続いたしきたりをなくしたことを国中から非難されることになる。……信用をなくし、国王の座すら危うくなってしまう）

　だから、その責任を押し付ける代役が必要だった。その代役を、最後の生贄である加護持ちの娘にしようと考えたのだ。妻として気に入られず、ルードヴィヒの反感を買ったことで、条約を破棄されたと。

（そしてその尻ぬぐいのために、私が直々にヴェルデナと交渉し条約を結んだことにすれば――評価は上がり、信頼を得ることもできる）

　しかし、そんな最低最悪な大役に適する加護持ちの娘などそういない。そんなとき、国王はアーレント伯爵家のとある噂を思い出した。

（アーレント伯爵家とは、昔から幾度も王家主催の夜会で顔を合わせていた。そのたびにいつも、貴族の間でこんな噂が囁かれていた……〝アーレント伯爵は、自分を愛さなかった前妻との間に生まれた娘を毛嫌いしており、前妻が亡くなってからというもの、絶対に社交界に連れてこない〟と）

　そしてその娘が、加護持ちの令嬢であることも耳にしていた国王は、これまた内密に、アーレント伯爵を王宮へと呼び出した。

　話を持ち掛けると、伯爵はふたつ返事で承諾した挙句、どうしてもという頼みで付き添いで連れて来た娘のアリーシャと共に、とんでもない悪知恵を働かせた。

『そういうことならエルナをシェーンベルグに送り、〝ヘンデルを助けるために必要〟と嘘をついて、ルードヴィヒの弱点を探らせましょう。そして最終的に、国王陛下の思惑通り、世間には条約破棄された原因をすべてエルナに押し付けて、公開処刑をすることで納得させればいい』

　後ろ盾をなくしてしまったことへの批判を押し付けるだけでなく、弱点を探らすという危険な任務まで、実の娘にやらせると言うのだ。

『……いくら嫌いとはいえ自分の娘なのに、後悔はないか？』

　この国王の言葉に、アーレント伯爵は悩むそぶりも見せず『もちろん』と即決した。

『むしろエルナほど最適な人物はいないでしょう。あいつは誰からも愛されていない。いなくなっても、悲しむ者がいないのだから』

　嫌いだとは知っていたが、その中に隠された憎しみが見えてぞっとしたのを、国王は今でも覚えている。




　エルナの知らないところで着々と話は進み、ついに計画は実行された。

　アーレント伯爵はエルナにルードヴィヒの弱点を探らせるため、何通も心にもない嘘の手紙を送った。しかし、エルナから一向に返事がこない。このままでは、一年以内に弱点を探ることが不可能になってしまう。

　焦っていたところで、まさかの向こうから屋敷を訪ねてくるという前代未聞なことが起きた。最初こそ恐怖におののいていたが、アリーシャがこう言った。『ちょうどいい。弱点を直接聞きだすいい機会だわ』と。

　そしていざルードヴィヒが屋敷へ来ると、予想外な事態が起きていた。あのエルナが、ルードヴィヒに愛されていたのだ。

　これがいいことか、悪いことかと聞かれたら、決していいとは言えなかった。エルナにはずさんな扱いを受け、シェーンベルグから逃げ出したいと思ってもらわないと困る。そうして、ルードヴィヒの弱点を探るように動かせるはずだった。

『……たぶん、嵐や大雨のことだと思うけど』

　唯一エルナから得られたルードヴィヒの弱点は、にわかに信じがたいような情報だった。

　アーレント伯爵は、ふたりが帰ったあとすぐにそれを国王に報告した。これで、条約破棄されてもヴェルデナから襲撃を受けることはなくなると安心していたら――今度はルードヴィヒが、離縁と条約破棄の破談を申し込んできて、今に至る。

「どうしたらいいんだ。もうヴェルデナに弱点を知らせてしまった……！　このことがバレたらシェーンベルグにもなにをされるか……そして条約がこのまま続けば、ヴェルデナにも裏切ったと思われてしまう」

「そ、そのときは、シェーンベルグに守ってもらえば……」

「馬鹿か！　そのシェーンベルグの弱点をヴェルデナに教えたと言っただろ！」

　簡単に調子のいいことを言う伯爵を、国王が大声で怒鳴りつけた。

「あ、ああ……」

　エルナを生贄にするときはあんなに余裕ぶっていた伯爵も、今回ばかりは膝から崩れ落ちる。そしてプルプルと丸まった背中を震わせると、なにかを閃いたように顔を上げて口を開いた。

「ですが、あの弱点が本当かどうかはまだ確定していないのでは――」

「なに言ってるのお父様。あれは本当でしょう。私たち見たじゃない。雨が降る前に、いそいそと帰っていくルードヴィヒ様とお姉様を。……あれはどう見ても怪しかったわ」

　微かな希望も、アリーシャにばっさりと斬り捨てられる。だが、彼女の言っていることはもっともだ。

　シェーンベルグとの条約を続けると、ヴェルデナに裏切ったと思われる。

　しかし自分たちが竜人の情報を流したことがバレたら、シェーンベルグも黙ってはいない。いずれにせよヘンデルは終わりだ。

　今回の作戦は、エルナが予定通り離縁され、条約を破棄され、ヘンデルに戻されることが必要不可欠だったのだ。

「そ、そうだ！　エルナのせいにしたらいい。実際に、弱点を横流ししたのはエルナなのだから！　それを知れば、ルードヴィヒだってエルナと離縁するに決まっている！」

　声高々に、アーレント伯爵は国王に提案する。

「そうかしら？　ルードヴィヒ様のあの感じ――あれは相当、お姉様に惚れこんでいたように私には見えたわ。たぶん条約破棄を撤回したのも、お姉様のためなんじゃないかしら。こっちがなにを言ったって、ルードヴィヒ様はお姉様の言葉を信じるでしょうね」

　――なぜあの落ちぶれた女があそこまで愛されるのか。認めたくないけど、認めざるをえない。自分で言いながら、アリーシャは嫉妬心がふつふつと湧き起こる。

「……だったらエルナから離縁してくれればいい。そうしたら、ルードヴィヒは条約破棄を撤回する理由がなくなるだろう」

「！　それですわお父様。やっといいことを言ってくれましたわね。お姉様には――強制的に離縁していただきましょう」

　にやりと悪魔のような笑顔を浮かべるアリーシャ。つられるように、アーレント伯爵も笑い出す。

「だがどうやって――」

　ガタン！

　国王が口を挟んだ瞬間、ドアの向こうで物音が聞こえた。

「誰だ！」

　話を盗み聞きしていた者がいる。国王がすぐに扉を開けると、ヨハンが怯えた顔をして立っていた。ヨハンは今日、アリーシャの付き添いとして一緒に王宮へ来ていた。話があるといって談話室へ向かったふたりのあとをつけ、ひそかに三人の悪だくみを聞いていたのだ。

「あらぁ？　いけないじゃないヨハン様。盗み聞きなんて悪趣味ですわ」

「ア、アリーシャ……君はエルナを……」

　談話室に引きずりこまれたヨハンは、下を向いて肩を震わせている。

「仕方ないの。これも全部、ヘンデルの平和のためなんだから。……ヨハン様も、納得してくださるわよね？」

　ここで頷かなければ、口封じのためになにをされるかわからない。エルナのことが好きなのに、自分との婚約を受けた小心者のヨハンが、この状況で頷かないわけないとアリーシャは見抜いていた。

「……わかった」

　ほうら。思った通り。予想通りの反応を示すヨハンを見て、アリーシャは笑い声が漏れそうになる。

「でも、ひとつお願いがある」

「……お願いですって？」

　アリーシャの上がっていた口角が一気に下がった代わりに、眉間のしわが一本追加された。

「僕もエルナの離縁に協力する。そのかわり――成功した際はエルナを生かし、僕の婚約者にしてほしい。そうしてくれるなら、僕は絶対にこの件を口外しないと約束する」

　顔を上げたヨハンの表情は、いつものような弱弱しいものではなかった。ヨハンが初めて見せた強欲さに、アリーシャは面食らいながらも笑いが止まらなくなる。結局はこいつも、自分のためにエルナの気持ちを無視するのだと。ここにいる全員が、自分のことしか考えていないのだ。

　国王はヨハンの申し出を聞き、現婚約者であるアリーシャの様子をちらりと窺った。それを察してか、アリーシャはなんともない顔をしてあっけらかんと答える。

「どうぞご勝手に？　その代わり、婚約破棄したのは私からということでよろしいかしら？　私のお下がりのご令息とお姉様って図なら、とってもお似合いなんじゃない？」

　元々、ヨハンがエルナに気があることなんて、アリーシャは当然知っていた。エルナに優しくするのはヨハンしかいないことも。だから敢えて、自分がヨハンと婚約したにすぎない。そこに決して、愛があるわけではなかった。

「君がそう言うなら――わかった。約束しよう」

「ありがとうございます」

　国王の判断で、ヨハンの要求は承諾された。

　そしてこのあとも、談話室での会議は何時間も続いた。誰もがみな、私欲のためにエルナを陥れようとしている。それは美しさのかけらもない、汚い大人たちの会議といえた。










裏切りと希望




　ルードヴィヒに過去を打ち明けられたあと、ふたりの絆はより一層深まっていた。互いの気持ちを確認し合えたことが大きいのかもしれない。これまでルードヴィヒの一方的なアプローチにタジタジになっていたエルナだったが、今は自分も愛情表現を少しだけ返せるようになった。照れくさいけど、幸せな日々が続いていた。

「エルナ様、聞きましたよ。離縁の話はなくなったようですね。ついでに条約破棄も」

　最近いろんなことで忙しく、あまり顔を合わすことのなかったフランツが、久しぶりに仕事中のエルナのところまで顔を出しにきた。

「フランツさん！　お疲れ様です！　えっと、はい。おかげさまで」

　えへへ、とはにかむエルナを見て、フランツは嫌味のひとつでも言ってやろうという気が失せた。

　フランツが最近忙しかったのは、ルードヴィヒが条約破棄を撤回したせいだったのだ。既に条約破棄に向けて準備を進めていたフランツは、それらすべての処理に回っていた。やっとひと段落ついたところでエルナに会いにきたのだが、幸せそうに笑われると、もうそれでいいと思えてしまう。

「こうなってしまっては、私はあなたに謝らなくてはいけませんね」

「なにをですか？」

「出会った当初、あなたに言ったことです。あれは現実にならなかったので、私の読み間違いでした。失礼なことを言って、申し訳ございません」

　フランツは最初、エルナにこう言っていた。

『別にここでの〝王太子妃〟なんてただの肩書だけですよ』

『エルナ様の場合、時が経てば王太子妃ですらなくなりますしね』

　あの日の自分は、いつになく嫌味ったらしかったなとフランツは思う。今となれば笑い話だが、当時は真剣だった。

「いえ。謝らないでください。私だって、フランツさんの言っていることが正しいと思っていましたから。……ルーイ様とちゃんとした夫婦になれるなんて、今でも夢みたいです」

「私だって、ルーイ様があんなふうになるとは夢にも思ってませんでしたよ。あ、それとですね、ここだけの話。あなたを誰よりも先に評価していたのは私なんですからね」

「ふふ。ありがとうございます」

　フランツは人差し指でびしっとエルナを指さしながら、自慢げに笑った。フランツがエルナの仕事っぷりを買ってくれていたのは、エルナ自身も気づいていた。

「あ、そういえば。また手紙が届いていましたよ。さっき預かっていたのを忘れていました」

　胸ポケットから一通の手紙を取り出し、フランツはエルナに渡した。

（手紙……また？　なんの用だろう。私は助けなんて必要ないのに）

　アーレント伯爵家からと思い差出人を見ると、そこにはヘンデルの国王陛下の名前が書かれていた。国王陛下から直々に手紙が届くなど、よほどのことがない限りありえない。エルナは胸騒ぎがして、封を開けることにためらいを感じた。

　だが、見ないわけにはいかない。エルナはひとりで部屋に戻ると、覚悟を決めて封を開けた。




　エルナ・アーレント嬢

　現在、君の家族とヨハン・ブルーツがヴェルデナ国によって命の危険にさらされている。

　向こうの要求は、君がルードヴィヒ王太子と離縁して、国に戻ってくることだ。

　さもなければ、家族とヨハンの命の保証はできない。

　一刻も早くヘンデルに戻って来てほしい。

　なお、この手紙の内容を誰かに口外したら、その時点で命はない。

　必ずひとりで助けにきてほしい。




（……どういうこと？　なぜお父様とアリーシャとヨハンが、ヴェルデナ国に脅されているの？）

　読み終えたエルナの手はガタガタと震えていた。

　つい最近、元気な姿を見たばかりだったのに。この数日でなにが起きたのか、詳しく書かれていないからわからない。

（これは私とルーイ様を引き裂くための罠？　でも、そんなことをする理由がない。条約破棄の話だって結局なくなったし、向こうは邪魔な私を追い出せて嬉しいはず……。まさか、本当に危険な目に遭っているの？）

　罠だと思いたいが、どうしても〝本当だったら〟と考えてしまう。事実だとしたら、ここでエルナが手紙を無視するのは、家族と大事な幼馴染を見殺しにするのと同じだ。

（でもヘンデルへ戻る場合、私はルーイ様に離縁を告げなければならない。そんなこと、私にできる？　やっと見つけた、私の居場所を捨てるなんて……）

　家族とヨハン、そしてルードヴィヒ。

　天秤にかけるなど、残酷な話だ。どんなに家族に対していい記憶がなくたって、死んでほしいとまでは思えない。

　エルナは日が沈み、外が真っ暗になっても、ずっと部屋で悩み続けた。

　――そして手紙が届いたその日の夜。エルナは大きな決断をする。

　答えを出したころには深夜一時を過ぎており、王宮内はすっかり静けさに包まれていた。エルナは仕事着のワンピースを着たまま、なにも言わずにひとりルードヴィヒの寝室へ向かった。もう寝ているかもしれない。それでも、エルナは彼に言わなくてはならないことがあった。

「ルーイ様、エルナです」

　扉の前で、起きているかもわからないルードヴィヒに話しかける。返事はない。

（もう、寝ちゃったかしら……。それとも執務室に行けば、まだ残って仕事をしているかも――）

　思考を巡らせていると、扉が開く音がした。

「……エルナ？」

　ルードヴィヒはまだ眠っておらず、真夜中に訪問してきたエルナに目を丸くする。

「どうした？　なにか用か？　……それとも俺が恋しくなったか？」

　どんな理由であれ、エルナが来てくれたことは純粋に嬉しい。その感情がルードヴィヒの表情に漏れ出ている。エルナは複雑な気持ちを押し殺して、普段通りの笑顔を見せた。

　部屋に入り、一緒にベッドに座るよう言われるが、エルナは扉の前に立ったまま動かない。

「今日は顔を見たかっただけだから、すぐに帰ります」

「……？」

　顔は笑っているが、まとう雰囲気がいつもと違う。ルードヴィヒは怪訝そうに眉をひそめた。

（……離縁を告げたって、ルーイ様は納得しない。なにも言わずに去るしか方法がない）

　エルナはヘンデルに帰る選択をした。そして、最後にルードヴィヒの顔を見にきたのだ。

「なにかあったか？」

　勘のいいルードヴィヒに気づかれるが、エルナは「なんにもない」と返事をした。ルードヴィヒは納得いかない様子だ。愛する人に隠し事をされるのは、気分がいいものではない。それでも追及しなかったのは、なにもない〝ふり〟をするエルナの気持ちを尊重したいと思うルードヴィヒの優しさか。

（ルーイ様、ずっと険しい顔をしてる。初めて会ったときと同じ）

　初夜の日が懐かしく思えて、エルナはこんな状況下でくすりと笑ってしまう。それから、走馬灯のようにルードヴィヒとの思い出が脳内を駆け巡る。長い期間一緒にいたわけではないけれど、あまりにも共に過ごした日々は色濃い。一生忘れることはないだろう。

（ああ、私はやっぱり――）

　心から、エルナは思う。

「ルーイ様、私、あなたをとても愛しく思っています」

　眉の下がった切なげな笑顔に、ストレートな愛の告白を聞いて、ルードヴィヒの瞳が揺れた。

「俺も同じだ。日を重ねるごとに、お前のことを愛しく思う」

　恥ずかしげもなく甘い言葉を言い合って、本来なら幸せで満たされるはずなのに、ルードヴィヒはふたりの間にどこか埋まらない隙間があるような違和感を覚える。

「嬉しいです。ルーイ様。……では、おやすみなさい」

　エルナは一度もルードヴィヒに触れることなく、颯爽と部屋を出ていってしまった。

（せめて最後に、もう一度あの姿のルーイ様に会いたかったな、なんて）

　もう追いつかないエルナの背中に、無意識にルードヴィヒは手を伸ばす。行き場のないその手は、ただ宙を掴むだけだった。




　次の日、休暇をもらっていたエルナは、朝からレーネと遊ぶ約束があると侍女に伝えて王宮を出た。ルードヴィヒとフランツとは顔を合わせてはいない。

　当然、レーネと遊ぶ約束などしていない。こっそりヘンデルの国王陛下宛てに速達の手紙を届け、迎えの馬車を手配してもらっていたのだ。

（部屋に置手紙はしてきた。じゃないと、ルーイ様は絶対に追いかけてくるだろうから）

　エルナは王宮を出る直前に、自室に〝解決したら必ず戻ります〟とひと言書いた置手紙をしておいた。それはエルナの願望ともいえた。家族とヨハンのために帰る決断をしたものの、ルードヴィヒを諦めることはできなかった。

（なにが起きたか確認して、きちんと解決したら、どんな手を使ってでもシェーンベルグに帰る）

　遠ざかる王宮を見上げながらエルナは誓う。必ずここへ帰ってくることを。




「エルナお嬢様！　お待ちしておりました！」

　ひとり用の小さな馬車で、馬のコンディションもよかったおかげか、先日実家に戻ったときよりもだいぶ早くアーレント伯爵家に到着することができた。エルナを乗せた馬車を見つけた侍女たちが、血相を変えて駆け付けてくる。みんな顔は青ざめ、疲れ切っている。エルナはただごとではないと悟った。

「みんなは大丈夫なの？　どこにいるの？」

「すぐご案内いたします。さあ、こちらの馬車へ」

　馬車を降りてすぐ、今度はべつの馬車に乗るよう誘導される。

（みんなは屋敷にいないってこと？）

　中を確認させてもらおうと思ったが、侍女に背中を押して急かされ口を挟む隙もない。現状について教えてもらえないまま、エルナが指定された馬車に乗り込もうとしたそのとき。

「っ！」

　身体をぐいっと後ろに引っ張られ、鼻と口を布で塞がれる。一気にエルナの視界はぐにゃりと歪み、意識が朦朧としてくる。

（……ねぇ、なにが起こっているの？）

　声に出したつもりが、発せられたのは苦しい呼吸だけ。気づけば地面に倒れ込み、エルナはそのまま意識を失った。




　ぼやけた視界が次第に鮮明になっていくと、エルナの目には見たことのない石造りの床が飛び込んできた。ここはどこかを確認するため起き上がろうとすると、身体が言うことをきかない。エルナは横たわったまま、後ろ手に身体を拘束されていた。

「あらお姉様、いい格好をしてるじゃない。なんて無様なの！」

　頭上からアリーシャの楽しそうな声が聞こえる。

「アリーシャ、これはいったいどういうこと？　ここはどこなの!?」

　必死に身をよじって叫ぶエルナを、アリーシャは見世物を観覧しているかのように嘲笑う。

「落ち着いてちょうだい。ここは私たちの別邸にある地下室よ。あ、お姉様は知らないか。お姉様を生贄として差し出したお礼に、私たちは王家からこの別邸をもらえたの。とっても快適で素敵なところよ。……この地下室以外はね？」

　言われなくとも、この場所の環境が最悪だとわかる。冷たく硬い床に、地下特有のひんやりとした嫌な空気。シェーンベルグの地下室とは大違いだ。むしろ、あっちが特殊すぎたのだが。

「なぜ私をこんな場所に？　お父様もアリーシャもヨハンも、ヴェルデナに脅されてたんじゃあ――」

「ああ、あんなの嘘に決まってるじゃない。ま、国全体が脅されてるっていう面では、完全に嘘とは言い切れないけど。ね？　お父様、ヨハン様」

　長い髪を人差し指にくるくると巻き付けて、アリーシャはふたりの名前を呼ぶ。すると、地下室の隅にアーレント伯爵とヨハンの姿を確認できた。

「……ヨハン？　ヨハンもいるの？　ねぇ、どうしたの？　ヨハンは私を騙したりしないでしょう。そうよね？」

　ヨハンはエルナが唯一、ヘンデルの心残りとして想っていた人物。母が亡くなってから、信用できる人間はヨハンしかいなかった。そのヨハンが裏切るなんてありえない。

「……ごめん。エルナ」

　信じていた。ヨハンがいたから、ここへ戻ると決めた。

　それなのに、エルナを待っていたのは、ただただ残酷な裏切りだけ。

「嘘でしょう？」

　ヨハンはエルナから目を逸らし、それ以上なにも話そうとはしない。信頼を置いていた幼馴染にまで騙されたことにエルナは失望し、あんな怪しい手紙を信じてしまった自分の馬鹿さ加減に後悔した。

「それで、ここへ来たってことは、ちゃんとルードヴィヒ様と離縁してきたんでしょうね？」

　横たわるエルナを、腕を組んだアリーシャが仁王立ちして見下ろしている。虫けらでも見るような目つきだ。

　エルナは以前まで直視できなかったアリーシャの瞳から目を一切逸らさずに、首を横に振る。ルードヴィヒに離縁を告げなかったことは、エルナにとっては大きな救いだった。

「はあ!?　離縁してこいって言ったでしょう！」

　エルナが戻ってきた段階で作戦成功を確信していたアリーシャは、この期に及んでなおルードヴィヒの妻であることを諦めないエルナに激しい怒りを感じた。そもそも、ルードヴィヒに愛されていること自体が気に食わない。母親が死んでからずっと虐げられてきたくせに、今になって笑顔を取り戻して元気になっている。自分より権力もあって、かっこいい夫に愛されて、充実していることが許せない。

　アリーシャは生まれてからずっと、エルナより上に立っていた。それは今後も変わらない、絶対的なこと。

　――それなのに、なんで今も床に這いつくばってるあんたが、そんな目で私を見るのよ！

　エルナの瞳から、まだ光は消えていない。ヨハンが裏切ったことを知ったら完全に意気消沈すると思っていたのに、これまた予想外なことが起きる。

「……どうして？」

「は」

「どうしてそうまでして、私が離縁しなくてはならないの？　私が離縁したら――きっと、ヘンデルとシェーンベルグの条約は破棄される。そうなったら、あなたたちも大変な目に遭うかもしれない」

　エルナは条約破棄の話が既にヘンデルに一度告げられていたことを知らなかった。自分だけがルードヴィヒからその話を聞き、結局実行されることなく解決できたと思い込んでいた。

「ふっ……あはは！　お姉様って、なんにも知らなくてかわいそう！」

　無知で馬鹿な姉だと、アリーシャは笑いが止まらなくなった。

「説明してあげたら？　お父様」

　散々煽っておいて、面倒な説明はほかの人に押し付ける。アリーシャに言われて、アーレント伯爵は自分たちが企てた身勝手な作戦をエルナに話した。

「ルードヴィヒがヘンデル国から娶った妻と離縁することは、我々は最初から知っていたんだよ。条約破棄されることなどわかっていた。だから代わりに、ヴェルデナと新たに条約を結ぶことにした。一年以内にシェーンベルグ家の弱点を突き止めるという条件付きでな。……妻がエルナに決定したとき、一時的に生贄として向こうに預けることにはなるが、どうにかしていちばんいい形で助けようとしたんだ。お前も、ヘンデルにも害が及ばないベストな形で」

　もちろん、都合のいい話にすり替えることは忘れない。すべてをエルナに押し付けて処刑しようとしていることは、決して言わなかった。

「――最初から、離縁前提だと知っていた？　あんなに離縁されたら終わりだと言っていたのに？」

「あれはまぁ、お前に緊張感を持たせるためのただの演技だ」

　知らずに焦り、みんなのことを考えて、なんとかルードヴィヒを止められないか試行錯誤していたというのに。なぜ最初から教えてくれなかったのか、エルナは疑問に思う。言ってくれれば、もっとスムーズに動くことができた。内緒にしてたということは、内緒にしなくてはならない理由があったはず。エルナは父親の話を、すべて信じることはなかった。

「そうだ。それなのに、まさかお前があんなに王太子に気に入られるとは……」

　大きな誤算だったと、アーレント伯爵は唇を噛みしめる。

「でもこれでわかっただろう。お前はヘンデルのために離縁するべきなんだ」

「そんなことできません！　私はルーイ様を裏切るようなことは、絶対にいたしませんから！」

「往生際が悪いぞエルナ！　お前がその気なら、こっちで勝手に話を進めさせてもらう。シェーンベルグには〝エルナ自ら離縁したくて王宮を飛び出した。二度と会えない〟と知らせておくからな」

　ルードヴィヒは、そんなでまかせに踊らされるような相手ではない。

「ルーイ様は必ず私を助けにきてくれる。そうなれば、あなたたちはルーイ様にどうされるか！」

　この人たちになにを言っても無駄なことは、エルナがいちばんよく知っていた。もう脅ししか対応する術はない。よけいな置手紙を置いたせいで、ルードヴィヒがすぐに動き出さない懸念もあったが、ここでは言わなければバレない情報だ。

「それはできない。実は条約破棄をのむ条件として、ヘンデル側はシェーンベルグに〝こちらが攻撃しない限り攻撃はしない〟と約束させている。破った場合責任を負うのはルードヴィヒか国王陛下だ。お前ひとりのためにそんなリスクを侵すとは思えない」

　エルナを取り戻すためにアーレント伯爵家の人間に手を出せば、それも立派な攻撃とみなすと言う。

「……はぁ。お前が離縁を受け入れてくれれば最悪なことにはならなかったが……できないと言うなら、よけいなことを言われる前にお前を始末するしかなくなるな」

　面倒くさそうに後ろ頭を掻く父親の姿を見て、エルナは次になにを言われるかを察した。

「……お父様、私を消すおつもりですか？」

　聞いてみたものの、否定されることを僅かに期待する。どれだけ嫌われていても、実の娘だ。こんな勝手な理由で、命まで奪われるなど、そんなこと――。

「安心しろエルナ」

　伯爵は未だ床に這いつくばるエルナを見下ろして、にやりと口角を上げた。

「ルードヴィヒには、お前は慣れない外国暮らしで心を病み、自殺したということにしておいてやる」

　娘に浴びせるとは思えない非情な言葉に、エルナは驚愕と共に絶望する。彼らは本当に、最初から最後まで自分を駒として利用するつもりだ。もう、家族どころか人間とすら見られていない。

「伯爵様、話が違います！」

　俯いてエルナを見ようとしなかったヨハンが、ここへきて初めて口を開いた。えらく取り乱した様子だ。

「エルナは殺さない約束でしたよね!?」

「ああ。だがそれはあくまでも離縁が成功したらの話。エルナは自ら離縁を受け入れなかった。よって、これは成功とはいえない。助ける義理はない」

「そんな……」

　強行突破であれ、どんな形でも離縁さえできればエルナを助けられるとヨハンは思っていた。しかし、アーレント伯爵はそこまで甘くなかった。どのみち助ける気などなかったのだと、ヨハンはここで思い知らされる。

「まぁ、私も鬼じゃない。エルナも考えが変わるかもしれん。明日の夕刻まで考え直す時間をやろう」

　自ら筆をとり、ルードヴィヒへ離縁を告げる手紙を夕刻までに書いたなら、命だけは助けてやると言われる。万が一ルードヴィヒがヘンデルまで事情を聞きにきた場合、エルナの口から再度きっぱり離縁を伝えろとも言われた。

「じゃあ、よく考えることね。お姉様。私としても、ここでお姉様と一生のお別れになるのは寂しいのよ？」

　思ってもないことを平然と口にしてアリーシャはほくそ笑むと、そのままアーレント伯爵と一緒に地下室を出ていった。

「……ごめん。エルナ」

　ヨハンは己の無力さと怒りで声を震わせて、逃げるようにエルナの前から立ち去っていく。

　エルナは自由を奪われた環境下で、ぼーっと鉄の色をした天井を見上げた。

（考える時間なんていらない。私は自分の意思で、ルーイ様に離縁を告げるなんて死んでもしない。私は――彼と一緒にいると、誓ったから）

　それに、筆をとったところで、いずれ口封じのために殺されるだろうともわかっていた。

（ならばせめて、最後までルーイ様の妻として死にたい）

　エルナの頬に涙がつたい、冷たい地下室の床を濡らした。




　食事や水も運ばれることがないまま、窓のない部屋でエルナは眠りにつく。今が何時なのかもわからない。あれから訪問者は誰も来ず、永遠に続きそうな長い時間を、エルナは孤独に耐え続けていた。

「お姉様、具合はどう？」

　キィ、と扉が開く音が聞こえる。続いて、アリーシャとヨハンが地下室に入ってくるのが見えた。

「もうすぐ約束の時間だけど、筆をとる気にはなれたかしら？　なれたなら、手首の拘束を解いてあげる。そのかわり、この場で離縁の手紙を書いてちょうだい」

　アリーシャはエルナの前にしゃがみ込んで、ペンと便せんを取り出した。

　くだらない質問に返事をする気力はエルナに残されていない。アリーシャから目線を逸らすと、エルナはかたく口をつぐむ。

「……そう。死にたいってことね。そこまでしてルードヴィヒ様にしがみつくなんてみじめな女。どうせお姉様がいなくなったら、あの人は新しい結婚相手をつくるに決まってるわ。お姉様のかわりなんていくらでもいるんだから」

　聞いたことのない低い声で、アリーシャは吐き捨てた。保身のために愛する人へ離縁を告げる滑稽な姿を期待していたのに、エルナはことごとく思い通りにいかない。

　以前まで従順だった姉の反抗的な態度を、アリーシャはこれ以上見ていられなくなった。

「ヨハン様！　あとは任せるわ！」

「……え？」

「準備していたほうの手紙に、お姉様にサインだけ書かせて持ってきて。……好きだったんでしょう？　最後にふたりきりの時間をあげるんだから、感謝してよね。ヨハン様」

　アリーシャは小声でヨハンに耳打ちすると、カツカツと大きなヒール音を鳴らして地下室を出て行った。恩を売るような発言をしていたが、実際は今のエルナと一緒にいるとイライラしてどうにかなりそうだったためだ。それにエルナはなかなかサインをしないだろう。基本的に、アリーシャは面倒ごとを誰かに押し付ける癖がある。

　ヨハンはふらふらとした足取りでエルナに近づくと、アリーシャに渡された手紙をエルナの前に差し出した。手紙にはエルナの意思を完全に無視した、一方的に離縁を申し込む内容が綴られていた。

「……これを夜までに、伝書魔鳥に運んでもらう予定だ」

　伝書魔鳥は、フランツがヘンデルの天候をルードヴィヒに知らせるときにも使われたものだ。一刻も早く離縁させたいために、今日中にルードヴィヒに手紙を届けたいのだろう。

「エルナがサインをしなくても、きっと誰かが代筆して出されると思う。どうせなら、最後に自分の文字でルードヴィヒ様になにか伝えたいことはない？」

　ヨハンの口調は優しいが、表情に注目すると瞳から光が消えている。正気が保てていないのか、現実逃避でおかしくなってしまったのか。

「ねぇヨハン、私を助けて……」

　エルナにとって、ヨハンとふたりになれたこの時間は最後の希望だった。裏切られたが、ヨハンだけは悪魔に心を売っていないと、エルナは信じたかった。でも、助けを求めるエルナの声に、ヨハンは返事をすることはない。

「エルナ、自分で書かないの？　これがルードヴィヒ様に言葉を送れる最後のチャンスだ」

　ひたすらに、手紙に名前をサインすることを薦められる。エルナはたまらなくなり、これまで誰かの前で泣くことなどなかったのに、ついにヨハンの前で涙を流してしまった。

「私のルーイ様への想いは……文字だけで伝えきれるものじゃないわ」

　会えなくなって、エルナはルードヴィヒへの恋心がどれだけ強いものだったかを実感する。もう会えないなんて信じられない。こんなものにサインをしたら、離縁を了承したことになる。だからエルナは、絶対に自分で名前を書くことはしたくなかった。代筆で誰かに書かれてしまったとしても、自分で書くことは避けたかったのだ。

　ヨハンはルードヴィヒのために涙を流すエルナを見て、彼女が心底ルードヴィヒに恋い焦がれていることがわかってしまった。胸の中から嫉妬心と喪失感が溢れ出し、じわじわと広がっていく。

「そう。これじゃあ埒が明かないね。僕がかわりに書いておくよ。僕はエルナの文字を何度も見てきたから、癖を真似するのは容易いし」

　ヨハンはエルナの涙に動じた態度を一切見せず、冷酷な顔でそう言うと、地下室の隅でペンを走らせる。そして完成した手紙を持って、一度もエルナのほうを振り返ることなく去って行った。

　エルナは地下室で膝をついた体制のまま、頭を床につけてずるりと前のめりに倒れ込む。シェーンベルグでの日々が、遠い昔のことのようにも思えるし、全部夢だったようにも思えた。




　――シェーンベルグ。王宮にて。

　エルナが突然姿を消してから二日が経過していた。事態の詳細が把握できていないため、このことは世間には公表されていない。

　ルードヴィヒは置手紙を読んで、どう動くべきかを悩んでいた。最初はすぐにエルナを捜索しに行こうとしたが、なにか事情があってのことならば、エルナの言うことを聞かずに動くのは得策ではないとフランツに止められてしまった。

（いなくなる前日、エルナの様子がおかしかった）

　顔を見に来ただけと、深夜に訪問しにきたエルナ。どこか思いつめた顔をしていたことに気づいていたのに、変に遠慮をして、一歩踏み込むことができなかった。

（どうしてあのとき、無理やりにでもエルナをこの腕に抱かなかったのか）

　どこにも行けないよう、しっかり捕まえておけばよかった。だが、後悔先に立たず。エルナは王宮からいなくなった。

『ルーイ様、私、あなたをとても愛しく思っています』

　いなくなってからというもの、エルナのその言葉が何度もルードヴィヒの頭の中でこだまする。

　ルードヴィヒはエルナを信じて、三日間は待つことに決めた。しかしエルナのいない時間、不安と心配で仕事がまったく手に着かない。

　フランツはそんなルードヴィヒのしわ寄せを小言を添えてこなしながらも、内心は同じようにエルナのことを心配していた。

　二十時を回ったころ、一通の手紙が伝書魔鳥によってルードヴィヒの元に届けられた。きっとエルナからだと思ったら、案の定、差出人にエルナの名が記載されている。受け取って慌ただしく封を開けると、内容は一方的に大した理由もなく離縁を告げるものだった。こんなものは、ルードヴィヒが望んでいた手紙ではない。

「……ありえない」

　ルードヴィヒは一度読み終えた手紙を、片手でぐしゃりと潰し床に投げる。フランツはそれを拾い上げると、自らも内容を確認するためにしわだらけの手紙を広げた。

「エルナがこんなことを言うはずがない。絶対になにか裏がある。あの伯爵家が関係しているんだろう。すぐさまヘンデルに――」

「待ってくださいルーイ様。手紙のいちばん下の右端に、小さな文字でなにか書いてあります。……〝今日のヘンデルは晴天です〟？　これはなんでしょう？　エルナ様からルーイ様への暗号では――」

「貸せ！」

　はっとした顔をして、ルードヴィヒはフランツが指摘していた箇所を確認する。とても小さな文字ではあるが、そこにはフランツが言った通りの文章がたしかに書かれていた。

「……フランツ、シェーンベルグとヘンデルの今後の天気は？」

「は？　えーっと、大陸全体がしばらくは晴れの日が続くと思われますが」

「そうか。わかった。だったら無理やり起こすしかないな」

「……ルーイ様、なにをする気ですか？」

　なにを無理やり起こすのか。フランツには見当がついている。そんなことができるのは、世界で竜王族の血を引くものしか存在しない。

「エルナが危ない。助けにいく」




　エルナがどう始末されるかは、ルードヴィヒの返答によって変わるため、エルナはしばらくこのまま地下室に監禁されることになった。

　ルードヴィヒが離縁を受け入れれば、予定通りシェーンベルグとの長年続いた条約も破棄されて、ヴェルデナと新たな友好条約を結び、当初の計画通りにことを進められる。この場合、エルナはシェーンベルグとの条約継続に亀裂を与えた罪人として、公開処刑される。

　逆にルードヴィヒが離縁を断れば、強制的にエルナという存在を消して無視やりにでも条約破棄の方向へ持っていくしかない。ルードヴィヒがこだわっているのはヘンデルの女性でなくエルナだということは、ヘンデル国王もアーレント伯爵家もわかっている。エルナを失えば、ルードヴィヒにとってヘンデルなどどうでもいい存在となるはず。こうなった場合は、内密にエルナを殺めて、自殺したことにすればいい。

　どちらに転んだところで、ここへ来た時点でエルナの負けは決まっていた。家族の心配をせず、シェーンベルグへ残る以外、エルナの助かる道はなかった。

　二十四時間以上拘束されて、泣いて、エルナはついに涙も枯れ果ててしまった。

（……ルーイ様に会いたい）

　ただそれだけを願って、エルナは寒い地下室で身体を震わせている。水も飲めず食事もさせてもらえず、もちろん入浴だってしていない。雑に扱われたせいで身体には擦り傷ができ、長い髪は絡まってごわごわと広がっている。まさに奴隷のようなみすぼらしい姿だ。

　こんな情けない姿を見られたら、ルードヴィヒはなんて思うだろう。

（でもルーイ様なら、どんな私でも受け入れてくれる）

　エルナがルードヴィヒがいちばん見られたくなかった竜の姿をなんの疑問も持たずに受け入れたように。ルードヴィヒだって、美しさを失ったエルナのことを、優しく抱きしめてくれるはずだと思う。

　すると、突然酷い雨が降りつける音が聞こえた。この地下室は窓も灯りもないが、音だけはよく聞こえる。地下なのにここまで雨の音が聞こえるということは、一階に近い場所なのだろうか。

　続いて、雷が落ちる音も聞こえた。ずっと静かだった地下室が、急に自然の音で騒がしくなる。

（――嵐？　しばらく天候が荒れる予定はなかったはずなのに）

　エルナは花を育てるのが好きだったため、王宮の庭の管理には特に力を入れていた。植物を育てるときに、天気は重要だ。だから、エルナは毎日のように予報をチェックしていた。そのときついでに、故郷であるヘンデルの天気も見ていたのだ。

　予報は完璧ではないため、突然天気が荒れることだってある。実際、前回ルードヴィヒとヘンデルに来たときも急に大雨に襲われた。

　今回もそのパターンかと思い、エルナは雷の音を聞きながら、竜に出会った嵐の夜のことを思い出す。

　大切な思い出なのに、胸がぎゅっと締め付けられた。

「……ルーイ様」

　地下室でその名を呼ぶのは何度目だろうか。エルナがルードヴィヒを呼んだ瞬間、ひときわ大きな雷が近くで落ちた音が聞こえた。

「きゃああああーっ！」

　同時に、アリーシャの悲鳴が聞こえた。誰かが雷に打たれでもしたのか、よほど近くに落雷が起きたのか。

　暗い地下室に閉じ込められているエルナには、音で現状を知ることしかできない。

　すると、地下室の扉が勢いよく開かれた。廊下の灯りが点いているせいか、地下室にも光が射しこむ。エルナは眩しくて思わず目を細めた。

「エルナ！」

「……ヨハン？」

　切羽詰まった様子のヨハンが駆け寄ってきて、エルナの拘束を解き始める。

　わけがわからない。戸惑うエルナを無視して、ヨハンは手際よく拘束を解き終えると、エルナの身体を抱き起こした。

「ヨハン、どういうこと？　なにが起きているの？」

「話はあとだ。早く外へ出て」

「外？　でも、すごい嵐なんじゃあ――」

「行ったらわかる。――竜が、君を探してるんだ」

　ヨハンの言葉に、エルナはひとつの可能性を見出す。

（予報になかったはずの嵐、さっき聞いたアリーシャの悲鳴……まさか）

　エルナは地下室を飛び出した。拘束されていた手首の痛みも、久しぶりに立ち上がってふらつく足元もなにもかも無視して、夢中で外に出る扉に向かって走った。

　風が吹きつける音がする。玄関の扉を開くと、外は豪雨。暴風、落雷。酷い有様だ。そんな中で、アリーシャが尻餅をつき、アーレント伯爵は足をガクガク震わせて、空を見上げていた。

　エルナはつられるように空を見る。そこには真っ暗な空の中で、大きな羽を広げた銀色の竜の姿があった。










美しき愛の姿




「……ルーイ様！」

　エルナは空に向かって叫ぶ。あの大きな生き物が何者なのか、この場でエルナだけが確信をついていた。

　見間違えるわけがない。近くで何度も見た。青みがかった銀色の身体と、グレーの瞳。竜になっても変わらない美しさを放っているのは、この世でただひとりだけ。

「あ、あれがルードヴィヒ様ですってっ!?」

　腰を抜かしていたアリーシャが、雨でびしょびしょに濡れながら絶叫する。

「あんな綺麗な人が、こんな怪物になるっていうの!?　いやぁぁ！　早くどっかに行ってよー！」

　近くに住んでいる貴族たちは、悲鳴をあげて離れた場所へ逃げている。しかし、アリーシャは腰が抜けて立てない。アーレント伯爵もまた、足の震えが止まらず思うように身体が動かないらしい。口をぱくぱくさせて、声も出ないようだ。ふたりは空を見上げ、ただ戦慄することしかできなかった。

「……！」

　空を徘はい徊かいしていた、先祖返りしたルードヴィヒの瞳がエルナを捉えた。ルードヴィヒは勢いよく下降していき、地面へと舞い降りていく。

「ルーイ様！」

　エルナは竜の姿をしたルードヴィヒに、正面から思い切り抱きついた。最大の力を込めて、小さな身体で、大きな竜をこれでもかというほど抱きしめる。

「二度と、この身体に触れられないかと思いました……」

　慈しむように頬を撫で、涙ながらに訴えるエルナを見て、ルードヴィヒはエルナの頬に流れる涙をぺろりと舐める。

　あんな怪物に顔を舐められるなんて、と、アリーシャはぞっとした。そしてそんなことをされても嬉しそうに瞳を細めるエルナを見て、二度震撼する。

（なんなの！　理解できない！　気味が悪い！　……そんなことより、私たちはとんでもない相手を敵に回したんじゃないの!?）

　津波のように、あらゆる感情がアリーシャに押し寄せていく。それはアーレント伯爵も同じだった。

　エルナがルードヴィヒを見つけてから十分も経たずして、あれほど勢いのあった雨がやみ始めた。雨だけでなく、風も、雷も、気がつけばすべて治まっている。真夜中というのに渦を巻いていた不気味な空も、普通の真っ暗な夜空へと戻っていった。

　そしてもうひとつ、元に戻ったものといえば――。

「エルナ！」

　ルードヴィヒの肉体である。

　嵐が過ぎたのと同時にルードヴィヒは人型の姿に戻っていた。エルナは地下室で目覚めたときに、ルードヴィヒが上裸だったことを思い出す。

「ル、ルーイ様っ！　服をっ！」

　エルナは咄嗟に手で顔を塞いで、ルードヴィヒに服を着るよう懇願した――が。

「なにを言ってる。よく見ろ」

　歩いてきたルードヴィヒに腕を掴まれ、強引に顔から引き離される。すると、そこにはしっかりと衣服をまとったルードヴィヒが立っていた。

「あれ？　ルーイ様って、先祖返りのあとはありのままの姿になってしまうはずじゃあ……？」

「なにもしなければそうだが、今回は事前にそうならないよう魔法をかけておいた。妻の危機を救ってやっと再会できたときに、裸体だと格好がつかないだろう」

　正直ルードヴィヒなら、どこでどんな格好をしていようと十分に絵になりそうな気もしたが、目のやり場に困るようなことにならずに済んで、エルナは安堵する。

「それとも、なにも着ていないほうがよかったか？」

「そ、そんなこと思ってません！」

「ふっ。冗談だ。かわいいやつだな」

　軽い冗談を本気にして、すぐに頬を染め照れるエルナを見て、ルードヴィヒの表情筋が緩んだ。エルナはそのまま腕を引かれ、ルードヴィヒの胸の中に抱かれる。

　竜とは違う、人肌の感触。直接感じるぬくもりに、エルナは安心して目を閉じた。

「無事でよかった……」

「ルーイ様、どうしてここに？　この嵐は――ルーイ様が？」

「ああ。竜王族は天候を操れる。そして嵐を起こすということは、強制的に先祖返りを引き起こすということに繋がる。……国民全員を巻き込んでしまったのは悪かったが、一刻も早くヘンデルまでたどり着くには、竜の姿になって空を飛ぶしかなかった」

「でも、ルーイ様は竜の姿を見られることが嫌だったのでは……」

「そんなことより、お前の安否が心配だった。それに、お前が美しいと言ってくれたから。俺は自信を持って、嵐を起こせた」

　シェーンベルグだけでなく、ヘンデルの国民にまでこの姿を見せることに、少しの抵抗もなかったといえば嘘になる。しかし、ルードヴィヒはやりきった。ほかの誰でもないエルナのために。彼女のためなら、どんな姿を世間に晒したってかまわなかった。先祖返りするたびに地下室に籠っていたルードヴィヒからは、想像もつかないような一大決心だ。

「ついでにと言ったらなんだが――お前が危険だと知らせてくれたのは、あの幼馴染の男だ」

　離れた場所で立ち尽くしていたヨハンが、びくりと身体を反応させる。

「ヨハンが？」

「ああ。俺は前にヘンデルを訪れたとき、あいつと男同士の約束を交わしていた」

「あ、もしかして、外に行ったときに……？」

　当事者のふたりは顔を見合わせて頷く。そして、どんな会話をしたのかを教えてくれた。




　――あの日、アーレント伯爵家の庭園に、ルードヴィヒはヨハンを呼び出した。

『お前と長話をするつもりはないから、手短に言う。……非常に気に食わないが、お前がエルナを想う気持ちと、俺の気持ちは同じだろう。想いの大きさは天と地ほどの差があるが』

　ずっとエルナを見てきた幼馴染の自分に対し、たかが数か月一緒にいただけの相手が、やけに大きく出てきたなとヨハンは内心思っていた。竜王太子に逆らう度胸はないため、黙って話を聞くことにする。

『今日、この屋敷へ来てわかった。エルナは――幸せに育てられなかったのだろう？』

　見事に言い当てられて、ヨハンはどきっとした。エルナがどんな目に遭っていたか、幼馴染のヨハンはよく知っていたからだ。なぜなにもしなかったのかと責められる気がしたが、ルードヴィヒはなにも言ってこなかった。

（責めてくれれば、まだラクだったのに）

　罪を咎められることで、勝手に許された気持ちになりたかったなんて、我ながら最低だとヨハンは自嘲する。

『ルードヴィヒ様がここへ来たのは、エルナの家庭環境を探るためですか？』

　竜王太子がここまで来た時点で、エルナに本気なのはわかっていた。本気だからこそ、わざわざ実家に来るなんて前代未聞な行動をとったことも。

『それももちろんあったが――知りたかったんだ。エルナがこの国で、守りたいと思っているものを。そしてそれが、俺が守ってやることに相応しいものなのかを』

『……エルナが守ろうとしているもの？』

　いい思い出などひとつもないであろうこの屋敷に、守りたいものがあるわけない。もし、あるとすれば――。

『……この庭園以外、僕には思いつきません』

『庭園？　やはりここになにかあるのか？』

　ルードヴィヒは言う。ここへ来るまでの道中で、エルナが実家の庭園の花を大事に育てていたという話をしていたことを。その花が今もちゃんと咲いていることを願っており、ぜひルードヴィヒにも見てほしいと笑っていたことを。

『ここは、エルナにとって実の母親との思い出の場所なんです。もう、ずいぶん前に亡くなってしまいましたが』

『そうか。ここがエルナの……』

　ゆっくりと庭園を見渡す。この庭園には派手で目立つ花は少ないが、小さくかわいらしい花がたくさん色とりどりに咲いていた。控えめなエルナそのものを表しているようにも見えて、ルードヴィヒは自然と笑みがこぼれる。目を閉じれば、母親と手を繋いで歩いている幼いエルナの情景が瞼まぶたに浮かびそうだった。

『……エルナの守りたいものがよくわかった。礼を言う。あともうひとつ、お前にしか頼めないことがあるんだ』

『僕に？』

『ああ。もしこれから、俺の手が届かないところでエルナの身に危険が及んだら、お前が俺に知らせてほしい。今日ここへ来て、俺が信用してもいいと思える人間はお前だけだった』

　エルナに対し同じ恋心を抱いているからこそ、ルードヴィヒはヨハンを信用できると判断していた。

『知らせるって、どうやって？』

『そうだな。伝書魔鳥を使ってくれ。そして俺たちにしかわからない暗号で、エルナの危険を知らせてほしい。暗号は――面倒だからお前が一分以内に考えろ』

　急に無茶ぶりをしてくるルードヴィヒに、ヨハンは面倒ごとが起きるとすぐに誰かに押し付けてくる婚約者を一瞬重ねてしまった。

『それにしても……今はまだ心地いい青空が広がっているな』

　ルードヴィヒは空を見上げると、ヨハンのほうに視線をやった。

『お前、晴れの日は好きか？』

『え？　はい』

『俺もだ。……どうも雨は好きになれない。前よりは、平気になりつつあるがな』

　その言葉を聞いて、ヨハンはちょうどいい暗号を思いつく。

『じゃあ、エルナが危険なときは、その日の天気をあなたに伝書魔鳥を使って伝えます』

『……なるほど。安易な考えだが、わかりやすくていい』

　ふっと小さく、ルードヴィヒが笑う。男でも見惚れるほど、美しい笑顔だった。自分もこれだけ自信があり、権力もあれば、エルナを守ることができたのだろうか。たらればの話をしても仕方ないとわかりつつ、ヨハンは完璧な夫を前にしてなお、エルナへの想いを完全には断ち切れなかった。

『じゃあ、頼んだぞ』

　ヨハンは大きく頷いた。

　そして、恋敵というのも厚かましいくらい完璧なルードヴィヒに伝書魔鳥を送る日がきたそのときは――竜王族が天候を変えられるのと同じように、エルナに迫りくる運命も変えてほしいと、強く願った。




「あいつから送られてきた伝書魔鳥に、約束した暗号が記載されていたんだ」

　エルナはヨハンがサインを代筆すると言った場面を思い出す。

（あのときの行動は、私を助けるためだったのか……）

　ヨハンにも完全に裏切られたと思っていたエルナは、実は味方でいてくれたことを知って感動する。

「ヨハン……ありがとう」

　だが、お礼を言われたヨハンは複雑そうな顔を見せた。

「お礼を言われる筋合いはないよ。僕にできることなんて、これしかなかった。それに――あわよくばと思ってたんだ。この企てをうまく利用したら、もしかしたら僕がエルナと結婚できるかもって、最低なことを考えてた」

「それは本当に最低なやつだな」

　間髪入れずルードヴィヒにつっこまれ、ヨハンの胸にぐさりと刺さる。

「結局僕だけじゃなんにもできなくて、ルードヴィヒ様に助けを求めるしかなかったけど……君が無事でいられて本当によかったと、心から思ってるよ」

　ヨハンの瞳に、いつもの優しい光が戻っている。

「うん。本当にありがとう。……ヨハン、私ね、ヘンデルを守りたい理由のひとつは、ヨハンだったのよ」

「えっ……」

「お母様の思い出と同じくらい、私に優しくしてくれたあなたのことを、私は大切に思っていたから」

「そ、そんな。エルナが僕を？」

　不意打ちな告白に、ヨハンは顔を真っ赤にしてうろたえる。

「おい。調子に乗るな。エルナの夫は俺だ。大切に思われていたとしても俺以下だ」

　エルナがほかの男を褒めたことが、悪気がなくとも相当気に食わなかったようで、ルードヴィヒは人を凍らせそうなほど冷たい瞳でヨハンを睨み付けた。

「お前も俺以外の男に勘違いさせるようなことを言うな。わかったか？」

「は、はい。ごめんなさい」

　ルーイ様もやきもちを妬くなんて、子供っぽいところもあるんだなぁと、エルナはくすりと笑ってしまう。

「なにがおかしい」

「別に、なんでもありません！」

「いいや。絶対なにかあるだろう」

　視線と身体を後ろに逸らして逃げようとするエルナの両手を掴んだそのとき、手首に痛々しい拘束の痕があることに気がつく。

「……これはなんだ」

「あっ……それは」

「再会の喜びで肝心なことを忘れていた。どうしてこんなことが起きたのか――じっくり話を聞かせてもらおうか」

　ちょうど足がいうことをきくようになり、こそこそと逃げようとしていたアリーシャとアーレント伯爵をルードヴィヒが結界魔法を発動して妨害する。普段魔法を使っているところを見たことがなかったため、エルナはルードヴィヒの魔力に少々驚いた。

「先祖返りをした日は、魔力がいつもより強くなって制御するのが大変なんだ。次に逃げようとしたら、その身もろとも魔法で消し去ってしまいそうだな」

　手を握ったり開いたりを繰り返して、恐ろしいことを口にするルードヴィヒに、アリーシャとアーレント伯爵は逃げることを諦めた。

「……話が違うじゃないか」

　観念して足を止めたかと思うと、抑えていた感情が爆発するように、伯爵はわなわなと身体を震わせる。

「エルナ、お前は大雨や嵐が弱点だと言っていただろう！　これじゃあ逆に強くなっているじゃないか！」

　天候が荒れる日は、最強の竜王族の弱点だと聞いていた。すっかり信じ切っていたのに、まんまとエルナに出し抜かれた。少なくとも、伯爵とアリーシャはそう思った。

「……弱点？　精神面ではそうだったかもしれないが、今はそれもエルナのおかげで克服できた。むしろ嵐の日なんてのは、力が出すぎて困るくらいだが」

　なにを言っているのかと、ルードヴィヒは眉間に太いしわを寄せる。

（今思えば、たしかに能力的な意味では弱点とは言えなかったかも）

　エルナは精神面で克服できたことを知らなかったので、自分の発言がルードヴィヒに迷惑をかけずに済んだことに、ひとり胸を撫で下ろした。

「な、なんだって……じゃあ、私たちはもっと前から既に失敗していたというのか」

　全身の力が抜けるように、伯爵はその場にへたり込む。

　ヴェルデナに意気揚々と報告した竜王族の弱点は、最初から間違っていたのだ。この時点で、ヘンデル国王が考えた計画は破綻していた。

「……もう条約とか、そんなのはいっそどうでもいいわ！　竜王族で強いのかなんなのか知らないけど、お姉様の夫はとどのつまり、ただの化け物じゃない！」

　黙っていたアリーシャが、急にタガが外れたように叫び出した。作戦が失敗したことよりも、エルナが幸せそうにしていることが信じられなかった。

「こんな化け物に執着して執着されて、本っ当に気持ちが悪いわ。お似合いよ。今なら心から祝福してあげる。お姉様以外誰も、こんな化け物の妻になんかなれないもの」

　加護を授かった聖魔法があるおかげで、ヘンデルには魔獣や魔物などが侵入してくることはない。そのため、先祖返りしたルードヴィヒなどの姿に、みんな耐性がないのだ。人外を見ると、よく知る動物以外はみんな、気味の悪い化け物のように見えてしまう。……これが、悲劇の繰り返しに繋がった大きな要因のひとつかもしれない。

「……アリーシャ。それ以上言うなら、私は黙っていないわ」

　一度も歯向かったことのないエルナが、初めてアリーシャに怒りの感情をむき出しにした。ルードヴィヒの気持ちを一ミリも知らない無礼な妹に、これ以上好き勝手言われては辛抱ならない。初めて見る姉の鋭い眼差しに、アリーシャは思わず怖気づく。

「エルナ、俺は大丈夫だ」

「でもっ――」

　納得いっていないエルナを、ルードヴィヒが宥める。代わりに、言いたいことはルードヴィヒ本人の口から伝えることにした。

「なんとでも言えばいい。俺はエルナ以外にはどう思われたってかまわない。……第一、お前の心の醜さのほうが化け物並みだと思うが？　お前みたいなやつと一緒にいて、ここまで綺麗に育ったエルナは尊敬に値するな」

「なっ……なんですって……」

　罵声をどれだけ浴びせようが、自身が浴びた経験はほとんどないアリーシャは、羞恥心でカッと顔が赤くなる。

「それに、化け物がなんだなんて話はどうでもいい。話をすり替えるな。頭の悪い小娘が」

　容赦なくアリーシャを叩きのめすルードヴィヒにエルナは焦り、伯爵はおろおろし、ヨハンはなんだかスカッとしていた。

「やっぱり噂通り、歴代最低最悪の竜王太子だわ……！　冷酷無慈悲、あなたに人の心はないようね！」

「お前にだけは言われたくない。それに、俺は竜人だからな。たとえ人の心がなくたって、竜としての誇りが残っている」

　人型を好む竜人であるルードヴィヒがこんなことを言えるようになったのは、間違いなく、エルナに竜としての自分を認めてもらえたからだ。竜としての誇りを持つルードヴィヒが、エルナの目には眩しく映った。

「なぜ俺とエルナをそうまでして離縁させようとした。そして、エルナをどうしようとしていた？　すべて真実を答えろ。さもなくば――」

　手のひらを前に押し出すルードヴィヒを見て、まるで拳銃をつきつけられたかのように、アーレント伯爵が反射的に両手を上げる。あの手からは、どんな恐ろしい魔法が飛んでくるかわからない。

「わかりました。すべて、話します……」

　ここまできては、もう逃げ場はない。正直に話さなければ、ルードヴィヒの魔法で木っ端微塵にされてしまう。

　アーレント伯爵は観念して、ルードヴィヒになにもかもを話すことにした。しかし、この件はヘンデルの国王も深く関わっている。そういった理由もあって、その場にいる全員で、ルードヴィヒに見張られながら王宮へ行くこととなった。

　深夜といえど、もちろん竜が現れたという騒ぎは聞きつけており、王宮はまだ灯りが点いていた。国王も起きており、ルードヴィヒが訪ねてきた時点ですべてを悟ったのか、なにも言わずに国王の部屋へと案内された。

　部屋に通されて、ルードヴィヒとエルナは今度こそすべての真実を知った。重い空気と沈黙が流れる。

（わかっていたけど――ここまで利用されていたとわかると、ちょっとこたえるわね）

　最終的に公開処刑される未来があったと思うと、こうして無事にルードヴィヒと再会し、五体満足で生きていられる時点で運がよかったとさえ思える。

「……お前たち、今生きていられて本当によかったな。エルナに万が一のことがあったら、感情が爆発して魔力を暴走させ、国ごと破壊していたかもしれない」

　冗談ではなく、ルードヴィヒは本気でそう言った。エルナの周りにこんな非情な人間しかいなかったと思うと、やるせない気持ちととめどない怒りで頭がどうにかなりそうなのを、これでもなんとか抑えている。

「お言葉ですがルードヴィヒ様。それでは約束と違います。条約破棄を受け入れるかわりに、ヘンデルへ一方的な攻撃をしないとお約束したはずです」

　借りてきた猫のようにおとなしくなったアリーシャと伯爵を横目に、国王はすっかり覇気をなくしながらも、ルードヴィヒに指摘する。

「なにを言っている。今回に限っては俺は妻を迎えに来ただけだ。それに、条約破棄が正式に下されるのはまだ先のことだろう。……まぁ、そうなったらヘンデルは終わりだろうな」

　結局、竜王族の弱点を見つけられなかったのだから、ヴェルデナと組むこともできない。

「……お、お願いします！　頼むから、これからもシェーンベルグが我が国の後ろ盾についていただけないでしょうか！　要求はなんでものみます！　結婚相手だけでなく、ほかにも必要ならば加護持ちの娘たちをそちらにお送りいたします。ですから、どうにかお願いします！」

　このままではヴェルデナに襲撃される。都合がいいとわかっても、三か国しかない大陸上で、もう頼れる場所はほかにない。

「まずはお前のその考えから見直すんだな。自国の娘たちは、お前のものじゃないだろう」

　国のトップがこんな考えではと、ルードヴィヒは嫌悪感を露にした。

「はい。しかし、我が国が生き残るにはこうでもするしか……」

　威厳の欠片かけらもなく、国王は半べそをかいている。妻を酷い目に遭わされて、今にも怒り狂いそうな相手に頼み事をしてくるなんて普通ならありえない。よほど頭が回っていないとルードヴィヒは感じ取る。

「……エルナはどう思う？」

「私、ですか？」

「ああ。正直俺には、こんな最低なやつらを守ってやる理由などどこにもない。俺はエルナだけをシェーンベルグへ戻し、条約破棄は遂行してもいいと思っている――が、俺は、お前の率直な意見が聞きたい」

　エルナは考える。国を守るために犠牲にされて、挙句殺されかけたと知ってなお、ヘンデルに対して果たして情が残っているのかを。この地にまだ、守りたいと思うものがあるのだろうか。

「私は――お母様との思い出はここにしかないから、それだけはなくなってほしくないと思います」

「……そうか」

「ですが、今日この場を以て、私はアーレント伯爵家とは縁を切らせていただきます。お父様、アリーシャ。今後一切、私の人生に関わらないと誓ってください」

　なにをされても、家族を見捨てることができなかった。愛されていなくても、のけ者にされていても、この繋がりだけが、母を失った自分に唯一残されたものだったから。手放す勇気すら、捨てられるまで出なかった。

　しかし、エルナはルードヴィヒに会って、血の繋がり以上の深い繋がりを知った。もう手放すことは怖くない。それに一度切られた縁だ。もう二度と結び直すことがないように、エルナはここで決意表明をする。

「……わかった。お前の言う通りにしよう」

「ありがとうございます。〝アーレント伯爵〟」

　訴えを承認されて、エルナは一礼する。目の前で抜け殻になりかけている実の父親を〝お父様〟と呼ぶことは、金輪際ないだろう。アーレント伯爵もまた、そのことに気づいていた。そして、エルナを愛せなくなった自分の愚かさを、今さらになって思い知る。

　彼がなぜエルナを嫌っているのか。それは完全なる逆恨みだった。

　伯爵は、ヘンデルの女性の中でもとびきり美しいエルナの母に一目惚れし、政略結婚で結ばれた。

　伯爵は妻を愛していたが、妻は家の都合で結婚しただけで、夫を愛することはなかった。子供であるエルナが生まれても、自分への態度が変わらない妻を見て、エルナに向ける笑顔は、今後も決して自身には向けられないのだと伯爵は悟る。

　そんなとき、自分を必要とし愛の言葉をくれる側室に気持ちが流れ、頑かたくなに愛をくれない正妻が憎たらしくなった。正妻が死に、行き場のない憎しみはエルナへと流れていく。

　自分を愛さなかった者の娘を、愛してやる必要はない。――奇しくも、シェーンベルグ家での悲劇と類似したことが、アーレント伯爵の身にも起こっていたのだ。

「残念。離縁されたのは、俺でなくお前たちのほうだったな？」

　ルードヴィヒはそれはもう満足そうに、エルナから見放されたアーレント一家を見て鼻で笑った。

「だがまぁ、こんな最低な企てをしておいて、国王にもお前たちにも大したお咎めがないのはおかしい。ヨハンはともかく――ほかのやつは全員、それなりの罰は受けるべきだ」

「罰といいますと……？」

　国王が生唾を飲み込む音が聞こえる。すると王室の扉が開き、フランツがひょこりと姿を現した。

「フランツさん！　来ていたのですか!?」

「エルナ様、お久しぶりです。はい。途中までルーイ様の背中に乗ってこちらまで同行させていただきました」

　場の空気と不釣り合いな爽やかな笑顔を浮かべて、フランツは変わらない様子でエルナに話しかける。

（途中まで……？　というか、ルーイ様の背中に乗ってるフランツさんの図、ちょっと見てみたかったかも……）

　想像すると結構シュールな光景に、エルナの口角が密かに上がる。

「みなさんがこちらで会議している間、私がルーイ様の代理人としてヘンデルの王太子様に今回の件を報告させていただきました。王太子様はこの件を、なにも聞かされていなかったようですね」

　フランツはルードヴィヒに任された仕事があったため、別行動をしていたようだ。裏で悪事を働いた三人への処罰をどうするか、王太子と話をつけてきたらしい。

「まず早急に国王は王位を王太子に継承し、王位から退くこと。そしてアーレント伯爵家は領地と爵位の剥奪ということで話がつきました。こちらの条件、のんでいただけますでしょうか？」

「なっ……そんなこと急に言われても！　王位を継承するにもいろいろとやることがある！」

「領地と爵位を剥奪されたら、なにも残らないじゃないか！」

「私、貧乏人になるなんて絶対無理――」

「おいお前たち、全員死にたいのか？」

　この期に及んでまだ自分たちのことしか考えていない三人に、ルードヴィヒの怒りの鉄槌が落ちる。凄まじい眼力と低い声ですごまれて、三人はなにも言えなくなった。

「本来なら死刑になってもおかしくないんだぞ。それをこんな軽い刑で済ませてやってるというのに。……いいか？　お前たちがこの要求をのむならば、今後もお前たちの後ろ盾にシェーンベルグがつくことを約束してやる」

「！　それは本当ですか!?」

　この数十分で憔悴しきっていた国王の瞳に、一筋の光が射しこんだ。

「ああ。だから民衆に自分たちの悪事を公表される前に決断したほうが身のためだぞ。俺たちと条約を結び続けることはヴェルデナへの裏切りになると思うが、そこは自分たちで処理しろ。だが俺がいる限り、この国は守ってやる」

　結果、ルードヴィヒの主張は通り、それぞれが罰を受けることとなった。地位も名誉も失って、これからどう生きていくのかはわからないが、エルナの人生を潰そうとした代償としては、あまりにもなまぬるいとルードヴィヒは言った。

　ヨハンとアリーシャはもちろん婚約が解消された。約束を守ったヨハンになにか褒美をやろうという話になったが、ヨハンはそれを断った。その代わり、またヘンデルに遊びにきてほしいと控えめな笑顔を見せていた。




　一夜明け、エルナはルードヴィヒとフランツと一緒にシェーンベルグへ帰ることになった。天気は快晴だ。先祖返りが起きることがないため、また一日半かけての馬車移動になる――はずが、ルードヴィヒとフランツが協力して風魔法を使い、馬車の速度を上げたおかげで、夜には戻ることができた。

「こんなことができるなら、どうして前回やらなかったのですか？」とエルナが聞くと、ルードヴィヒは「お前とふたりの時間を長く過ごしたかったからだ」と耳打ちした。エルナの顔が真っ赤になっているのを見て、フランツはやれやれと肩をすくめた。




「エルナお姉様ぁぁぁ！」

　シェーンベルグの王都に到着するなり、ずっとエルナの帰りを待っていたであろうレーネが泣きながらエルナに飛びついた。エルナが王宮を去ったことは口外されていなかったが、ルードヴィヒが嵐を起こし、竜化したことは国民の全員が目にしている。だからレーネは必然的に、エルナの身になにかあったことに気づいてしまっていた。

「レーネ。ごめんね。心配かけて……」

「うぅっ……！　もう絶対に、わたくしのそばを離れないでくださいませ！」

　相当心配したようで、レーネはしばらく小さな子供のように泣きじゃくった。エルナはレーネの髪を優しく撫でながら思う。

（私にとって大事でかわいい妹は、ここにいたのね）

　レーネとも血の繋がりはない。それでも、本当の姉のように慕ってくれるレーネが、エルナの目により一層愛おしく映った。




　王宮へ着くと、フランツの元にたくさんの書類が届けられていた。今回の一件をうまくまとめて処理するための書類だと、ルードヴィヒはエルナに説明した。

「ヴェルデナ国は弱点が嘘だったことを知って憤っていたようですが、初めて竜の姿になったルーイ様を見て、竜を相手にするなど自殺行為だと、考えを改め直したようですよ。ある意味、戦いを仕掛ける前にそれを教えてくれたヘンデルには感謝しているようです」

　ヴェルデナ国王から届いたであろう一枚の手紙を要約して読み上げながら、フランツは呆れ顔をする。結局三大陸の関係は、今までと変わらぬまま、それぞれの平和の形が保たれることで収まった。

「それより――まったく大変でしたよ！　あなたの家族はとんでもない悪党どもじゃないですか！　よくもまぁ、二十年も家族ごっこができたものです。ある意味尊敬いたします」

　王宮へ帰るなり、エルナはフランツからちくちくとお叱りを受けた。

「正論すぎてぐうの音も出ません。……私、あの屋敷にいたときは感覚が麻痺していたんです。どんな扱いを受けても、それが普通なのだと思っていました」

　一度疑問を持ってしまえば、つらくなるだけ。そう思い、エルナは自己防衛のために自らの心に蓋をしていた。

「……まぁ、そのおかげであなたは仕事ができる素晴らしい令嬢に育ったのですから、全部が全部悪かったというわけではありませんけど」

　しゅんとするエルナを見ると焦ってフォローに回ってしまうのは、本人も気づいていないフランツの癖だ。

「ふふ。ありがとうございます。前の家族はよくなかったかもしれないけど――私はここで、素晴らしい家族と出会えてよかったです」

「家族って、まだルーイ様しかいないでしょうに」

「いいえ。私にとってはフランツさんも家族同然です。厳しいけど、優しいお兄様のような。そんな感じです」

　ルードヴィヒの側近としての威厳を保つため、周りに厳しく指導し続けていたフランツは、ルードヴィヒほどではないが、王宮内では怖がられることが多かった。そんな自分がまさか〝優しいお兄様〟に例えられる日がくるとは夢にも思わず、フランツはむずがゆいような、嬉し恥ずかしい気分に陥った。

「……私はあなたの兄になった覚えはありません。今後もずっと、あなたの指導係です」

「はい。これからもご指導よろしくお願いいたします」

　照れ隠しからか、顔を背けるフランツを見て、エルナは小さく微笑んだ。

「俺より先にエルナに笑顔を向けられるとは許しがたいな」

　一部始終を見ていたルードヴィヒが、後ろからエルナを抱きしめる。体重をかけられて、エルナの身体は若干前のめりに沈んだ。

「それに俺は、お前をエルナの兄として認めていない」

「私が兄になりたがってるみたいな言い方はやめてもらえますか？」

　エルナのこととなるとルードヴィヒは本当に嫉妬深く、面倒くさくなる。最初はそんなルードヴィヒにフランツも苛立つこともあった……が、今ではすっかり慣れてしまった。

「エルナ、俺にもよく見せてくれ。シェーンベルグの空よりも美しい、とびきりの笑顔を」

　ルードヴィヒはエルナの顎に手を添えて、限界まで顔を近づける。

（美しいのはルーイ様のほうです～っ！）

　少し動くと唇がぶつかってしまいそうな距離に、エルナはたまらず目を閉じた。

「……ん？　どうした。キスがほしいのか？」

　なにを勘違いしたのか、ルードヴィヒはエルナが自身にキスをねだってきたと捉えた。エルナからすると、初めてのキスが人前だなんて絶対に耐えられない。

「そういうのはふたりきりのときにしてください！」

　見かねたフランツがぴしゃりと言い放つ。

「わかった。……エルナ」

「は、はい」

「ふたりきりになれる場所へ行こう」

「は、はいぃ!?」

　目を開けたときには、既にルードヴィヒにお姫様だっこの形で抱えられていた。遠ざかるフランツの呆れ顔を見つめながら、エルナはふたりきりになれる場所――寝室へと強制的に連行された。




　バタンと扉が閉まる音がして、続いてガチャリと、ルードヴィヒが後ろ手に鍵をかける音が聞こえた。

（逃げられない……！）

　直感でエルナは悟る。――元より逃げる理由もないのだが。

「エルナ……」

　ベッドの前で立ち尽くすエルナに歩み寄ると、ルードヴィヒはエルナのピンクに染まった柔らかな頬に、大きな手をすべらせた。

「悪かった。今回のことは元はといえば、俺が言い出したことによって起きたことだ。……そのせいで、エルナを巻き込んでしまった」

　ふたりになってまず最初に、謝罪をされるとは思ってなかった。エルナは目を丸くさせ、悲し気に瞼を伏せるルードヴィヒを見つめる。

「ヘンデルを守り続けることに決めたのは、せめてもの罪滅ぼしだ。お前と、お前の母親との思い出は、俺の命が尽きるまで必ず守り続ける」

　エルナはここで、ようやくルードヴィヒがなぜ後ろ盾につくことを選択したのかを理解した。あんなに怒っていたのに、ヘンデルのメリットになるようなことをするのはおかしいと思っていたのだ。ルードヴィヒはそれくらい、今回の一件について責任を感じていた。

「ルーイ様は悪くありません！」

「でも、俺が離縁前提や条約破棄などと言わなかったら……」

「言わなかったら、私とあなたはきっと出会えていなかったでしょう。生贄にはほかの娘が選ばれて、私はずっと、アーレント伯爵家の奴隷として過ごしていたかもしれない」

「……エルナ」

　あらゆる条件が揃っていたからこそ、エルナはルードヴィヒの妻として選ばれたのだ。その事実を、ルードヴィヒに忘れてほしくはなかった。

「今こうして一緒にいられることが、なによりの幸せなんです。ルーイ様、私を助けてくれて、ありがとう」

　今回の一件だけじゃない。エルナはあらゆる場面で、ルードヴィヒに助けられてきた。彼には感謝しかないのに、謝罪の言葉は聞きたくない。

「なにもなかった私にいろんなものを与え、教えてくださったのは――ほかの誰でもない、ルーイ様なんです」

「……それは俺のセリフだ」

　頬に添えられた手に、エルナは自らの手のひらをそっと重ねる。それが合図かというように、ルードヴィヒはエルナに顔を近づけた。今回は、エルナも意図的に瞳を閉じる。

　唇に柔らかな感触がして、ふたりは互いに幸福感に満たされていく。一度では終わらず、何度も何度もくっついては遠ざかるルードヴィヒの唇を、無意識に今度はエルナのほうから追いかけていく。再度唇が重なったかと思うと、ちゅっと小さな音を立てて、名残惜しそうに離れていく。エルナの口から「はぁ」と艶やかな吐息が漏れた。

「もっとよく顔を見せろとさっきも言っただろう」

　恥ずかしくて顔を背けるエルナを、ルードヴィヒの両手が阻止する。エルナの純粋で汚れのない瞳に上目遣いで見られると、ルードヴィヒはあまりのかわいさにくらりと眩暈めまいを覚えた。

「……あいつらは俺の弱点を大雨と嵐と思っていたらしいが、とんだ見当違いだったな。まったく、こんなにわかりやすいというのになぜわからないのか」

　あの家庭訪問で気づけなかった時点で、あいつらの負けは決まっていたも同然だとルードヴィヒは言う。

「ルーイ様の弱点、私もまだわかっていません。……教えていただけますか？」

　わかりやすいと言われても、エルナには見当がつかない。

「俺の唯一の弱点はエルナ以外ありえないだろう？」

　あっけらかんと、当たり前のことのようにルードヴィヒは答えた。最強の竜王族の弱点が自分だなんて。光栄なような、恐れ多いような。しかし、どうにも悪い気はしない。

「ふふふ。いい情報が手に入りました」

「口外するなよ？　聞いたところによると、俺の弱点は高くつくらしいからな」

　額と額をくっつけると、ルードヴィヒはくつくつと喉を鳴らして笑い始めた。つられるように、エルナもふっと笑いが漏れる。

「……ねぇルーイ様、私にもよく見せてください。この世のどんな景色よりも美しい、あなたの笑顔を」

「ああ。いくらでも見たらいい。俺がこうして笑うのは、愛するお前の前でだけなのだから」

　そこにはもう、冷酷無慈悲な竜王太子の姿も、すべてを諦め悲し気に微笑む伯爵令嬢の姿もない。

　いつかと同じように、窓からは月明かりが差しこんで、スポットライトのようにふたりを照らす。愛を知ったふたりは、月が嫉妬するほどに美しかったという。
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　初めまして。こんにちは。瑞希ちこです。

　このたびは今作をお読みいただき、ありがとうございます。

　今回、初めて三人称で物語を書かせていただきました。今までの作品を読んでくださったことがある方は、いつもの感じと違うなと思われたかもしれません（笑）。今作は様々なキャラクターの事情や心理描写を読者様に伝えやすくするために、こういった挑戦をさせていただきました。皆様にきちんと伝わっていたらいいのですが……とにかく、これからもいろんなことにチャレンジして、精進していこうと思います。

　今作は、別れることが前提のふたりの恋物語と、美しさをテーマに話を考えました。プロット自体は結構すんなり考えられたのですが、本編はところどころで苦戦しました……デレる前のルーイは扱いづらかったですが、溺愛モードに入ってからは楽しかったです！　竜になったルーイと話すエルナのシーンや、ダンスレッスン、ダンスシーンは実は後から加筆した箇所なのですが、今となってはそこがいちばん楽しく書けたかもしれません。一度物語全体を書いたことで、ルーイやエルナというキャラクターのことをより自分自身が理解できたおかげかも。

　見事離縁を白紙にして、一緒にシェーンベルグで暮らすことを決めたふたりですが、まだまだふたりの障害となる問題はたくさんあると思います。ルーイの父親とも和解できていないし、未だにエルナを認めていない竜人だっているでしょう。ここからがルーイの本気の頑張りどころですが、エルナと一緒にいるためならなんでもしそうですよね。あらゆる困難を乗り越えた先には、幸せな未来が待っているはずです。

　そして素敵なカバーイラストは、ももしき先生が担当してくださりました。エルナ可愛い！　ルーイかっこいい！と、初めて完成イラストを見たときは語彙力がなくなるくらい興奮しました（笑）。本当にありがとうございます。

　編集担当の須藤様、編集協力の若狭様。このたびは物語をさらに色濃いものにしてくださり、ありがとうございました。またご一緒できますように。

　読者様。ここまで読んでいただき、感謝いたします。〝美しい恋〟なんてものは、現実ではあまりなく、空想上だから綺麗に描けるのかもしれません。しかし、だからこそ小説というのは素晴らしいのだと思います。私もいつか美しい恋をしたいな～なんて夢物語を頭の片隅で描きつつ、次作に向けて頑張りたいと思います。

瑞みず希きちこ
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竜王太子の生贄花嫁を拝命しましたが、殿下がなぜか溺愛モードです!?


～一年後に離縁って言ったじゃないですか！～







発　行　２０２２年８月10日　初版第１刷発行

著　者　瑞希ちこ

発行者　菊地修一

発行所　スターツ出版株式会社




〒１０４―００３１

東京都中央区京橋１―３―１　八重洲口大栄ビル７Ｆ

URL……https://starts-pub.jp/




制　作　大日本印刷株式会社






© Chiko Mizuki 2022




item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		目次



		竜王太子の生贄花嫁を拝命しましたが、殿下がなぜか溺愛モードです!?～一年後に離縁って言ったじゃないですか！～



		生贄の王太子妃



		竜人王国、シェーンベルグ



		離縁前提の花嫁生活



		地下室の秘密



		竜王太子からの溺愛!?



		声に出せない思い



		悲劇は繰り返さない



		怪しき密談



		裏切りと希望



		美しき愛の姿



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次













item/image/cover.jpg
i s v

X y ‘f\\ i . b

3 a& e Eﬁ%) \/%

/ ﬂ:—%\"r \\7*""” \‘%Iilﬁﬁ c






item/image/p004-005.jpg
HEGME N BRALAGK
=~ | N
252% A Eab s 4
POMpLH—FTEiERs || TAFORSHAbVLLL

SEBRE RHCRRIPHRID

BE LW T CHLCGET 51

AN

REEDOBVREERIZAS

BRUGEE I HEBIBBER .
RTHB7—VY HMBBLRBL.
INFEY =Y RNT KRG

= et —==e=
/ A
DELVLAR {
~ |
AN 14|
REFCLIBBAE KT || BEEEEET IRV —FT e
ZNFOU—DDORIFATHT: ] ABEXORBIBELS
DI BOBEITFY—rL [ELVbDFE) T RALTINFIZ
BT B DB kRS2 4N\ “HLELBB0L RS

ESSA

AYFIVER
ER—FEAHZLD
Bbh. BE3RHE
FoRUEHVIU
EXIEEITLT:(E)

P2 ES <

V—kI1k

o~
BROSEROUHTY
PR ORB TR LW NG,
AYFNEBISTEHEDRIBLV)
L7z EHk, T LRRL

RBERHOMELHBL TV

VrALIEPLBEE
BELBEHT

~YF v EBOBB WIS,
ReBRIRTONTEST,
BRI 522 RLMHE
FoTLaIrrLERTERI,
IR THBFEREBIRLT.
RRCIHELATVIS






item/image/voicejisyakou.jpg
INSYA b - - /
& oA E A

[\ &

il
B
=}
ol

MEEERDPITLI1
EHOTEET! vy ears

2018%2A8 L9 IHIBRYY — 2! R 315 BI2
VT e @ .................... \ “7!%/

g App Store
@ 500






